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「さて、まずは歯ブラシを買おうと思うのだけれど、同どう棲せいと言えばやっぱりペアものよね。だから……あ、これ可愛かわいい！　ほら、見てちょうだい！　二つ合わさるとブラシ部分がハート形になるの！　これにしましょう！　いえ、むしろこれにするべきだわ！」

「え、先生!?　マジでそれ買うんですか!?」

　驚おどろく俺を気にとめることもなく、先生は青とピンクの二本入り歯ブラシを手に取る。

「当然でしょう？　その方が同棲感もあるし自然だもの。それからあまり大声で〝先生〟と呼ばないでちょうだい。誰だれが聞いているかも分からないし……って、あ、見て！　このカップも可愛いわ！　ほら、持ち手の部分が手を繫つなぐ感じになるの！」

　そしてこの可愛いものに目をキラキラさせている女性の名は、桜さくら小こう路じ怜れい奈なさん。

　ふわふわのロングヘアと豊満な胸むな元もとが特とく徴ちよう的な美女なのだが、先ほど〝先生〟とも呼こ称しようしたように、俺の担任である。

　なお、普ふ段だんはさらさらのストレートヘアに細めの眼鏡をかけている上、びしっとスーツを着こなしており、現在のゆるふわモードとは印象が一八〇度変わるので要注意だ。

　ところで何な故ぜそんな先生と、ただの生徒である俺が、今まさにペアものの歯ブラシやらカップを買おうとしているのかというと、

「もう、ちゃんと聞いているの？　そんなんじゃ私の彼氏は務まらないわよ？」

　ぷくぅ、と先生が可愛らしく頰ほおを膨ふくらませる。

　そう、俺たちはとある事情で恋こい人びと同士になってしまった上、同棲しなければならなくなってしまったのである。

　というわけで、今日はそれに因ちなんだ必要物資を、色々と買いに来たというわけだ。

「す、すみません。ちょっとぼーっとしてまして……」

「まったく、たるんでいる証しよう拠こよ。そういえば、この前も授業中に寝ねそうになっていたわよね？　言っとくけど、私と一いつ緒しよに暮らすからには、生活面もきっちり指導させてもらいますからね」

「ええっ!?　マジですか!?」

「ええ、大マジよ。大体、私を誰だと思っているの？」

「……担任の、桜小路怜奈先生です」

「よろしい。というわけで、覚かく悟ごしておきなさい」

「……はい」

　がっくりと肩かたを落とす俺に、先生がふふっと微笑ほほえみ、そんな先生の姿に、俺も思わず表情を和やわらげる。

　先日まではただの怖こわい先生だと思っていたので、なんというか、こうやって少しでも仲良くなれたのは、正直嬉うれしく思う。

　こんな風に微笑むことなんて、学校では絶対になかったからな。

　最中、ふと先生が店内を見み渡わたして言った。

「さて、雑貨類は大体揃そろったわね。ほかに必要なものは……あら？」

　そこで先生の目についたのは、向かいのジュエリーショップだった。

　一体どうしたのかと俺が小首を傾かしげていると、先生がぽつりと呟つぶやくように言った。

「……ング」

「えっ？」

　と。




「──ぺ、ペアリングも必要だと思うの！」




「……はっ？　ちょ、ええっ!?」

　ぺ、ペアリングぅ!?

　そ、それってあれか!?

　世のカップルたちが、互たがいのイニシャルを刻んで身につけるとかいう例のやつか!?

　俺には一生縁えんがなさそうだと思っていた代しろ物ものの名前が、よもやこんなところで出てこようとは思わなかった。

　だが先生は本気のようで、恥はずかしそうに顔を紅潮させながらも、期待したような表情で言った。

「だ、だって私たちはこ、恋人同士なのよ!?　なのに指輪の一つもしないなんておかしいじゃない!?」

「い、いやいやいやいや!?　だからってペアリングはやりすぎでしょ!?　っていうか、先生はいいんですか!?　俺とペアリングですよ!?」

「べ、別に構わないわ！　だって一度買ってみたかったんですもの！」

「えぇ……」

　それでいいのか……。

　いや、まあ乗り気なら全然いいんだけどさ……。

「というわけで、行くわよ！　もちろんイニシャルの刻印もしてもらいましょう！　あ、デザインは私が選んでもいいわよね？　どうせだし、可愛いのがいいもの！」

「ちょ、マジで行くんですか!?」

「ええ！　大マジよ！」

　驚く俺の腕うでをぐいぐい引っ張っていく先生だが、人生初のペアリングな上、相手が先生ほどの美女となると、やっぱり期待してしまうのが男の子である。

　なので、口ではマジかと言いつつも、内心興奮を隠かくしきれない俺なのであった。
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　ともあれ、どうして俺こと白しら瀬せ光こう太た郎ろうが、担任の英語教師──桜さくら小こう路じ怜れい奈な先生と同棲することになったかというと、それは数日前へと遡さかのぼる。




「──そんなに私の授業がつまらなかったのかしら？」




「えっ……？」

　ふいにそんな冷たい声が耳じ朶だを打ち、俺の寝落ちしそうだった意識が現実へと引き戻もどされる。

　昨日は遅おそくまで新作のゲームをやっていたので、少々寝ね不ぶ足そく気味だったのだが、どうやら顔に出ていたらしい。

　やべえ……、と思いつつ、ゆっくり視線を上げてみれば、




　──たゆゆんっ。




「うおっ!?　でけえっ!?」

　なんだこのおっぱいは!?

「……はっ？」

　──ぎろりっ。

「い、いえ、気づいたら隣となりにいたので、ちょっとびっくりしてしまいまして……」

「あらそう。それはごめんなさいね」

　というように、そこにはぱりっとしたスーツに袖そでを通し、その豊かな胸を強調させるかのように腕を組む女性の姿があった。

　編み込んださらさらのストレートヘアと、細めの眼鏡が印象的な、担任の桜小路怜奈先生である。

　確か年ねん齢れいは二〇代半ばくらいだっただろうか。

　この春から俺たちの担任になった、スタイル抜ばつ群ぐんの理知的かつクールな美女だ。

　が、いかんせん性格がキツく、お小言も多いため、一部のＭ男たちからは絶大な人気があるものの、俺の中では苦手な先生ランキング一位であった。

　なので、あまり関かかわり合いを持たぬよう気をつけてはいたのだが、まさかの大失態である。

「で、どういうつもりかしら？　私の授業は聞くに値あたいしないとでも？」

「い、いえ、決してそんなつもりは……」

「ならどういうつもりだったのかと聞いているの。ご丁てい寧ねいに大口であくびまでしていたわよね？」

「す、すみません……」

「謝るくらいなら最初からしないようにしなさい。あなたが授業を中断させたせいで、皆みんなが迷めい惑わくをするの。分かった？」

「は、はい……。以後気をつけます……」

　あはは……、と愛あい想そ笑いを浮うかべる俺を散々睨にらみつけた後、先生は呆あきれたように踵きびすを返しながら言った。

「明日の朝までに反省文二〇枚書いてきなさい。いいわね？」

「ええっ!?　に、二〇枚!?」

　ちょっとぼーっとしてただけで酷ひどすぎだろ!?　鬼おにか!?

「当然でしょう？　何か文句でもあるの？」

「い、いえ……」

　俺が青い顔で首を横に振ふったのを確かく認にんした先生は、再び授業を再開させる。

　だが当然、消しよう沈ちんした俺の頭に、その後の授業内容が入ってくることはなかったのだった。







「あはは！　まあ元気出しなって！　あたしなんて五〇枚の反省文を小説にして出したら、一〇〇枚に増やされたことがあったから大だい丈じよう夫ぶだよ！」

「いや、それは単にお前がアホだっただけだろ……。てか、無む駄だに叩たたくな。普ふ通つうにいてえわ」

　ばんばん背中を叩いてくるあおいに、俺はジト目を向ける。

　下校時。

　相変わらず消沈しながら帰路へと就ついていた俺は、隣を歩くクラスメイトの群ぐん青じようあおいから慰なぐさめられている最中だった。

　あおいは小こ柄がらだが、ボブカットの似合うスポーティーな美少女で、俺とは幼少期からの馴な染じみかつ悪友のような間柄の少女だ。

　見てくれや言動からも分かるように、明るく優やさしい性格なので、男女問わず人気があったりする。

　初対面でも気にせず声をかけていくようなやつだからな。

「あはは、ごめんごめん。あ、そうだ！　そういうことならさ、今日久しぶりにうちに寄っていかない？　元気が出るように夜ご飯を奢おごってあげるよ！」

　ぐっと親指を立てるあおいに、俺は再度ジト目を向けて言う。

「いや、奢ってあげるも何も、作るのはおばさんだろ？」

　こいつ、料理は壊かい滅めつ的だったはずだし。

「まあ細かいことは気にしない気にしない。とにかく一いつ緒しよに食べようよ！　一人で食べるよりずっと元気になるしさ！」

「なんだ、気を遣つかってくれてるのか？」

「そりゃ遣うよ。だって光太郎はあたしの大事な……友だち、だし」

　おい、なんか歯切れが悪いぞ。

　目も逸そらしやがったし。

　まあでも、そういう気遣いは正直嬉しいので、お礼を言っておこうと思う。

「そっか。ありがとな。けどお前、今日なんかの手伝いがあるとか言ってなかったか？」

「えっ？」

　呆ぼう然ぜんと足を止めるあおいだったが、はっと何かを思い出したらしく、「あーっ!?」と声を張り上げて言った。

「そうだった!?　今日バレー部の練習試合に出なきゃいけなかったんだ!?」

「やっぱり。俺のことはいいから早く行ってこいよ。てか、今から行って間に合うのか？　もう俺ん家すぐそこだし、ここからだと歩いて三〇分くらいかかる気がするんだけど」

　ちなみに、あおいは身体能力とコミュ力が無駄に高いため、よく部活やらバイトやらの助すけっ人とを頼たのまれたりしているのだ。

　俺も何度かあおいがバレー部の助っ人をしているところを見たことがあるのだが、打ち込まれた球を拾いまくっていた覚えがある。

　その上、この体格でスパイクを打ち込んだりするのだから驚おどろきだ。

「ごめん、光太郎ー!?　この埋うめ合わせは今度きちんとするからー!?」

「おう、気をつけてなーって、もういねえし」

　ぴゅーっと風のように去っていったあおいに、俺はふっと口元を和やわらげる。

　なんかあいつと話していたら、少し元気が出た気がする。

　そういうのも、あおいのいいところなんだよな。

　小難しいことを考えないというかなんというか。

　一緒にいて楽しい相手と言えば、まず間ま違ちがいなくあおいだし。

「げっ!?」

　ともあれ、あおいと別れた俺が自宅へと戻ると、見覚えのあるゴミ袋ぶくろが、玄げん関かん脇わきに置かれていることに気がついた。

　なお、うちはなんの変へん哲てつもない二階建ての一いつ軒けん家やで、元々はじいちゃんとばあちゃんが暮らしていた家だったのだが、今は単身赴ふ任にん中の父さんと二人暮らしというか、実質一人暮らしみたいなものだったりする。

「またかよ……」

　がっくりと肩かたを落とし、俺はゴミ袋に貼はられていたカラフルなシールに目を通す。

　そこには〝ゴミが正しく分ぶん別べつされていません〟という文字がでかでかと書かれていた。

　どうせまたあのババア……じゃなかった。

　ゴミ奉ぶ行ぎようさんが逐ちく一いち調べやがったのだろう。

　てか、この箱どう見てもプラスチックだろ。

　なんでプラゴミじゃないんだよ。

　意味分からんわー……。

「ただいまー……」

　ゴミ袋を持ち、ローテンションのまま玄関のドアを開けると、そこにはやはり大量のゴミ袋が散乱していた。

「はあ……」

　相変わらず汚きたねえな……。

　いや、まあ汚きたなくしたのは俺なんだけど……。

　と、そんな部屋の有り様に辟へき易えきしつつ、廊ろう下かにゴミ袋を投げた俺は、自室のある二階へと着き替がえに向かう。

　もちろんはじめからこんなに汚よごれていたわけではない。

　ことの発ほつ端たんは、一年前に同居していたばあちゃんが他界したことだった。

　それまで家事の全すべてをばあちゃんに任せていたため、何をどうしたらいいのかが、まったく分からなかったのである。

　これで父さんがいてくれたなら、この状じよう況きようも少しはマシになったと思うのだが、今は単身赴任中ゆえ、たまに連れん絡らくはあれど、ほとんど家には帰ってこない。

　てか、もう少し息子むすこを気遣えと言いたい。

　さすがに放置しすぎだろ、あのおっさん……。

　なお、母さんは俺が幼い頃ころに病死している上、俺は一人っ子である。

　というようなこともあり、この壊滅的な有り様になってしまったというわけだ。

「さて、今日の夕飯はどうするかな」

　着替え終わった後、俺は冷蔵庫を開けながら独りごちる。

　とはいえ、冷蔵庫の中にあるのはペットボトルのお茶と牛乳くらいで、九割方空からという無駄の極きわみのような状況であった。

「って、牛乳の消費期限切れてるじゃねえか!?」

　その上、食材の管理も行き届いていないというダメダメっぷりだ。

　言わずもがな、料理などは一度もしたことがない。

　もちろんカップ麵めんは別である。

　ケトルでお湯を沸わかして入れるだけなんて、文明の利器は素す晴ばらしいよな。

「まあいいや。今日は外で食うか」







「さて、今日はどうしようかなっと」

　というわけで、お近くのファミレスへとやってきた俺は、メニューを開きつつ、考えを巡めぐらせる。

　色々と美味おいしそうな料理はあるが、やはりここは男の子の大好物──ハンバーグにするしかあるまい。

　もちろんチーズのたっぷり載のってるやつだ。

　ばあちゃんが生きていた頃は、よくそんな感じのハンバーグを作ってくれたのだが、これがまためちゃくちゃ美味うまくてな。

　ついつい外食先でも頼んでしまうのである。

　もちろんばあちゃんのが一番だけど、ここのも結構美味しいので俺は好きだ。

　というわけで、俺は備えつけのボタンでウェイトレスさんを呼び出し、これを注文する。

　早く来ないかなぁとウキウキしながら待っていると、




「──だから私はまだ結けつ婚こんしないって言ってるでしょ!?」




「うん？」

　ふいに隣となりの席から女性の大きな声が聞こえ、俺は何ごとかと少し背せ伸のびをして振り返る。

　どうやら隣は男女のペアと、その向かい側に女性が一人の三人組のようで、今し方大きな声を出したのは、手前にいる女性のようだ。

「お待たせしましたー」

「うおっ!?」

　が、ほぼ同じタイミングで料理が届いてしまい、俺は慌あわてて元の位置へと戻もどる。

「あ、あはは……」

「？」

　そして不思議そうな顔をしているウェイトレスさんから、まだ鉄板がじゅうじゅう言っているハンバーグを受けとる。

　チーズの溶とけ具合も絶ぜつ妙みようだし、実に美味しそうだ。

「いただきまーす」

　隣の会話は少々気になるが、せっかくの作りたてが冷めてはもったいないので、とりあえずいただくとしよう。

　と。

「パパたちはお前のためを思って言っているんだ。ほら、パパたちを見てみろ。こんなにもラブラブで幸せなんだぞ？　なあ、ママ」

「うふふ、そうね。大好きなパパのお嫁よめさんになれて、ママはとっても幸せよ」

「はは、照れるな。君と出会えて本当によかった。愛してるよ、ママ」

「私もよ、パパ」

　──ぎゅっ。

「……」

　おい、なんか隣がやべえぞ。

　せっかくのハンバーグなのに、隣の会話が気になりすぎて味が分からなくなってきたんだけど……。

　ちらり、と再び後ろを見やった俺の目に飛び込んできたのは、三〇代くらいの男女がチュッチュラブラブと抱だき合っている姿だった。

「うわぁ……」

　どん引きである。

　これが俗ぞくに言う〝バカップル〟というやつだろうか……。

「だからそうやって人前でイチャつかないでっていつも言ってるじゃない!?」

「何をそんなにムキになってるんだ？　パパたちがラブラブだったからこそ、お前が生まれてきたんだぞ？」

「それとこれとは話が別よ！　恥はずかしいからやめてって言ってるの！」

「あらあら、恥ずかしいだなんてそんな……。ママはただパパのことが大好きなだけなのに……くすんっ」

「大だい丈じよう夫ぶだよ、ママ。この子はちょっと反はん抗こう期が長引いているだけなんだ。だからいつかきっと私たちの気持ちを分かってくれる」

「ええ、そうね。ありがとう、パパ」

　──ぎゅ～。

「ああもう～……」

　うんざりしたように嘆たん息そくしているのは、恐おそらく娘むすめさんの方だろう。

　そりゃ自分の親がこれだけバカップルだったら頭を抱かかえたくもなるわ。

「とにかく、お前には絶望的に〝愛〟が足りん。だからそんなに余よ裕ゆうがなくなるんだ。パパの言いたいことは分かるな？」

「いや、分かるわけないでしょ!?」

　うん、俺も分からんわ。

　何言ってんだろう、あの人。

「ふむ、やはりお前には少々強ごう引いんな手を使わなければならないようだな。──ママ、あれを」

「ええ、分かったわ」

　──ごそごそっ。

「……何よ？　これ」

「お前の見合い相手だ。米農家の倅せがれでな。これがなかなかにいい男なんだ」

「見合いって……勝手に決めないでくれる!?　私は仕事を頑がん張ばりたいって言ってるじゃない!?」

「だからこうしてお前の意見を聞いて、仕事を両立出来る相手を見つけてきたんじゃないか。家庭に入りつつ、農家の仕事を手伝えばいい。一体何が不満だと言うんだ？」

「全部よ、全部！　私が言いたいのは──」

「ああもう分かった。とにかくお前は一度こっちに帰ってきなさい。話はそれからにしよう。こんな都会にいるから、そういう偏かたよった考え方になるんだ」

　いや、都会は関係ないだろ……。

「そうよ？　一度帰ってきて、ママたちと落ち着いてお話ししましょう？」

「ふん、そんなのお断りよ。大体、私そっちに帰るつもりとかないから」

「あらあら、困ったわ。てっきり帰ってきてくれると思っていたから、ママたちさっきアパートの大家さんにご挨あい拶さつして、借家契けい約やくを解除しちゃったの」

「はあっ!?」「ぶほっ!?」

　思わず味み噌そ汁しるを噴ふき出す俺。

「う、噓うそでしょ!?　そこまでする普ふ通つう!?　私もう二五よ!?」

　もう同意というか、同情するレベルである。

　てか、やべえご両親だとは思ってたけど、思った以上にやべえ人たちだった……。

「でもでも、ママたちはあなたのためを思って……くすんっ」

「そ、そうだぞ。ママを責めるのなら、代わりにパパを責めなさい」

「パパ……」

「ああ、大丈夫だよ、ママ」

　ぽわぽわ～、と二人だけのラブラブ空間が形成される。

　正直、隕いん石せきでも落ちてくれないかという感じだが、それはさておき。

「……はあ。もう嫌いや、こんな親……。ってこうしちゃいられないわ!?　今すぐ大家さんに連絡しないと!?」

　そう言って、恐らくは鞄かばんから携けい帯たいを取り出そうとする娘さんだが、

「あ、ごめんなさい。そのことなんだけど、実はもう次の入居者さんが決まってるらしくて……」

「えっ!?　そ、そんなはずないでしょ!?　いくらなんでも早すぎるわ!?　吐つくならもっとマシな噓を吐いてちょうだい!?」

「いや、それが事実なんだ。なんでも大家さんの娘さんがご結婚されることになったらしくてな。ちょうど部屋が空かないかと期待していたらしいんだ」

「はあっ!?　もうどいつもこいつも……っ。と、とりあえず私、もう一度大家さんに交こう渉しようしてくるから！」

　携帯を持ち、娘さんが焦あせった様子で店の外へと駆かけていく。

　なんか、大変そうだなぁ……。

　まあ、よそさまの家の事情なので、俺に出来ることなんて何もないんだけど……。

「さてと」

　娘さんもどこかに行ってしまったし、俺も帰ろうかな。

　元々ここにはご飯を食べに来ただけだし。

　というわけで、俺は席を立ち、会計を済ませて店の外へと出たのだが、




　──どんっ。




「おわっ!?」「きゃっ!?」

　運悪く店内に入ろうとしていた女性とぶつかってしまった。

「あ、すみません……」

「い、いえ、こちらこそ……」

　頭を下げつつ、俺は地面に尻しり餅もちを突ついていた女性に手を差し伸のべる。

「ありがとうございます」

「いえ、それより大丈夫ですか？」

「ええ」

　年ねん齢れいは二〇代くらいだろうか。

　ふわふわのロングヘアが似合う可愛かわいらしい女性だ。

　服装は初夏らしい涼すずしげなブラウスとロングスカートの組み合わせで、手足もすらりと長く、まるでモデルさんのようなスタイルをしている上、何よりおっぱいがめちゃくちゃでかかった。

　なので、ついつい目を奪うばわれてしまいそうだったのだが、そこはぶつかってしまった手前、気合いで耐たえる。

　そして偶ぐう然ぜんとはいえ、こんな綺き麗れいなお姉さんに悪いことをしてしまったと反省していたのだが、




「……白瀬くん？」




「えっ？」

　ふいに女性が俺の名を呼び始め、思わず目が点になる。

　こんな可愛いらしい知り合いなんていただろうかと眉み間けんにしわを刻んでいた俺だったが、目を凝こらしてよく見ると、見覚えのある人物と彼女の姿が重なった。

「もしかして……桜小路先生!?」

　そう、俺の苦手な怖こわい担任こと桜小路怜奈先生である。

　日中も見たとおり、いつもはぱりっとスーツを着こなし、さらさらのストレートヘアに眼鏡をかけているため、まったく気づかなかったのだが、恐らく彼女で間ま違ちがいないだろう。

　どうりでおっぱいが凄すごかったわけである。

　なんでここに先生が……っ!?　とどこかで聞いたようなフレーズが俺の頭に浮うかぶ中、先生がぱっと何かを思いついたような顔をする。

　と。

　──がしっ。

「えっ？」

「お願い、白瀬くん！　ちょっとだけ話を合わせて欲しいの！　由ゆ々ゆしき事態なのよ！」

「え、あ、あの……」

「お願い！　もうあなたしかいないの！　あとでなんでもお礼をするから、今だけ付き合ってちょうだい！」

「え、えっと……はい」

　俺の両りよう肩かたをがっしりと摑つかみ、緊きん迫ぱくした面おも持もちでそんなことを言ってくる先生に気け圧おされ、思わず頷うなずかされてしまう。

　妙みようにいい匂においが鼻び腔こうをくすぐる中、リアルでなんでもするなんて言う人はじめて見たなぁと俺が呆ほうけていると、先生は俺の腕うでに自分の腕を絡からめ始める。

　が。

　──むにゅりっ。

「はうあっ!?」

　その瞬しゆん間かん、先生のとんでもないおっぱいが俺の腕に当たり、やはりとんでもなく柔やわらかい感かん触しよくが腕全体へと広がっていった。

　こ、これは言うべきなのだろうか。

　いや、だがあの桜小路先生にそんなことを言った暁あかつきには、

『何考えてるの!?　この変態！』

　──ぱんっ！

『あうちっ!?』

　ということになりかねない。

「何？　どうしたの？」

「い、いえ」

　なので、まったく以もつて他意はないのだが、俺はこのままおっぱいの感触を堪たん能のう……ではなく、口を噤つぐむことにした。

　しかし服の上からなのに、おっぱいってこんなにも柔らかかったんだなぁ……。

　と、そんな感動を覚える中、俺が連れていかれたのは、最初に案内されたボックス席の隣となり──つまりは先ほど親子が結けつ婚こんについて激しい言い争いをしていた場所であった。

　まさか……っ!?　と嫌な予感が縦じゆう横おう無む尽じんに走る中、俺と腕を組んでいた先生が、彼女のご両親と思おぼしき妙にイチャついてる人たちに向けてこう言った。




「──お待たせ。彼は白瀬くん。実は私たち、婚約しているの」




　……はっ？

　はああああああああああああああああああああああっっ!?

　な、何言ってんの、この人ーっ!?

　当然、内心突っ込みの止まらない俺だった。







「は、はじめまして。俺……じゃなく、自分は白瀬光太郎です。よろしくお願いします」

「ああ、よろしく。私は怜奈の父の令れい一いち。こっちは家内の春はる奈なだ」

「ふふ、よろしくお願いしますね、光太郎さん」

「は、はい。よろしくお願いします」

　ぺこり、と俺が頭を下げると、先生が申し訳なさそうに言った。

「今まで内ない緒しよにしていてごめんなさい。まとまったお休みが取れたら、きちんと報告に行こうと思っていたのだけれど」

「ふむ、そうなのかね？」

「えっ？」

　──ごっ。

[image: ]

「ぐふっ!?　え、ええ、そうなんです……」

　てか、肘ひじぃ……。

　しかも結構鋭えい角かくに刺ささったんですけど……、と一人悶もん絶ぜつする俺をよそに、先生のご両親は驚おどろきつつも、若じやつ干かん安心した様子だった。

　どちらもまだ若く、やはり三〇代くらいに見えるのだが、先生が二五だと言っていたので、実際は四〇代～五〇代くらいなのだろう。

　というか、これで四〇オーバーってどういうことだよ。

　お母さんなんて、もうほとんど先生のお姉さんにしか見えないんですけど……。

「なるほど。まさかお前に婚約者がいたとはな。そうとは知らず、見合い話を持ち出してすまなかった」

「いえ、私の方こそなかなか伝えられなくてごめんなさい。童顔だからちょっと若く見えるかもしれないけど、彼は私の同どう僚りようでね。いわゆる職場恋れん愛あいというやつなの」

　え、何その設定。

「ほう、一いつ緒しよに働いているうちに惚ほれ合ったというわけだな」

「ええ、そんなところよ。彼もパパたちに挨あい拶さつがしたいって前から言っていたのだけれど、いつも熱心に生徒たちと向き合っているから、なかなか時間を空けることが出来なくてね。申し訳ないってずっと悩なやんでいたの」

「そうだったのか。それは気を遣つかわせてすまなかったね」

「い、いえ」

　むしろ気を遣ってるのは今なんですけどね……。

　というか、俺同僚じゃなくて生徒だし……。

　そう俺が内心黄昏たそがれていると、お父さんが鋭するどい眼光を向けて言った。

「ところで、君は怜奈のどこに惚れたのかな？　君にとって、彼女の魅み力りよくは一体どういったところだい？」

「えっ？」

　さすがは親子と言ったところだろうか。

　普ふ段だん先生から向けられている視線がそのまま向けられているような気がして、俺も堪たまらず萎い縮しゆくしてしまう。

　が。

　──じろっ。

「……」

　横からオリジナルがめっちゃ睨にらんでるからもう針のむしろっていう……。

　勘かん弁べんしてくれ……、と滝たきのような涙なみだを流しつつ、俺はなんとか返答すべく考えを巡めぐらせる。

　先生の魅力……魅力……おっぱい？

　ちらりっ、と先生の胸むな元もとに視線を落とす俺。

　しっかしでっけえおっぱいだなぁ。

　──ぐいっ。

「あいたたたたたたたっ!?」

　脇わきを抓つねるな脇を!?

「どうしたの？　白瀬くん。いつもみたいに愛を囁ささやいてくれればいいのよ？」

「ひいっ!?」

　笑顔なのに目が笑ってない先生の気き迫はくに圧され、俺は思いつく限り先生を褒ほめ称たたえる。

「や、やっぱりご両親譲ゆずりの美しさでしょうか。お顔というのは、心を映し出す鏡とも言いますし、心が綺き麗れいだからこそ、このように美しく在られるのではないかと思います。はい」

　なんかどっかの美容部員みたいになってしまったが、まあ一応褒めてるわけだし、これでいいだろ。

　どうだとばかりに先生の方を横目で見やった俺だったが、

「ちょっといいかしら？」

　先生が硬かたい笑顔のまま耳打ちしてきた。

（もっと何かあるでしょ!?　外見だけじゃなくて、内面的に好きなところをどんどん挙げるとか、そういう応用を利きかせなさい、応用を！）

（えぇ……）

　め、めんどくせえ……。

　てか、お願いする立場なのに態度でかすぎだろ。

　そんなんだからおっぱいまででかくなるんだぞ。

　と、腹が立つことこの上なかったが、あとでなんでもお礼（意味深）をしてもらえるらしいので、ここはぐっと我が慢まんだ。

「そういえば、以前私が教師として働く姿が好きだと言ってくれたわよね？」

「えっ？」

　そんなこと言ったっけ？

「言ってくれたわよね？（威い圧あつ）」

「そ、そうですね！　はい、言いました！　大好きです！」

　てか、顔こえぇよ!?

　それが教師のする面つらか!?

「れ、怜奈さんは本当に素す晴ばらしい人だと思います！　教育熱心ですし、生活態度のなっていない生徒には、きちんと罰ばつを与あたえるなど、勉学だけでなく、人として成長出来るよういつも気き遣づかっていて、本当に素敵な人だと思います！　正直、僕の女め神がみです！」

　とにかく早く終わって欲しい一心で勢い任せの言葉を紡つむぐ。

　途と中ちゆうで本日出された反省文への抗こう議ぎも込こめておいたが、まあそれは些さ細さいな話だろう。

　内心やり切った思いの俺は、再度先生の方を横目で見やったのだが、

「──っ!?」

　すっと何な故ぜか赤い顔で視線を逸そらされてしまった。

　いや、なんでちょっと照れてるんだよ!?

　あんたが言わせたんでしょ!?

　俺がショックを受ける中、お父さんが神しん妙みように頷うなずいて言った。

「なるほど。君の気持ちはよく分かった。しかしお前がそこまで教職に熱を入れているとは思わなかったぞ。白瀬くんを気に入ったのも、彼がお前と同じ熱意を抱いだいていたからなのだろう？」

「え、ええ、そうかもしれないわ」

　こくり、と静かに頷いた後、先生は「それに」と続けて言った。

「熱を入れるのは当然よ。だって学校で生徒たちが頼たよれるのは、私たち教師だけですもの。だから私たちは、彼らの声に真しん摯しに向き合い、彼らがこの先幸せな人生を歩んでいけるよう、全力で支えてあげないといけない。遊んでなんていられないわ」

「……」

　なんだろう。

　もしかしたら、俺は先生のことを誤解していたのかもしれない。

　いつも無む駄だに怒おこってるから、てっきりそういう性格の人なんだろうなって思ってたんだけど、あれは俺たち生徒のことを、本気で考えてくれていたからこその厳しさだったんだろうな。

　まあ、肘打ちとか脇抓りはどうかと思うけど。

　あと顔も怖こわいし。

「そうか。お前の教育観はよく分かった。それを支えてくれたのが、お前の隣となりにいる白瀬くんというわけだが……」

　そこで言葉を区切ったお父さんは、再び俺に鋭い眼光を向けてこう問うてきた。

「君は、怜奈のことを本気で愛していると思っていいのかな？」

　正直、さっきまでの俺だったなら、適当に答えていたと思う。

　けれど、先生の熱意は本物だったからな。

　ならばこの場を乗り切ることくらいまでは、きちんと付き合ってあげようと思う。

　だから。

「ええ、もちろんです。怜奈さんのいない人生なんて考えられません。僕には彼女が必要なんです」

　俺はそう、力強く頷いた。

「そうか。分かった」

　すると、お父さんは腕うでを組み、うーんと眉み間けんにしわを寄せる。

「しかし困ったな。てっきり婚こん約やく者しやはいないものだと思い、怜奈の借家契けい約やくを解除してしまったんだ」

　ああ、そういえばそんな話があったな。

「で、でしたら再契約をされたら──」

　と。




「──よし、せっかくだ。この際、同どう棲せいしなさい」




「「えっ!?」」

　ど、同棲!?

　いや、それはさすがに無理だろ!?

　先生からもびしっと言ってやってくれと目配せする俺だったが、




「──ええ、分かったわ」




　って、先生!?

　あんたも何を言っちゃってんの!?

　予想だにしていなかった展開に、ずんむりと両目が飛び出しそうになる。

「！」

　が、そこではたと先生が至し極ごく冷静な面おも持もちをしていることに気づき、俺はもしやと考えを巡らせる。

　恐おそらく何か策があり、この場を乗り切るためにわざと頷いたのだろう。

「よし、決まりだ。では見合いの方は私から断りの連れん絡らくを入れておこう。いやぁ、めでたい話を聞けてよかった。なあ、ママ」

「ええ、そうね」

　うふふあははとご両親が喜びの表情を見せる。

　どうやら話が一段落したらしい。

　やれやれと俺が小さな息を吐はいていると、すでに夕食を終えていたお二人が席を立ち始めた。

「ではあとはお若い二人に任せるとしようか」

「ふふ、そうね。じゃあまた近いうちに顔を見せるから」

「ええ、あとで新居の住所を教えるわね」

「ああ、楽しみにしているよ。じゃあ白瀬くん……いや、光太郎くん。今後とも怜奈をよろしく頼たのむよ」

「あ、はい。こちらこそありがとうございました」

　笑顔で去っていくご両親に深く頭を下げ、俺たちはその姿が店の外へと消えていくのを、静かに見送ったのだった。







「ど、どどどうしよう!?」

「いや、とりあず落ち着いてください……」

　はあ……、と呆あきれ気味に肩かたを落とす俺。

　元来ならば、ここは互たがいの健けん闘とうを称たたえ合う場面なのだが、正直それどころではなかった。

　原因は、先生がなんの考えもなしに、同棲の件を頷いてくれやがったことである。

　そう、策など何もありはしなかったのだ。

　じゃあなんでどや顔で頷いてたんだよという感じなのだが、たぶんこの人、変なところで見み栄えを張る性格らしい。

　一いつ瞬しゆんでも見直した俺の感動を返して欲しいものである。

「まあ、言っちゃったものは仕方ないですし、何か対応策を考えるしかないのではないかと……」

「そ、そうね。確かにあなたの言うとおりだわ。バレたらまた何を言われるか分からないし」

「そうですね。でもどうしてご両親はあんなに結婚を急いでるんですか？」

「……ふう。こうなってしまった以上、あなたには事情を説明するしかないようね」

「ええ、その方が力になれると思うので」

　そう促うながすと、先生は伏ふし目がちに事情を話し始めてくれた。

「私の地元はね、両親を含ふくめ、一〇代で結婚する人たちが多い田舎いなか町なの。遅おそくても二〇代の前半くらいまでには皆みな結婚して、子どもを産んでいるわ」

「へえ、じゃあ学生結婚が多い感じなんですか？」

「ええ、そうよ。就職も、農家とか家業を継つぐ人たちが多いの。だから私みたいに都会に出る人は少なくて、このご時世にまだ家庭に入るのが女の幸せだと思っているのよ」

「なるほど。そういうことですか」

「ええ。以前から結婚に関しては色々と言われていたのだけれど、最近は本当にしつこくてね。まああの町だと、私の年ねん齢れいくらいで結婚する人は希だから、そういう焦あせりもあったのでしょう。おかげで業ごうを煮にやした両親に借家契約を解除された上、お見合いの席を設けられてしまったというわけ」

「で、たまたまそこに俺が居合わせたと」

「ええ、そうなるわ。その、巻き込んでしまって本当にごめんなさい……」

「あ、いえ、それはまあ仕方ないんですけど……なんでさっき頷いたんですか？　しかもどや顔で」

　そう、問題はそこである。

　先生があそこで断固として反対の意を示してくれていたのなら、こんなことにはなっていなかったのだから。

「……ごめんなさい。それは本当に反省しています……」

　しゅん、と申し訳なさそうに小さくなる先生に、俺も言った立場ではありながら、なんとも言えない気まずさを覚える。

　いつもはもっと怖いというか、威い厳げんに満ち溢あふれている人なので、こういう気弱な感じはどうにも調子が狂くるってしまうのだ。

　ゆえに、俺は些いささか重くなってしまった場の雰ふん囲い気きを転てん換かんさせるため、別の話題を彼女に振ふる。

「あー……その、先生は誰だれかいい人とかいないんですか？」

「いればこんなに苦労はしないわ。それと、今のはセクハラだから気をつけなさい」

「あ、はい……。すみませんでした……って、いやいや、なんで気を遣つかった俺が怒られてるんですか……」

　ちゅー、とドリンクバーのアイスコーヒーを両手で飲む先生にジト目を向ける。

　てか、どうでもいいけど砂糖とミルク入れすぎだろ。

　ブラックが苦手なら無理して飲まなきゃいいのに。

　小さく息を吐きつつ、俺は先生に言った。

「けどなんか意外です。先生って、なんでもそつなくこなす完かん璧ぺき超ちよう人じんみたいなイメージがあったので」

「まあ学校ではそうでしょうね。そう在ろうと必死に努めているもの。けどプライベートなんてこんなものよ」

「なるほど。でも余計な話、いつもそんなに気を張っていたら疲つかれませんか？」

「何？　お説教？」

　あからさまに不快感を露あらわにする先生に、俺は首を横に振って言う。

「い、いえ、そういうことではなくて、あんまり根を詰つめすぎていると、お仕事にも支障が出てくるんじゃないかなって……」

「まあ、そうかもしれないわね。でも私は教師だもの。教師はいつだって生徒たちの模も範はんでなければならないわ。たとえ無理をしてでも、あなたたちの前でだけは〝教師〟として在らなければならないのよ」

「どうしてそこまで……」

　と。




「……私ね、教師になるのが夢だったの」




「えっ？」

　ふいに先生が窓の外に視線を向けつつ、そう語り始めた。

「きっかけなんて些さ細さいなことよ。学生時代にとてもお世話になった先生がいて、彼女のような教師になりたいって思ったの。あなたの言う完璧な私のイメージも、単に彼女を真ま似ねているだけ。だからこうやってぼろが出たりするのでしょうね」

「いや、別にぼろなんて……。まあコーヒーに砂糖とミルクは入れすぎだと思いますけど……」

「そ、それは仕方ないじゃない!?　私、苦いの苦手なんだから!?」

「えぇ……」

　ならなんで飲んでるの……。

「あの、別に苦手ならココアとかにしておいた方がいいんじゃ……」

「それじゃダメなの！　コーヒーの方が大人っぽく見えるでしょ！」

「先生ェ……」

　どうしよう。

　先生のイメージが加速度的に崩くずれていくんだけど。

　言われてみれば、確かにぼろ出まくりだわ……。

　ぷんぷんと頰ほおを膨ふくらませている先生に、俺は尋たずねる。

「あの、もしかしてそのコーヒーも、例の先生っぽく振る舞まうためですか？」

「ええ、もちろんよ。毎朝時間をかけて髪かみの毛をストレートにしているのも、ちょっと細めのだて眼鏡をかけているのも、全すべては彼女のようなクールビューティーを目指しているからにほかならないわ」

「そ、そうなんですね」

　なんか聞いちゃいけないことを聞いてしまった気がする。

　これ、きっと明日から先生のことをまともな目で見られなくなるだろうなぁ……。

　あ、今日もクールビューティー目指して頑がん張ばってんな、みたいな……。

「ええ、先生は本当に素す敵てきな人だったの。いつもクールで笑うことなんてほとんどなかったのだけれど、口を開けば生徒のことばかり気にかけていたわ」

「へえ、本当に今の先生みたいな感じの人だったんですね」

「いいえ、私なんてあの人の足もとにも及およばないわ」

　そうかぶりを振った後、先生はどこか懐なつかしそうに口を開く。

「昔ね、私の友人に、身体からだが弱くて学校を休みがちだった子がいたの。なんとか保健室登校をして、出席日数はぎりぎりだったのだけれど、このままだと学力的に進級が厳しいという話が出たわ。もちろん私は彼女と一いつ緒しよに進級したかったから、別のクラスではあったのだけれど、当時担任だった先生に相談したの。私の話を聞いた先生は、一言〝任せなさい〟とだけ言ったわ」

「そ、それで？」

「ええ。先生は毎日その子のためにつきっきりで勉強を教えてくれた。朝から晩まで、暇ひまを見つけては、その子のところに通って勉強を教え続けてくれた。でも先生だって人間だもの。無理をし続けていれば、いつかは身体に限界が訪おとずれるわ。ある日の放課後、私は人知れず辛つらそうに頭を押さえている先生を見つけたの」

「えっ？」

「私は慌あわてて駆かけ寄ったわ。でも先生はこれから彼女の家に寄って勉強を教えないといけないからって、さらに無理をしようとしていた。だから私は言い出しっぺなのに聞いたの。どうしてそこまでしてくれるのかって。すると、先生は珍めずらしく微笑ほほえんで答えたわ」

「……っ」

　ごくり、と固かた唾ずを吞のむ俺に、先生は言った。

「〝決まっているでしょう？　だって私はあなたたちの先生だもの。たとえ無理をしてでも、生徒の幸せのために頑張るのが先生なのよ〟って」

「め、めちゃくちゃいい先生じゃないですか」

「ええ、とっても。まあとにかくそういうわけで、友人は無事進級出来て、私はあの時の先生にとても感かん銘めいを受けたので、一いつ生しよう懸けん命めい頑張って教職に就ついたというわけ。毎日色々と大変なことはあるけれど、とても充じゆう実じつしているし、私はこの仕事が好きよ」

　なのに、と先生は口調に悔くやしさを滲にじませて続ける。

「親がそうだったから、町の皆みんながそうだったからって、せっかく摑つかんだ夢を諦あきらめて、好きでもない人と結婚しろだなんて、そんなのあんまりじゃない……っ」

「……」

　いつもは鋭するどい目つきでお小言ばかり言ってくるあの桜小路先生が、今は微かすかに声を震ふるわせ、目元には薄うつすらと涙なみだまで浮うかべている。

　そんな彼女の姿は、なんというかとても弱々しくて、おこがましいことなのかもしれないけれど、放ほうっておけないとすら思ってしまった。

　嫌きらいだったはずなんだけどな……。

　顔を合わせれば服装を正せだの、成績が落ちているから予習復習をきちんとしろだの、小うるさいことばっかだったし。

　でも……。

「先生は、教師を続けたいですか？」

「当然でしょう!?　まだまだ生徒たちに教えたいことだってたくさんあるし、それにやっとクラスの子たちのことも把は握あく出来てきたところなのよ!?　途と中ちゆうで投げ出すなんて絶対に嫌いや！　そんなのあなたたちにとっても迷めい惑わくじゃない！　どんな手を使ってでも、あなたたちだけは絶対に私が責任を持って見届けるわ！　だって私はあなたたちの先生なんだもの！」

「そう、ですか……」

　この先生は、本当に俺たちのことを第一に考えてくれているんだよな……。

　まあ、多少言葉足らずではあるんだけどさ。

　顔も怖こわいし。

　おっぱいでかいし。

　はあ……。

　俺は小さく嘆たん息そくした後、「あーもう仕方ない！」と覚かく悟ごを決め、先生に言う。

　こんな話を聞かされたら、協力しないわけにはいかないだろうが。

「分かりました。ならとりあえず落ち着くまで、俺の家で一緒に暮らすってのはどうでしょうか？」

「えっ……」

　どういうことかと驚おどろいたような表情をする先生に、俺は続ける。

「今日の話の流れだと、どう考えてもこの状じよう況きようを乗り切るには、本当に同どう棲せいするしかないと思うんです。先生も知ってるとは思いますけど、うちは一いつ軒けん家やな上、今父親がほとんど帰ってこない状況なので、部屋も空いています。だから先生が来ても全然大だい丈じよう夫ぶですし、ご両親を一回ご招待するまでの期間限定ってことにすれば、先生自身の精神的な負担も軽くなるんじゃないかなと。さすがにご両親も、きちんと同棲している様を見せれば安心すると思うので」

「で、でもそんなの迷惑でしょう？　それに私たちは仮にも教師と生徒なわけだし……」

「いや、まあそうなんですけど、そこは非常事態ということで……。あと迷惑という話に関しては、俺の方もちょっとお願いしたいことがありまして……」

「お願いしたいこと？」

　不思議そうに小首を傾かしげる先生に、俺は「ええ」と頷うなずいて言う。

「実は一年前に同居していた祖母が亡なくなって以降、まったく家事が出来ていない状態でして、家の中が壊かい滅めつ的な有り様になってるんですよね……。今日ここに来たのも、とても炊すい事じを出来るような状態じゃなかったからですし」

「なるほど。つまり同棲の交こう換かん条件として、私に家事を頼たのみたいというわけね？」

「はい、そのとおりです。そこをお願い出来るのであれば、俺の方は全然構いません。あ、もちろん変な噂うわさが立っても困ると思うので、ご近所さんとかには、表向き家政婦として住み込んでもらっているということにでもすればいいのかなと」

「そうね。確かにそれなら同棲していてもおかしくはないでしょう。お父さまがお忙いそがしいということも、周囲の方々なら知っているでしょうし」

「ええ。なので、その間にでも何か教師を続けられるような案を考えられたらいいなと」

　俺がそう告げると、先生は申し訳なさそうに上目を向けてこう尋ねてきた。

「でも、本当にいいの？　巻き込んだ私が言うのもなんだけれど、ここで見放してくれたら、あなたは自由になれるのよ？」

　その問いに、俺はふっと口元を和やわらげて言った。

「まあ、もうここまで来たら最後まで付き合いますよ。それに、俺も先生には元気に先生をやっていて欲しいですしね。気弱な感じの先生だと、なんか調子が狂くるうので」

「あら、それは一体どういう意味かしら？（じろりっ）」

「あ、いえ、別になんでもないです……」

　一転して鋭い眼光を向けてくる先生の視線から、逃にげるように俺が目を逸そらしていると、




「……ふふっ」




「！」

　珍しく先生の口元に笑みが浮かび、俺は思わず見み惚とれてしまった。

　いつも怖い顔をしているから、てっきり笑わない人かと思っていたのだが、こういう顔もするんだな。

　なんか意外だ。

　しかも元が美人なので、正直めちゃくちゃ可愛かわいいし。

　でも思い返せば、あの怖い顔も、結局はそう在ろうとしているだけであって、元来の先生はそういう感じじゃないんだよな。

　見み栄えを張って苦手なコーヒーを飲んだりするような人だし、もしかしたら意外と可愛いらしい人なのかもしれない。

　と、そんなことを思っていたら、先生が俺の視線に気づいたらしい。

「……何かしら？」

　すっと笑顔を引っ込め、いつもの怖い顔でそう問いかけてきた。

「あ、いえ、先生も笑ったりするんだなぁと」

「あなた、私をなんだと思っているの？」

「す、すみません。学校ではあんまり笑ったところを見たことがなかったもので……。あ、でも凄すごく可愛いかったですし、絶対笑った方がいいですよ」

「な、何を言ってるの!?　まったく、あまり大人をからかうものではないわ!?」

　もうっ！　と恥はずかしそうにする先生の意外な一面を見られた俺は、やっぱり実は結構可愛らしい人なのではと思ったりしていたのであった。







[image: 二章　同棲生活の始まり]

　翌日の授業中。

　黒板を背に、先生がクラスの男子に問う。

「ここは以前教えたはずだけれど、きちんと復習はしているのかしら？」

「は、はい、一応……」

「ならどうして答えられないの？」

「すみません……」

「……ふう。もういいわ。座りなさい」

　相変わらずスーツをビシッと着こなし、クールで笑顔の一つも見せない先生の姿に、俺は昨日の恥じらいを見せていた美女が、本当に彼女と同一人物なのかを疑問に思っていた。

　ただあのストレートヘアと眼鏡が、クールビューティーを演出しているためだけのものだと知った今では、なんとも微び妙みような心境なのだが。

　しかし何な故ぜそうまでして威い厳げんを出そうとするのか。

　先生曰いわく「教師は生徒を教え導く立場なのだから、その線引きはしっかりしないとダメでしょう？」ということらしい。
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　まあ言いたいことは分かるんだけど、しっかりしすぎたおかげで、今までの俺は先生への好感度が決していいとは言えなかったからな。

　それも善よし悪あしだと思う。

　──キーンコーンカーンコーン。

「じゃあ今日の授業はここまでにしましょう。挨あい拶さつをお願い」

「起立──礼」

　日直の号令で先生の授業が終わり、皆みながそれぞれ一息吐つく。

　先生の授業はほかの授業と緊きん張ちよう感が違ちがうので、皆もやっと終わったと安あん堵どしている様子だった。

「……あら？」

　最中、先生が回収済みだった小テストを持って帰ろうとするものの、ほかの教材で両手がいっぱいだったことに気づく。

　こういう時は大体日直か、日にちに因ちなんだ出席番号の生徒が手伝わされたりするのだが、

「えっと、今日は金曜日だから……白しら瀬せくん。ちょっとこれを運ぶのを手伝ってもらえるかしら？」

「えっ？」

　何故かまったく関係ない俺がご指名を受けてしまった。

　曜日で選ぶというのも珍めずらしいことなのだが、どうして金曜日だと俺になるのだろうか。

　当然、その疑問はほかの生徒たちも抱いだいたようだったが、下手なことを言って先生に睨にらまれては堪たまらないと、皆突つっ込こまないようにしていた。

　まあきっと理知的な先生のことだ。

　俺には見当もつかないのだが、英語教師らしい、金曜日に因んだ単語の繫つながり的なもので決めたのだろう。

「白瀬くん、聞いてるの？」

「あ、すみません。今行きます」

　ともあれ、さっさと行くとしよう。







「えっ？　意味なんてないわよ？」

「はっ？」

　その後、廊ろう下かを歩きつつ、一応先生に金曜日と俺の繫がりを尋たずねてみたのだが、まったく関係がなかったことを知り、思わず目が点になっていた。

　てか、理知的だとか褒ほめた俺はどうすればいいんだよ。

「それはそうと、明日は本当に大丈夫なのかしら？」

「あ、はい。引ひっ越こしの件ですよね？」

「ええ。せっかくの休みなのに、本当に手伝ってもらってもいいの？」

「もちろんです。とくに予定もないですし、その方が早く終わるじゃないですか」

「そう。ならお言葉に甘えさせてもらうわ。詳くわしくは後ほどメールするから」

「分かりました」

　ちなみに、昨日連れん絡らく先を交換済みなのだが、先生のメールの送り方が微妙に面おも白しろかったりする。

　というのも、大体顔文字や絵文字が変な感じで装そう飾しよくされているからだ。

　たとえば『よろしくお願いするわ』のあとに郵便局の絵文字を大量に貼はりつけてきたり、『迷めい惑わくじゃないかしら？』のあとに何故か警官の顔を貼りつけたりするのである。

　ただいつもは主に電話の方を使っているらしく、携けい帯たいでメールをした男は、お父さん以外だと俺がはじめてなのだとか。

　微妙に嬉うれしかったのは内ない緒しよである。

「じゃあこのテストは机の上に置いておきますね」

　小テストの束を職員室まで運んだ俺は、そのままそれを先生の机の上へと置く。

　今まで注意して見たことはなかったが、よく整せい頓とんされた綺き麗れいな机だ。

「ええ、ありがとう。とても助かったわ。それと、帰りに保健室に寄ってもらってもいいかしら？」

「え、保健室ですか？」

　俺が小首を傾かしげていると、先生はどこか恥ずかしそうに目線を逸そらして言った。

「え、えっと、その、ちょっとしたお礼をね、預けてあるの」

「お礼？」

　なんのことだろう？　と俺が瞳ひとみを瞬しばたたかせていると、先生はさらに顔を赤くさせて声を張り上げた。

「と、とにかく行けば分かるから！　はい、分かったらさっさと行く！　でも廊下は走らないように！　分かったわね!?」

「え、あ、はい!?　わ、分かりました!?」







「失礼しまーす」

　というわけで、言われるがまま保健室へと赴おもむいた俺は、一言断ってからその扉とびらを開ける。




「──おや？　体調不良かね？」




　すると、先生と同年代くらいであろう白衣の女性がこちらを振ふり向き、ドーナツらしきものを頰ほお張ばりながらそう尋ねてきた。

　養護教きよう諭ゆの榛はしばみ素もと子こ先生だ。

　常に淡たん々たんとした感じの美女であり、集会の時などを除き、大体いつも何かを食べている気がする。

　その上、桜さくら小こう路じ先生同様、やたらとスタイルがよく、色々と無防備にエロい感じの人なので、仮け病びようで来訪する男子生徒たちが無む駄だに多いらしい。

　まあ、確かに気持ちは分からなくはない。

　だってあの人、スカート短すぎて普ふ通つうにパンツ見えそうだし。

　って、よくよく考えてみたらとんでもない恰かつ好こうだな!?

　白衣を羽織っているとはいえ、胸むな元もとはほぼ下着みたいな感じだし、スカートなんか太ももの上くらいの丈たけだし!?

　え、この学校の風紀はどうなってるの!?

「あ、いえ、桜小路先生にこちらに寄るよう言われまして」

「ああ、ではキミが白瀬くんか。怜れい奈なから話は聞いているよ。なんでも彼女と同どう棲せいすることになったのだろう？」

「え、なんで知ってるんですか!?」

　まさかもう学校にバレたとか!?

　てか、まだ同棲始まってすらいないんですけど!?

　愕がく然ぜんと驚おどろく俺に、榛先生はやはり淡々とこう言ってきた。

「そんなに慌あわてずとも大だい丈じよう夫ぶだよ。私と怜奈は同級生でね。昔から何でも話し合える親友同士なんだ。だからこのことを知っているのは私だけだよ」

「あ、そうだったんですね……」

　学校にバレたわけではないと知り、俺はほっと胸を撫なで下ろす。

　しかし学生時代からの親友同士が同じ学校で働くなんて、そんな偶ぐう然ぜんもあるんだな。

　世の中狭せまいもんだと俺が思っていると、榛先生がそのすらりと伸のびた脚あしを組み直して言った。

「まあ立ち話もなんだ、こっちに来て座りたまえ」

「あ、はい」

　頷うなずき、俺は榛先生の前にあった丸椅い子すへと腰こし掛かける。

「ふむ」

「えっ!?」

　すると、榛先生がずいっと俺の顔を覗のぞき込んできた。

　途と端たんに何やらいい匂においが鼻び腔こうをくすぐり、俺の顔にも熱がこもる。

　しかし問題はそれよりもこっちである。




　──たゆゆんっ。




　でかい。

　とても養護教諭とは思えないような胸元の開いた服や、前まえ屈かがみの姿勢のせいもあってか、ついついおっぱいに目がいってしまう。

　もしかしたら桜小路先生よりもでかいのではなかろうか。

　いや、あの人はあの人でかなりの大きさなのだが。

　というか、本当にすげえな!?

　そりゃ皆仮病にもなるわ!?

　どこに視線を向けたらよいのかと内心焦あせりを感じる中、榛先生はふむふむと俺の観察を続ける。

　心なしか、見ても構わないとばかりにおっぱいやらなんやらを強調しているようにも見えた。

「ふふ、なるほど。その可愛かわいらしい反応を見るに、キミは女性に対する免めん疫えきがあまりないようだね」

「えっ!?　い、いや、その……なんていうか……すみません」

　すると、榛先生はすっと俺から顔を離はなしながら、表情一つ変えずに言った。




「──ということは、だ。セックスの経験もないと見ていいのかな？」




　まさかの童どう貞てい確かく認にん!?

「ちょっ!?　い、いきなり何を言ってるんですか!?」

　当然、俺は真っ赤な顔で異議を申し立てる。

　だが榛先生に慌てる素そ振ぶりはまったく見えず、やはり淡々とドーナツを頰張りながら言った。

「いや、大事なことだろう？　仮にも性的経験のない友人が、性欲旺おう盛せいな年とし頃ごろの男子と一つ屋根の下で暮らすのだぞ？　さすがの私も心配になるさ」

「そ、そりゃそうでしょうけど……って、うん？」

　ちょっと待て。

　今なんかもの凄すごく大変なことを聞いてしまった気がするのだが……。

「え、あの、今の〝性的経験がない〟っていうのはもしかして……」

「うん？　ああ、怜奈のことだよ。あいつは紛まぎれもなく処女だぞ。親友の私が言うのだから間ま違ちがいない」

「いや、何普通にぶっちゃけちゃってるんですか!?　そ、そういうのってデリケートな話題というか、ぷ、プライバシーの侵しん害がいですよ!?」

　さすがに動どう揺ようしすぎたのか、口調が少々覚おぼ束つかなくなってしまった。

「ふむ。そういうことならば、私が処女だということもぶっちゃけてしまおうか。これでフェアというものだろう？」

「ちょっ!?　あ、あんたはさっきから何を言ってるんですか!?　そもそもフェアとかそういう問題じゃないですし!?」

「はっはっはっ、キミは反応が面白いね」

「いや、笑いごとじゃないですよ!?」

　そう突つっ込こみを入れるも、榛先生は相変わらずとぼけた外人みたいに、ＨＡＨＡＨＡと笑っていた。

　まったくなんて人だ。

　やべえのは服装だけじゃなかったらしい。

　色んな意味で要注意人物である。

　と、まあ榛先生のことはさておき。

　それにしても、まさか桜小路先生が処女だったとは思わなかった。

　見た目は抜ばつ群ぐんにいいし、てっきり元彼の一〇人くらいはいるのかと思っていたのだが、やっぱりあのガードの堅かたさだろうか。

　いや、もしかしたら教職優先で、男にうつつを抜ぬかす余よ裕ゆうなんてなかったのかもしれない。

　そんなことを考えていると、榛先生が背もたれに深く体重を預けながら言った。

「まあただ、私だって誰だれにでもこんな話をするわけじゃないよ。キミだから言ったんだ」

「？　どういうことですか？」

　手に持っていたドーナツを机の上に置くと、榛先生は頰ほおに手を添そえながら、俺を見み据すえて言う。

「彼女が処女だと知れば、キミは手を出さないだろうということさ」

「えっ？」

　そう言うと、榛先生は椅子から腰こしを上げ、薬品棚だなへと歩きながら話を続けた。

「よく考えてもみたまえ。たとえば怜奈が経験豊富なビッチだったとしよう。そうだった場合、キミは少なからず期待してしまうはずだ。もしかしたら、自分にも手ほどきをしてくれるのではないかとな」

「うっ……。ま、まあ確かに……」

　蠱こ惑わく的な笑えみを浮うかべ、夜のレッスンとばかりに俺の上に跨またがりながら、「私が教えてあ・げ・る♪」とブラウスのボタンを一つずつ外していく桜小路先生の姿を思い浮かべ、俺はごくりと生なま唾つばを吞のみ込む。

　同棲の話が決まってから、そういうことをまったく考えていなかったかと言われると噓うそにはなるし、正直期待している自分がいたのも事実だ。

　だが確かに処女だと聞いた今では、至し極ごく残念なことに、その妄もう想そうも儚はかなく崩くずれ去ってしまっていた。

「ああ、そうだろうとも。処女だと聞いてしまえば、よほどの鬼き畜ちくでない限り、はじめては好きな人とさせてあげたいと思うはずだからな。──よほどの鬼畜でない限り、ね」

「なんで二回言ったんですか……。念押ししなくても割と誠実な人ですよ、俺は……」

　そうジト目を向ける俺に、榛先生はふっと口元に笑みを浮かべて言った。

「ああ、そうだろうね。私もそう思うよ。だから一応念のためにというわけさ」

「さいですか……」

　どうやら一いつ般ぱん人じんの感覚とはだいぶずれているようだが、それだけ親友の桜小路先生を心配しているのだろう。

　てか、下宿先を提供するくらいの軽い気持ちで提案しちゃったわけだけど、確かに年頃の男女が一つ屋根の下で暮らすんだもんな。

　そりゃ心配にもなるわ。

「でもその、ちょっと意外でした。お二人ともお世辞抜きで美人だと思いますし、学生時代だって相当モテたんじゃないですか？　実際榛先生のところには、しょっちゅう男子たちが来ているみたいですし」

「まあキミくらいの年頃の男子は、女によ体たいに興味が津しん々しんだろうからね」

「くっ、否定出来ないところがまた……っ」

　俺が悔くやしげに唇くちびるを嚙かみ締しめていると、榛先生は再度椅子に腰を下ろし、これまたセクシーに脚を組み直して言った。

「だがすまないね。私はなかなか異性に興味を持てない上、どちらかと言うと年上が好みらしいんだ。だからキミの気持ちには応こたえられそうにない。許してくれたまえ」

「いや、なんで俺がフラれたみたいな感じになってるんですか……」

　がっくりと俺が肩かたを落としていると、榛先生がふふっと笑って言った。

「しかしキミは面おも白しろい子だね。ふむ、キミのような子なら年下でもいいかもしれないな」

「そう言ってまた俺をからかうつもりでしょう？　その手には乗りませんよ」

　はあ……、と嘆たん息そくする俺に、榛先生は再び微び笑しようを浮かべて言う。

「ふむ、怒おこらせてしまったかな？　それはすまなかったね。これで許してくれたまえ」

「？」

　そう言うと、榛先生は俺の手をとり、




　──むにゅっ。
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「……はっ？」

　それを自分の胸へと押しつけやがったではないか。

「はあああああああああああああああああっ!?　ちょ、何してるんですか!?」

　当然、ショックで取り乱す俺に、榛先生は淡たん々たんと言う。

「いや、こうしたら機き嫌げんが直るのではないかと思ってな」

　──むにゅむにゅ。

「い、いやいやいやいや!?　そもそも別に機嫌が悪くなってたわけじゃないですし!?」

「おや、そうだったのか。それは失礼した。で、どうだね？」

「えっ？」

「私の胸の感想を聞いているんだ」

「そ、そりゃすげえ柔やわらかいですけど……じゃなくて!?」

「はっはっはっ、喜んでもらえて何よりだ。キミも光栄に思いたまえ。何せ、私のはじめての男になったのだからな」

「ちょ、誤解を招くような言い方はやめてください!?」

　慌あわてふためく俺の反応が面白かったのだろう。

　榛先生は未いまだ俺の手をがっちりとおっぱいに押し当てたまま、けたけたと愉ゆ快かいそうに笑っていた。

「さて、冗じよう談だんはこのくらいにしておこうか」

　そう言って、榛先生が俺の手を離す。

　男の子の悲しい性さがとでも言おうか。

　正直、心の底で残念がっている自分がいました。

「うぅ、純真な男心が弄もてあそばれた……。でもありがとうございます……」

「うむ、正直なのはいいことだ。私はそういう素す直なおな子が好きだよ」

「それはどうも……」

　些いささか疲ひ労ろう感を覚えつつ、俺がそうお礼を言うと、榛先生が何やら包みを取り出して言った。

「で、本題に入るのだが、実はこれを渡わたすよう頼たのまれていてね」

　それは水色の布に包まれた、見覚えのある両手のひらサイズくらいの代しろ物ものだった。

「これって、もしかしてお弁当ですか？」

「うむ、まさしくそのとおりだ。怜奈の手作りだぞ？」

「手作り!?」

　マジで!?

「ああ。実は怜奈がキミを巻き込んでしまったことに罪悪感を覚えているようでね。何かお詫わびが出来ないかと相談されたので、ならばと私が提案したんだ」

「そんな……。俺が言い出したことだし、別に気にしなくてもいいのに……」

　なんか気を遣つかわせて申し訳ないな……。

「まあそう言わないでくれたまえ。あいつは真ま面じ目めなやつだからな。──ほら」

「ありがとうございます」

　榛先生からお弁当を受け取ると、それはずっしりと重たかった。

　きっと育ち盛ざかりな俺のことを考えて、たんまりと料理を詰つめ込んでくれたのだろう。

「キミの家庭事情のことは私も聞いていたからね。だから恐おそらくはパンやコンビニ弁当ばかりなんじゃないかと思い、怜奈に提案してみたわけだよ。というわけで、どうだい？　美女の手作り弁当というのはなかなかに新しん鮮せんだろう？」

「え、ええ、まあ」

　というか、そんなもの今まで食ったことないわ。

　俺が小さい頃ころは、たぶん母さんも作ってくれたんだろうけど、ほとんど覚えていないからな。

　まあばあちゃんは毎日作ってくれたんだけど……って、あれ？

　そういえば、こういう手作り料理って、ばあちゃんが死んでからずっと食べてなかった気がするなぁ……。

「なんだ、随ずい分ぶん味気のない反応だな。もっと飛び跳はねて喜ぶと思っていたのだが、もしかして味の心配をしているのか？　それなら心配は無用だ。何せ、怜奈は料理上手だからな」

「あ、いえ、なんかびっくりしちゃって。手作りなんて久しぶりだったもので」

「ふむ、そうだったのか。ならば喜びたまえ。あいつは基本自じ炊すい派だからな。これからは毎日手料理が食べられるぞ」

「手料理が毎日!?」

「ああ、そうだとも。まったく羨うらやましい限りだよ。怜奈の手料理なら、私だって毎日食いたいくらいだからな。というわけで、今度私を夕食にでも招待してくれたまえ」

「はは、分かりました。ならその時はしっかりとおもてなしさせていただきますんで」

「ああ、楽しみにしているよ」

　そう微笑んだ後、榛先生は机の上のデジタル時計を見やって言った。

「さてと、ではそろそろ戻もどりたまえ。このままでは食べる前に昼休みが終わってしまうからな」

「はい、ありがとうございました」

「ふふ、礼なら作った本人にでも言ってやってくれたまえ。キミくらいの年頃の子は、何が好きかと散々頭を悩なやませていたみたいだからな」

「はい、分かりました」

　やっぱり桜小路先生は優やさしい人なんだろうな。

　ただ表現の仕方がちょっと不器用というか、いい先生で在ろうとして、肩かた肘ひじ張りすぎた結果、無む駄だに威い圧あつ的になってしまっただけというか。

　でもこうやって怖こわかった先生の別の一面を知ることが出来た今では、意外とおちゃめというか、正直可愛く見えていたりもするから不思議だ。

　ともあれ、大切に食べるのはもちろんのこと、あとできちんとお礼を言っておこうと思う。

「じゃあ俺はこれで。わざわざありがとうございました」

　再度お礼を言いつつ、俺は丸椅い子すから腰こしを上げる。

　すると、榛先生が別のチョコが塗ぬられたドーナツを頰ほお張ばりながらこう言ってきた。

「ああ、そうだ、白瀬くん。もし同どう棲せい中、キミがどうしてもムラムラした時は、いつでも私のところに来たまえ。特別に処理してやろう」

「んなっ!?　ちょ、いきなり何言ってるんですか!?」

　危あやうく弁当を落としそうになったわ!?

　一体何考えてるんだ、このエロ養護教きよう諭ゆ（処女）!?

「いや、さすがに怜奈だと淫いん行こうになってしまうのでな。その点、私であれば医い療りよう行こう為いということでなんとか──」

「なるわけないでしょ!?　普ふ通つうに淫行ですよ!?」

「ふむ、それは残念だ。だがまあバレなければ大だい丈じよう夫ぶだろう。というわけで、いつでも待ってるぞ、童どう貞ていくん」

「いや、行きませんって!?　てか、誰だれが童貞だ!?」

　そう鋭するどい突つっ込こみを入れつつ、俺は保健室をあとにしたのだった。







　そうして教室へと戻った俺は、途と中ちゆうで買ったパックのお茶にストローを差すと、さっそく先ほどのお弁当の包みを解く。

　すると、恐らくは先生の私物であろう楕だ円えん形のお弁当箱が、こぢんまりとその姿を現したのだが、




　──ぴよぷー。




「……」

　そこにはぷーっと膨ふくれた表情の可愛かわいらしいおでぶひよこキャラとともに、〝ぴよぷー〟と丸字で書かれていた。

　そう、いわゆるキャラクターもののお弁当箱だったのである。

　いや、可愛いけども!?　と微び妙みようにショックを受ける俺。

　ただ男子高校生のお弁当箱としては、ちょっと使いづらいというかなんというか……。

　むしろ先生のイメージでもないのだが、もしかして意外と可愛いもの好きなのだろうか。

　と。

「あれ？　光こう太た郎ろうがお弁当なんて珍めずらしいね？」

　あおいがやっほーと手を振ふりながら、お弁当の包みを片手に近づいてきた。

「あ、ああ、まあな」

「へえ、自分で作ったの？」

「えっ!?　お、おう、俺だってほら、たまにはな？」

「ふ～ん、光太郎が料理ねぇ～？」

　やべ、めっちゃ疑われてる……。

　まあ俺ほとんど料理しないからな……。

「って、ぴよぷーじゃん！　可愛い！」

　しかもなんか食いつかれたし!?

「い、いや、探したらこれしかなくてさ。時間もなかったし、もうこれでいいかなって」

「へえ、そうなんだ？　もしかしておばあちゃんのやつ？」

「お、おう、たぶんな」

「ふ～ん。でも光太郎のおばあちゃんって、こういうの使ってるイメージなかったんだけどな～？」

　──じー。

「そ、そうか？　可愛いキャラだし、意外と気に入ってたのかもしれないぞ？」

「あはは、その気持ちは分かるかも。だって可愛いもんね、ぴよぷー。あたしもスマホケース持ってるし」

　そう言いながら、あおいがポケットから取り出したスマホを見せてくる。

　確かにぴよぷーである。

　てか、マジかよ。

　俺の知らないところでめっちゃ流行はやってるじゃねえか、このひよこ。

　俺がまさかのぴよぷー人気に驚おどろく中、あおいもお弁当を広げ始める。

「そういえば、お前まだ弁当食べてなかったのか？」

「あー、うん。ちょっとバレー部の集まりがあってね。日曜日の練習試合に出て欲しいって頼まれたんだけど、あたしその日アイス屋さんでバイトがあってさ。ちょっと無理かも～って感じで話してたら、こんな時間になっちゃったんだよね～。だからもうお腹なかぺこぺこでさ、ちょうど光太郎も食べてなかったみたいだから、一いつ緒しよに食べようと思って」

「なるほど。そりゃお疲つかれさんだったな」

「えへへ、ありがと♪」

　あおいがはにかむように笑う。

　こいつとは幼少期からの付き合いということもあってか、中学時代に続き、こうして昼食をともにすることが多かったのだ。

　ともあれ、俺もようやくお弁当の蓋ふたを開けてみると、中にはミートボールに卵焼き、タコさんウインナーなどなど、お弁当の定番ともいうべき料理の類たぐいがふんだんに詰め込まれており、それはもう見るだけで美味うまいと分かるレベルであった。

「へえ、随分美味おいしそうに出来たね？　あとでおかず交こう換かんしよーよ」

「えっ？　あ、ああ、じゃあ一個だけな？」

「え～、別に減るもんじゃないし、一〇個くらいいいじゃ～ん」

「いや、普通に減るわ!?　どういう計算してんだ、お前は!?」

　まったく……、と俺はあおいのアホさに呆あきれつつ、ミートボールをぱくりと頰張る。

「──っ!?」

　その瞬しゆん間かん、口の中にソースの濃のう厚こうな味わいが広がり、思わず固まってしまった。

　てか、何これ!?　超ちよううめえ!?

　料理上手だとは聞いていたけど、まさかこれほどとは思わなかった。

　やべ、俺今超感動してる……。

「え、なんで泣いてるの!?」

「すまん、気にしないでくれ……。ちょっと胸に迫せまるものがあってな……」

「そ、そう？」

　あおいには少々不ふ審しんに思われてしまったかもしれないが、さすがに弁当が美味すぎて泣いてるとは思いもしないだろう。

　なので、俺は気にせず手を動かしていく。

　卵焼き、タコさんウインナー、唐から揚あげ──。

　どれもほっぺたが落ちそうになるほど美味しく、俺は一人感動の渦うずに吞のまれ続けていた。

　と。

「ちょ、ちょっと光太郎!?　あたしと交換する分残しといてよ～!?」

「えっ？　あ、ああ、悪い悪い」

　どうやらついつい箸はしが進みすぎてしまったらしい。

　頰ほおを膨らませつつ、あおいが俺の弁当箱の二段目を指差して言った。

「もう！　じゃああたしはそっちをもらうからいいもん！」

「いや、全部はやんねえよ……」

　ジト目を向けつつ、俺は弁当箱の二段目──つまりはご飯類が入っているであろう方をぱかりと開ける。

　きっとこっちもめちゃくちゃ美味いんだろうなと期待して開けたのだが、

「ね、ねえ、光太郎。ちょっと聞きたいんだけど……」

「……悪い。出来れば聞かないでもらえると助かる……」

　そう視線を逸そらす俺の意見を華か麗れいにスルーし、あおいは弁当箱の中身を指して言った。

「それも自分でやったの……？」

「……」

　もちろん頷うなずけるはずがない。

　当然だろう。

　何せ、二段目に敷しき詰つめられたご飯の上に、さくらでんぶで〝ハートマーク〟が描えがかれていたのだから。

　鶏とりそぼろと卵そぼろで囲まれた、とても色いろ鮮あざやかなハートマークである。

　てか、何これーっ!?

　男の子が好きそうなやつってこういうことじゃねえよ!?

　いや、あながち間ま違ちがっちゃいないんだけど、時と場合ーっ!?

「ち、違うんだ!?　こ、これはその……そ、そう！　自分自身へのお疲れさま的なやつなんだ！」

　と。

　──ぽんっ。

「えっ……」

　ふいにあおいが俺の肩に手を置いてきて、思わず呆ほうけてしまう。

　すると、あおいはふっと口元を和やわらげてこう言ってきた。

「光太郎、さすがにそれは無理があるよ」

　ですよねー……。

「っていうか、どう見ても愛妻弁当じゃーん!?　あたしというものがありながらどういうことさー!?　でも何これすっごい美味しー!?」

　ぷんすこと怒おこってくるあおいに、俺もどう説明したものかと頭を悩なやませる。

　ただどさくさに紛まぎれて俺のおかずをばんばん食っていくのは、正直やめていただきたかった。

　あとお前というものがあるとかないとかってのも、まったく意味が分からないです。

「てか、食いすぎだろ!?　俺の弁当になんてことしやがるんだ!?」

「ふーんだ！　あたしに隠かくれて女を作るから悪いんだよーだ！　光太郎の浮うわ気き者ものー！」

　──ぱくっ。

　だから食うんじゃねえよ。

「いや、浮気者って……。あのな、これは……あれだ。そう、家政婦さんが作ってくれたんだよ」

「え、家政婦さん？」

　ぷしゅー、とあおいの頭から怒ど気きが抜ぬける。

　一応周囲にはそうする予定だったし、このまま押し通してもたぶん問題はないはずだ。
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「そう、家政婦さん。家事が苦手な俺のことを考えて、父さんが住み込みの人を手配してくれたんだよ」

「あ、な、なーんだ！　そうだったんだ！　えへへ、ごめんね～。あたしなんか勘かん違ちがいしちゃって……」

「いや、別にいいさ。ちゃんと言わなかった俺も悪いし」

「ううん、謝らなくていいよ。でもそうだよね。光太郎、ずっとコンビニのお弁当とかだったもんね。育ち盛ざかりだし、栄養バランスとかを考えても、家庭料理の方が本当はいいんだよね。きっとこのハートマークも、おばあちゃんが亡なくなってしょんぼりしてるんじゃないかって、その家政婦さんが気を利きかせてやってくれたんでしょ？」

「う、うん。たぶん……」

　俺が辿たど々たどしく頷いていると、何な故ぜかあおいは頰を朱しゆに染めながら、こほんっと一つ咳せき払ばらいをして言った。

「まあでも、そういうことならさ、わざわざ家政婦さんの手を煩わずらわせなくとも、身近なところで手を打っておいた方がいいんじゃないかな……？　たとえばほら、目の前に超優良物件がいるじゃん……？」

「超優良物件……？　ああ、料理部の高たか橋はしのことか？」

　ちなみに料理部の高橋とは、あおいの後ろで本日三つ目の弁当を優ゆう雅がに食している、ぽっちゃり系男子である。

　なんでもどっかの貴族のクオーターらしく、立ち居振ふる舞まいが無む駄だに紳しん士しっぽいのだ。

「ちょ、なんでそこで高橋くんの名前が出てくるのさ!?　いや、確かに料理は上手なんだけど!?　って、そうじゃなくて！　この流れならあたしに決まってるでしょ!?」

　何故かムキになって反論してくるあおいに、俺もいきなりどうしたのかと些いささか困こん惑わくする。

「いや、でもお前料理苦手じゃなかったか？」

「そ、それはまあ……そうだけど……」

　気まずそうに両手の人差し指同士をつんつんさせるあおいだが、ここで引き下がるわけにはいかないとばかりに、声を張り上げて言った。

「な、ならあたしがとっておきのカップラーメン持ってくるから、光太郎はそこにお湯を入れてよ！　三分待てば美味しく出来るからさ！」

「お前、家庭料理のくだり完全に忘れてるだろ……」

　俺がジト目で突つっ込こみを入れると、あおいは涙なみだ目めになりながら再度お弁当を食べ始めた。

「うぅ、光太郎がイジめてくるよぅ～……。でもお弁当美味しい～……」

「……はあ」

　食ったり泣いたり叫さけんだりと忙いそがしいやつだなと嘆たん息そくしていた俺だったが、とりあえずハートマークの件はごまかせたようで何よりだった。

　また蒸むし返されても面めん倒どうなので、ここは別の話題を振ふっておこうと思う。

　てか、人の弁当をほとんど食っておいてまだ食うのか、お前は。

「そういえばさ、あおいから見た桜小路先生の印象ってどんな感じだ？」

「桜小路先生の印象？　なんで急に？」

「いいからいいから。で、どんな感じだ？」

「う～ん、そうだなぁ～。綺き麗れいだけど怖こわい先生かなぁ～」

　腕うでを組み、難しい顔であおいがそう答える。

　女同士ならば、もしかしたら親しさや印象も違うのではと思ってのことだったのだが、やはり俺が抱いだいていた印象とまるで一いつ緒しよであった。

「ほら、先生って全然笑ったりしないし、なんていうか話しかけづらい感じじゃん？　だからあたしもあんまり話したことないんだよねぇ～」

「なるほど。誰だれとでも友だちになれるお前でさえもそんな評価なのか……」

「うん？　あたしでさえも？」

「あーいや、気にしないでくれ。こっちの話だから」

「そう？　まあさすがのあたしも、あれは攻こう略りやく不可能かなって。美人だからこそ、迫はく力りよくが全然違うんだよねぇ～」

「ふむ……」

　学校中に友だちがいるレベルの社交性を誇ほこるあおいですらこの評価なら、先生が男女問わず近寄りがたい存在になっているのは、まず間違いないだろう。

　もちろん先生が〝教師と生徒の線引きはしっかりしないといけない〟と言っていた以上、自分の意図通りではあるのかもしれない。

　ただこの数日で分かったことなのだが、先生は根っからの鉄仮面というわけではない。

　むしろ料理が上手で、見み栄えっ張ぱりかつ照れ屋で可愛かわいいもの好きな、普ふ通つうの女の子なんだと俺は思う。

　だからこそ──。

「なんか、もったいないな……」

「えっ？」

「いや、なんでもない」

　理想の先生像とは異なるのかもしれないけれど、学校でもプライベートの時のような表情を見せれば、もっと慕したわれて人気の先生になれるかもしれないのに。

「人間関係って難しいな」

「あはは、そうだね」

「ちなみに、保健の榛先生とかはどうだ？」

「ああ、もっぴー？」

　……もっぴー？

「もっぴーはいい先生だよ～。いつもお菓か子しくれるし」

「いや、それただの餌えづけじゃねえか」

「あはは、冗じよう談だんだって。もっぴーは気さくで話しやすいから、皆みんなに好かれてるし、頼たよりにもされてると思うよ？　いつもどっしり構えてて、なんか大人の余よ裕ゆうがあるっていうかさ」

「そう、なのか……？」

　確かに話しやすいし、安心感もあるような気もするが、性格はだいぶ尖とがってたぞ？

「うん！　ずっとなんか食べてるし、先生なのにエロい格好ばっかしてるしで、すっごく面おも白しろい先生だよ！」

「まあ、面白い先生ではあるな」

　学校一近寄りがたい先生と、気さくで人気のある先生──その二人が親友同士なわけか。

　まったく正反対のようにも思えるが、それゆえにウマが合うということなのだろうか。

　よく分からんなぁ……、と先生たちのことを考えながら食事をしていた俺は、最後に残しておいたタコさんウインナーをごくりと吞のみ込むと、「ごちそうさまでした」と先生の作ってくれたお弁当を、綺麗に完食したのだった。




　　　　◇




　翌朝。

　約束通り先生の引ひっ越こし作業を手伝うため、俺は彼女のアパートへと赴おもむいていた。

　正直、女性の一人暮らしでアパートは危険なのではと思ったりもしていたのだが、最近のアパートはオートロックなど、防犯設備がきちんとしているらしく、建物も俺が想像しているよりずっと綺麗で新しかった。

　なんだか引っ越すのがもったいないなという気持ちになりながらも、オートロックを開けてもらった俺は、彼女の部屋があるという二階へと上がる。

　すると、廊ろう下かの先に一室だけ玄げん関かんの扉とびらが開いており、外にいくつかの段ボールが出されている光景が目に入ってきた。

　どうやらすでに始めていたらしい。

「おはようございまーす」

　扉の隙すき間まからちらりと顔を覗のぞかせつつ、俺がそう挨あい拶さつすると、奥から先生の声が返ってきた。

「おはよう。入ってくれて構わないわ」

「あ、分かりました。じゃあ、お邪じや魔ましまーす」

　一言断ってから、俺は先生のお宅へと上がる。

　何気に女性の家へと上がるのは、あおい以外ではじめてである。

　しかもあおいとは違ちがって一人暮らしときた。

　なんか微び妙みようにいい匂においもするし、一体この先にどんな桃とう源げん郷きようが待っているのか。

　俺は胸をドキドキさせながら、一歩ずつ廊下を進んでいく。

「おお……」

　そうして到とう着ちやくした先生のお部屋は、ワンルームタイプのシンプルな造りで、真っ白な壁かべ紙がみと白木調のフローリングが、いい感じに清潔感を醸かもし出していた。

　家具も白木をベースとした明るいものが多く、カーテンもレースの遮像タイプで、外からは見えづらいものの、光はふんだんに取り入れているという感じのものだった。

　窓の側そばにはきちんとお手入れのされた観葉植物も置かれており、実におしゃれなお部屋である。

　ゴミ屋や敷しきになりかけているうちとは大違いだ。

　これが先生の……いや、大人の女性のお部屋……っ！

　とりあえず胸いっぱいにこの空間の大気を取り込んでおこうとした俺だったが、

「──っ!?」

　そこで見てしまった。

　部屋の端はしに置かれていたシングルベッド──その中央辺りに、丸々太ったひよこのぬいぐるみが、どーんっと存在感たっぷりに鎮ちん座ざしているということを。

　そう、ぴよぷーである。

　やはり先生はこのおでぶなひよこが好きらしい。

　というか、よくよく室内を見み渡わたしてみれば、そこかしこにある小物類も、結構可愛らしいものばかりだし、やはり可愛いもの好きなのだろう。

「よく来てくれたわね。助かるわ」

「いえ、それより昨日のお弁当は本当に──」

　とお礼を言おうとしたところで、俺は言葉を失ってしまった。

　だがそれも当然であろう。

「あら、どうしたのかしら？」

　そう不思議そうに小首を傾かしげる先生の、その恰かつ好こうがまさかの〝だるだるＴシャツ〟だったからだ。

　伸のびきってしまったのか、あきらかにサイズが合っておらず、桃もも色いろのブラ紐ひもごと肩かたが半分丸出しになっている上、おっぱいもこぼれそうになっているという、目のやり場に困る仕様だったのである。

　その上、下も妙みように短いショートパンツで、色白の太ももがむっちりしてるというダメ押し具合だ。

　てか、あまりに短すぎて下着で出てきたのかと思ったわ!?

「ちょ、なんつー恰好してるんですか!?」

　当然、俺は先生を注意する。

　が、先生は俺が何を言っているのか、まったく理解出来ていない様子だった。

「はあ？　私の恰好がなんだと言うの？　ただの部屋着じゃない」

「いやいやいやいや!?　ただの部屋着はそんなにエロくないですって!?」

「え、エロっ!?　──はっ!?」

　そこでようやく先生も気づいたらしい。

　彼女は両手で胸むな元もとを覆おおい、俺を鋭するどく睨にらみつけてきた。

「あ、あなた、一体どういうつもり!?　よりにもよって教師の胸を覗くなんて……っ」

「いや、なんで俺が悪いみたいな感じになってるのかは知りませんけど、先生が着てたんじゃないですか!?」

「と、当然でしょ!?　だってこれが一番着き心ごこ地ちがよくてリラックス出来るんだもの！　自分の家の中くらい好きなものを着たっていいじゃない！　文句があるならあなたが目を潰つぶしなさいな！」

「え、どういう理り屈くつ!?」

　しかも目を〝逸そらせ〟とかじゃなくて〝潰せ〟なの!?

　何この教師超ちよう怖こわい!?　と俺が内心すこぶる動どう揺ようしていると、先生は小さく嘆たん息そくしながら「……まあいいわ」と警けい戒かいを解いた。

「とにかく、私はこの〝だるティー〟を脱ぬぐ気はないから」

　そんな紅茶の名前みたいに言われても……。

「なので、あなたも気にしないようにしなさい。というわけで、早さつ速そく作業を始めるわよ」

「いや、まあ先生がそれでいいんならいいですけど……」

　てか、切り替かえ早いなー……。

　部屋の隅すみにリュックを置いた後、何から手をつけるべきかと佇たたずんでいた俺に、先生はポニーテールを揺ゆらしながら、「じゃあ、まずはこれを……っ」と何やら重そうな壺つぼらしきものを持ち上げ始めたのだが、

「うぅ、重い……っ」

　思ったよりずっと重かったらしく、ふらふらと覚おぼ束つかない足どりになる。

「ちょっ!?　お、俺が持ちますから置いてください!?」

　慌あわてて先生のところへと向かおうとした俺だったが、

　──どんっ！

「うおっ!?」

　足もとに段ボールがあったことに気づかず、これを蹴けり倒たおしてしまう。

「……ふう」

　そうこうしているうちに、先生は壺を床ゆかに置いてしまったので、とりあえず俺は倒してしまった段ボールを起こし、その中身を片づけようとしたのだが、

「うん？　なんだこれ？　って、げえっ!?」

　そこに散乱していたのは、色取り取りの下着類であった。

　しかも。

「こ、これはまさか……っ!?」

　偶ぐう然ぜんにも俺が手に取ってしまったのは、妙に布地の薄うすいショーツだったようで、お尻しりの部分がＴバックになっていた。

　え、先生こんなの穿はくの……？

　と。




「──ぎゃあああああああああああああああああああああああああああっっ!?」




「うおおっ!?」

　先生がもの凄すごい速さで俺の手からショーツを奪うばい取る。

　そして鬼き気き迫せまる表情でこう念押ししてきた。

「あ、あなたは何も見なかった!?　いいわね!?　何も見なかったの!?」

「は、はい……」

　俺が啞あ然ぜんとしながら頷うなずいていると、先生は真っ赤な顔で持っていたショーツと、散らばった下着類をまとめて段ボールの中にぶち込んだ後、それをガムテープでぐるぐる巻きにして、ダッシュで玄関の外へと持っていった。




　──数秒後。




「お待たせ。それでなんの話だったかしら？」

「いや、今さら冷静を装よそおわれても……」

　何ごともなかったかのように戻もどってきた先生に、俺はジト目を向ける。

　しかし彼女の中ではすでになかったことになっているらしく、「なんのことかしら？」と素知らぬ顔をしていた。

　なので、俺もこれ以上突つっ込こむのは野や暮ぼだと思い、壺を指差して言った。

「いえ、その壺は何かなと」

「何って、〝ぬか床どこ〟に決まってるでしょう？」

　ぬか床!?

「え、ぬか床ってあのお漬つけ物ものを漬つける的な？」

「ええ、そうよ。私、ぬか漬けは自分で漬ける派なの」

「へえ、若いのに凄いですね。まるでばあちゃんみたいです」

「だ、誰だれがおばあさんみたいですって!?」

「へっ？　あ、いや、そうじゃなくて!?　うちの祖母も昔漬けてたんで、懐なつかしいなぁと……」

「あ、そういうこと……」

「そ、そうですそうです。こんな若くて美人な先生に、そんなことを言うわけないじゃないですか」

　ぶっちゃけおばあちゃんみたいな趣しゆ味みだとは思っているが、懐かしいのは本当だ。

「そう。ならせいぜい夕食を楽しみにしておきなさい。とっておきのやつを出してあげるから。ふふ、あなたのおばあさまのぬか漬けと私のぬか漬け──どちらが美味おいしいか勝負よ」

　そう嬉うれしそうに笑う先生に、俺も「はい、楽しみにしています」と表情を和やわらげる。

　いつもはぱりっとスーツを着こなしているのに、家ではだるティーを着て無防備。

　しかも可愛いものが好きで、ぬか漬けも漬けられるくらい料理が得意。

　学校では絶対見せないような先生の色んな一面が見られて、なんというか、俺は単純に嬉しかった。

　たぶん仲良くなれた気がしたんだと思う。

　だからもっと先生のことを知りたいなという気持ちになりながら、俺は先生秘伝の壺を、慎しん重ちように部屋の外へと運んでいったのだった。

　てか、本当に重いなこれ!?







「……ふう。だいぶ片づきましたね」

　Ｔバック事件など、多少のアクシデントはありつつも、俺たちは作業を続け、お昼を迎むかえた現在、部屋の中の荷物もかなり箱はこ詰づめすることが出来ていた。

　元々そこまで荷物が多かったわけではないので、このペースなら夕方くらいまでには全すべての荷物を外へと運ぶことが出来るだろう。

　あとは業者さんが取りにきて、俺の家まで荷物を運んでもらう寸法になっている。

　なお、冷蔵庫や洗せん濯たく機きなどの大型品に関しては、そのままリサイクル業者に持っていってもらうらしい。

　まあうちに持ってきても場所をとるだけだしな。

　ならばとこの際処分することにしたというわけだ。

「そうね。そろそろお昼だし、一度休きゆう憩けいにしましょうか」

「はい、分かりました」

　頷き、俺はぐいっと背筋を伸ばす。

　すると、先生が冷蔵庫の中からコンビニのお弁当を二つ取り出し、それらをレンジで温めながら言った。

「お弁当はハンバーグと唐から揚あげのどちらがいいかしら？」

「あ、じゃあハンバーグでお願いします。わざわざすみません」

「いいえ、気にしなくていいわ。それより謝るのはこっちの方よ。本当はちゃんとしたものを作ってあげたかったのだけれど、調理器具をほとんどしまっちゃったから、したくても出来ないの」

「いえ、お昼を用意してもらえただけでも十分です」

「そう。じゃあ先にそこで手を洗っておきなさい。その間にテーブルの上を片づけておくから」

「あ、すみません。じゃあお言葉に甘えて……」

　先生に言われたとおり、俺がキッチンに向かおうとすると、

「それにしても暑いわね」

　──たゆんったゆんっ。

「──っ!?」

　ふいに先生がだるティーの襟えり元もとをぱたぱたと引っ張り始め、釣つられて胸元が弾はじけるように揺れた。

「……ふう」

　その上、件くだんのだるティーも汗あせで薄うつすらと透すけており、桃もも色いろのブラジャーが浮うき上がっているという目の毒具合である。

　当然、そんな無防備な姿が目の前に晒さらされてしまっては、さすがの俺も心中穏おだやかではなく、（で、でけえ!?　しかもブラが透けてるし!?　てか、今さらだけどうなじが超ちようエロい!?）と一人無む駄だに鼓こ動どうを高鳴らせていた。

　が、先生はまったく気にする素そ振ぶりを見せず、もしかして俺のことを男だと意識していないのでは？　とそれはそれでショックを受ける俺なのであった。







　そうして半日ほどかけ、先生宅での作業を終えた俺たちは、業者さんにあとのことを任せ、タクシーで白瀬家へと到とう着ちやくしたのだが、

「これは酷ひどいわね……」

「はい……」

[image: ]

　というように、家の有り様を目まの当たりにした先生が、割と素すでどん引きしていた。

　なお、さすがにだるティーのまま業者さんの相手は出来なかったらしく、今は上にパーカーを羽織っている。

「一応先生も来るので、昨日はさすがに掃そう除じをしようと試みたのですが、これだけ汚きたないとどこから手をつけたらいいか分からず……」

「……ふう。まあいいわ。とりあえずこのままでは荷物を運べないし、まずは廊ろう下かとリビングを中心に、一階部分を片づけましょうか」

「分かりました。たぶん今日中に二階までは難しいと思いますので、今夜はリビング横にある祖母の部屋を使ってください」

「ええ、分かったわ。じゃあまずはこの廊下中に散乱しているゴミ袋ぶくろを、一いつ箇か所しよにまとめて道を作りましょう。もうすぐ荷物も届くしね」

「分かりました」

　頷き、俺は玄げん関かんからリビングにかけて乱雑に放置されていたゴミ袋を、一いつ旦たんリビングの方へと全て運ぶ。

　同時に先生は家中の窓を開け、室内の空気を入れ替かえつつ、埋うもれていた掃除機を使い、廊下の埃ほこりを吸い取る。

　ついでにざっとだが雑ぞう巾きんがけも行い、とりあえず玄関周りと廊下の掃除を終わらせると、タイミングよく業者が到着した。

　なので、一旦業者から荷物を預かり、それらを廊下へと積んだ俺たちは、そのまま先生の寝ね床どこを確保するため、リビング横の和室──つまりはばあちゃんの部屋の片づけを行うことにする。

　うちの間取りは一階にリビングや和室があり、二階に俺や父さんの部屋などがあるといった感じだ。

　先生の部屋に関しては、二階の倉庫代わりになっている空き部屋を提供しようと思っている。

「多少埃っぽくはあるけど、この部屋は意外と片づいているのね」

「ええ、一応祖母の部屋なので、ゴミとかを置くのはどうなのかなって」

「なるほど。そういう心がけは感心よ。ところで、本当に片づけてしまっても構わないのかしら？」

　控ひかえめに尋たずねてくる先生に、俺は首しゆ肯こうして言う。

「はい。いつまでもこのままにしておくわけにもいきませんからね。それに、大事なものはきちんと分けて保管しておこうと思いますので」

「分かったわ」

　そう頷うなずくと、先生は「これから遺品の整理をさせていただきますね」とばあちゃんに対して両手を合わせてくれた。

　その行こう為いがなんだか無む性しように嬉しくて、俺は先生にお礼を言う。

「あの、ありがとうございます。きっと祖母も喜んでいるはずです」

「いえ、気にしないでちょうだい。ここでお世話になる身なのだから、むしろ当然のことよ。じゃあ始めましょうか」

「はい！」

　大きく頷き、まずは小物類からだと勢い込んだ──瞬しゆん間かん。




　──カサカサカサカサッ。




「「……」」

　俺たちの目の前を、一匹ぴきの黒い生命体がちーっすとばかりに横切っていった。

　言わずもがな、Ｇ的なやつである。

　だがまあうちにはよく現れるので、今さら驚おどろきはしない。

　むしろ廊下の掃除中に出てこなかったのが不思議なくらいだ。

　なので、全ての掃除が終わったあとにでも、ホイホイ的なシートを置いておこうと思ったのだが、




「──きゃあああああああああああああああああああああああああああああああっっ!?」




「うおわっ!?」

　突とつ如じよ先生が大絶ぜつ叫きようを上げ、俺に飛びかかってきたではないか。

　というか、俺の頭をその特盛りおっぱいに抱かかえ込み、押し倒たおしてきたのだ。

　当然、何ごとかと困こん惑わくする俺だが、目の前は真っ暗だわいい匂においがするわめちゃくちゃ柔やわらかいわでもう大変である。

「ちょ、せ、先生!?　は、早く離はなれてください!?」

「む、むむ無理に決まってるでしょ!?　こ、腰こしが抜ぬけたわ!?　は、早くなんとかしてちょうだい!?」

「そ、そんな無茶な!?」

　──カサカサカサカサッ。

「ひいっ!?　い、いいから早くあれをなんとかして!?　わ、私あれだけはダメなの!?」

　──むぎゅ～っ。

「ちょ、ちょっと!?　そ、そんなに抱だきつかれたら!?」

　そりゃ男の子ですもの。

　元気にもなりますわなぁ……。

　そしてもちろん、それは先生も気づいたらしい。

「ちょ、ちょっとあなた!?　こ、こんな時に何を考えているの!?　信じられない!?　不潔よ、不潔!?」

「い、いや、だって仕方ないじゃないですか!?　この状じよう況きようでなんの反応もしない方がおかしいですよ!?」

「わ、分かったから早く静めてくれるかしら!?　そ、そんなものをいつまでも私にあてないでちょうだい!?」

「だ、だったら早く離れてくださいよ!?」

　──ぐいっ。

「ひゃうんっ!?　ちょ、どこを触さわっているの!?」

「す、すみません!?」

　先生が真っ赤な顔で怒ど声せいを上げる。

　なるべく変なところを触らずに引き剝はがそうとしたのだが、どうやら腰は弱かったらしい。

　とはいえ、女性の身体からだでほかに摑つかめる場所など俺には思いつかず、一向に事態が進展しないまま時間だけが過ぎていく。

　一体どうすればよいのかと俺も参っていたのだが、その時、やつがカサカサとリビング方面に向けて走り始めたではないか。

「い、今よ、白瀬くん！　早く襖ふすまを閉めて！」

「は、はい！」

　先生に言われるがまま、俺は最後の力を振ふり絞しぼって襖を閉め、やつをリビングへと追いやる。

「「……はあ」」

　その瞬間、俺たちは揃そろって脱だつ力りよくし、とりあえずなんとかなったと俺も一息吐ついていたのだが、

「まったく酷い目に遭あったわ……。でもこれで一安心ね……。ふう……」

「～～っ!?」

　先生が俺の胸むな元もとで汗あせばんだ感じの熱い吐と息いきを漏もらしており、押しつけられた胸諸もろ々もろの感かん触しよくと相まって、なんかもうとにかくエロいことこの上なかった。

　ぜ、全然一安心じゃないんですけど!?

　Ｇもリビングに出て行っただけだし、身体の一部はカチコチだし、安あん堵どする先生の横で、まったく休まっていない俺なのであった。







　そんなこんなで、なんとか先生の部屋を確保することが出来た俺たちは、まだ段ボールがほとんど開かい梱こん出来てはいなかったものの、今日の作業はここまでにすることにした。

　夜の帳とばりが下りてきたというのもさることながら、お互たがい朝早くから引ひっ越こし作業で動き回っていたので、単純にへとへとだったのである。

　というわけで、俺たちは夕食や就しゆう寝しんの準備をするべく、各おの々おの行動していた。

　キッチン周りはまだちゃんと掃除をしていないのだが、元々そんなに使っていなかったので、さっと雑巾がけした後、先生が家から持ってきた調理器具や、食器類を使えば大だい丈じよう夫ぶだろうということになった。

　相談の結果、まだこの近辺の地理がよく分かっていない先生の代わりに、俺が買い出しへと行くことになり、その間、先生が風ふ呂ろ掃除をすることになったので、

「えっと、まずは豚ぶたの細切れ肉っと」

　スーパーに着いた俺は、先生に渡わたされたメモを見ながら、食材を次々にかごへと入れていった。

「しかし初日から色んなことがあったな……」

　最中、俺は日中見た先生の意外な一面の数々を思い浮うかべていた。

　正直、先生のようなタイプは、清せい楚そなワンピースに袖そでを通し、家でクラシックでも聴ききながら、優ゆう雅がに紅茶を嗜たしなんだりしているのではないかと思っていた。

　が、それがどうだ。

　清楚なワンピースどころか、部屋着はだるだるのＴシャツとショートパンツな上、紅茶ではなくぬか漬づけに自信を持っているというおばあちゃん具合である。

　しかもあの厳しくて、俗ぞく世せのものになど一いつ切さい興味がないのではという先生が、まさかの特大ぴよぷーぬいぐるみをベッドに置き、ゴキブリを見ただけで悲鳴を上げ、腰を抜かしてしまったりするのだ。

　本当に人は見かけによらないというかなんというか……。

　いや、見かけは見かけで、今日は色々と危あやうい場面も目もく撃げきしてしまったのだが……。

　それにしても、と俺の脳のう裏りに、先生の艶あでやかな姿が思い起こされる。

　言わずもがな、とにかくおっぱいが凄すごかった。

　何が凄いって、やたらと跳はねまくるのである。

　ことあるごとにぼんぼん跳ねるものだから、目のやり場に困るというか、見てくれと言わんばかりにでかいというか……。

　その上、適度に汗ばんだ感じがエロいんだ、これが。

　とくにうなじがやばい。

　もしかして俺はうなじフェチだったのでは……？　と自分の隠かくれた性せい癖へきに気づくくらい、やばい色いろ香かを放ちまくっているのである。

　もっとも、元々先生は超ちようがつくほどの美女なので、脱ぬげばおのずとエロくなるのは、至し極ごく当然のことなのだが。

　ただそんな先生でも、今までに誰だれともお付き合いをしたことがないという。

　教師になるために一いつ生しよう懸けん命めいだったというのが、その主な理由らしいのだが、それにしたって普ふ通つうはあんな美女を放ってはおかないと思う。

　やっぱりガードが堅かたすぎるのが原因なんだろうな。

　まあ、本人が別段彼氏が欲ほしいわけではないのなら、余計なお世話でしかないんだけど。

　でも俺だけが先生のそういう可愛かわいいところを知っているというのは、もったいないというか、むしろほかの人には知られたくないというかなんというか……。

　なんとも複雑な心境の俺なのであった。







「ただいま帰りましたー」

　そんなことを考えつつ、頼たのまれた食材と、ドラッグストアでホイホイ的なものを大量に買って戻もどってきた俺は、帰宅の報告をするため、先生がいるであろう洗面所へと赴おもむく。

　が。

　──がちゃっ。

「先生ー？　頼まれたものなんですけど、これで合ってますかね？　なんか種類がいくつかあって……」

「……えっ？」

　先生が驚いたような顔をする。

　当然だろう。




　何せ──彼女は下着姿だったからだ。




　何な故ぜ風呂掃そう除じをしていたはずの先生が、下着姿で立っているのか。

　その理由はまったく以もつて分からなかったが、ただ一つだけ言えることがある。




　──ありがとう、ございました……っ。




「な、ななな……っ!?」

　って、内心懇こん切せつ丁てい寧ねいにお礼を言ってる場合じゃねえよ!?

　かあっと顔色を赤くしていく先生に、俺は冷ひや汗をだらだらとかきながら釈しやく明めいする。

「ち、違ちがうんです!?　ほ、ほら、先生に頼まれていた調味料なんですけど、いくつか種類がありまして、これで合ってるのかなぁ～と確かく認にんしたかっただけで、べ、別に覗のぞこうとしたわけじゃないんです!?　あ、でも凄く綺き麗れいな身体で、思わず見み惚とれちゃいました！　いやはや、実にけしからんですな！　あっはっはっはっはっ！　──おぶっ!?」

　すぱんっ！　と何か洗せん剤ざいのケースのようなものが、俺の顔面にクリーンヒットする。

　そして。

「い、いいから出てけええええええええええええええええええええええええっっ!!」

「ひ、ひいぃ～!?　ご、ごめんなさ～い!?　あとお風呂はお先にどうぞ～!?」

　真っ赤な顔で色んなものを投げてくる先生に、俺は脱だつ兎とのごとくその場を離り脱だつしたのだった。







「……はあ。そりゃ一日中掃除だのなんだのしてれば、シャワーの一つも浴びたくなりますよね……」

　大きく嘆たん息そくしつつ、俺は久しぶりの湯船を堪たん能のうする。

　ばあちゃんが亡なくなって以降、基本的にシャワーしか使っていなかったので、こうやって湯船に浸つかるのは久しぶりだ。

　が、まさかこんなにも気持ちがいいとは思わなかった。

　引っ越しや掃除の疲つかれも相まって、油断するとこのまま寝ねてしまいそうだ。

　ともあれ、あれから入浴後の先生にもう一度謝罪したところ、「今度やったら両目を抉えぐるから」と真顔で返されたのだが、たぶんあの人だったら本気でやると思う。

　なので、今度からはノックを欠かさないようにしないと……。

「でも綺麗だったな……」

　下着姿の先生を思い出し、俺はそう独りごちる。

　ぷりんっ、と弾だん力りよくのありそうなお尻しりに引き締しまったお腹なか、すらりと伸のびた手て脚あし、そして何よりあの特盛りなおっぱい。あとうなじも。

　まるで人形のように均整の取れた先生の身体は、それこそ一つの芸術品のような感じで、とにかくめちゃくちゃエロくてやばかった。

「てか、よくよく考えてみれば、俺は今そんな先生の入った残り湯の中にいるのでは……っ!?」

　ふとその真実に気づき、俺は愕がく然ぜんと両手でお湯を掬すくう。

　ここに先生の成分が溶とけ込んでいると思ったら、なんとも言えない興奮を覚えてきた。

　くそっ、俺は変態になってしまったのか!?

　よくネットの動画サイトなどでは、女の子のお風呂シーンで、皆みなごくごくしているのだが、さすがにそれを現実でやったらアウトである。

　というか、ここには入にゆう浴よく剤ざいのほかに、俺の成分も溶け込んでるし……。

「く、これが同どう棲せい……っ」

　風呂の残り湯だけでこんなにも動どう揺ようしてしまうのだ。

　女の人と一いつ緒しよに暮らすのって、想像していたよりずっと大変なことなのかもしれない。

「ぐぬぬ……っ」

　くそっ！

　俺がこんな変態になってしまったのも、全すべては先生がえっちぃからだ！

「……うん？　えっちぃ身体からだ？」

　その瞬しゆん間かん、ぽわぽわと俺の脳のう裏りに再び先生の下着姿が思い起こされる。

　しかも今度は台詞せりふつきだ。




『──もうダメでしょう？　そんな悪い子には、先生がお仕置きしてあ・げ・る♪』




「ＮＯオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオッッ!?」

　すでに頭が沸わいていたのだろう。

　一人で大絶ぜつ叫きようした後、俺はしばらくの間、「あばばばばばばばばっ!?」と湯船の中で悶もん絶ぜつしていたのだった。







　渦うず巻まく煩ぼん悩のうとの激しい戦いを終えた俺が、満まん身しん創そう痍いでリビングへと戻ると、そこではエプロン姿の先生が、調理をしている最中だった。

「あら、上がったのね。随ずい分ぶん騒さわがしかったようだけれど、少しお湯が熱かったかしら？」

「あ、いえ、久しぶりのお風呂だったので、ちょっとテンションが上がってしまいまして……」

「そう。ならいいわ。もうすぐ夕食の準備が終わるから、座って待っていてちょうだい」

「はい、分かりました」

　頷うなずき、俺は料理の並べられたテーブルへと着く。

　本日のメニューは野菜炒いためと卵焼き、お味み噌そ汁しる、そして先生こだわりのぬか漬けだ。

　ご飯はさすがに炊たくのが間に合わなかったので、レトルトのやつではあるが、きちんとお茶ちや碗わんに盛りつけられている。

　なんとも家庭的で温ぬくもりのあるメニューだ。

「さて、じゃあ食べましょうか」

「はい」

　先生がエプロンを外し、俺の向かい側へと座る。

　が。

「おふっ!?」

　その瞬間、先生のおっぱいがぼよんっと弾はずんだ。

　相変わらずとんでもないおっぱいである。

　キャミソールがはち切れそうになっているではないか。

　だがまあだるティーが洗せん濯たく中なので、それも仕方あるまい。

「「いただきます」」

　揃そろって手を合わせ、俺たちは夕食に手をつけ始める。

　まずはお味噌汁をずずずといただいた俺だったが、

「おお、美味おいしい！」

　口に含ふくんだ瞬間、味わい深いお味噌の風味が舌に広がり、堪たまらず感かん嘆たんの声を上げてしまった。

　いや、マジで今まで飲んだお味噌汁の中でも、トップクラスに輝かがやくほど美味しいのではなかろうか。

「お口に合ってよかったわ。自家製のお味噌を使ってみたのだけれど」

「え、これ自家製なんですか!?」

　店売りも真っ青の美味さなのだが……。

「ええ。去年作って半年ほど寝かせておいたの。よく出来ているでしょう？」

「はい！　凄すごく美味しいです！」

　ずずずと再度これを堪能しつつ、俺は同じく自家製のきゅうり漬づけや、大根漬けもいただく。

　え、何これめっちゃうめえ!?

　ちょうどいい塩分と、こりこりの食感が実に食欲をそそる。

　というか、ご飯が止まらん!?

「これもめちゃくちゃ美味しいですね！　まさかお漬物をこんなにも美味うまいと思う日が来ようとは……」

「ふふ、それは大げさよ。でも気に入ってもらえて嬉うれしいわ。ぬか漬け勝負は私の勝ちかしら？」

「そ、それは……お、同じくらい美味しいんじゃないかなと……」

　どこか歯切れの悪い様子の俺に、先生はふふっとおかしそうに笑って言った。

　正直な話、ばあちゃんのお漬物が大好きだった俺としては、どちらが上かなんて決められなかったのである。

「そうね。あなたがそう言うのなら、きっとそうなのでしょう。ここでも漬つけさせてもらうつもりだから、食べたければいつでも言ってちょうだい」

「はい！」

　大きく頷き、俺は野菜炒めや卵焼きにも舌した鼓つづみを打つ。

　こういう家庭的な料理を食べたのが久しぶりということもあるだろうが、お世辞抜ぬきで先生の料理は、お弁当同様めちゃくちゃ美味かった。

　おかずが美味いからなのか、レトルトのご飯まで炊きたてに思えてくるくらいだ。

　なんか、幸せだなぁ……。

　ばあちゃんが生きていた頃ころを思い出し、俺の胸が温かい気持ちに包まれる。

　俺があまりにも美味そうに食べるのが気になったのだろう。

「……そんなに美味しいの？」

　と、先生が控ひかえめに尋たずねてきた。

「ええ、もちろんです！　先生、絶対いいお嫁よめさんになりますよ！」

「なっ!?　そ、それはセクハラよ、白瀬くん！」

「ええっ!?　そ、そうなんですか!?」

　恥はずかしそうにしている様子の先生に、俺はがーんっとショックを受ける。

　すると、先生はこほんっと一つ咳せき払ばらいをして言った。

「でもその気持ちだけはありがたく受け取っておくわ。なら期待を裏切らないようにしないといけないわね」

「い、いえ、別にそんな気負わずとも……。というか、先生って意外と家庭的ですよね」

「べ、別にこのくらい普ふ通つうでしょ？　というより、私は元々家庭的な女ですっ」

　ぷいっと赤い顔でそっぽを向く先生に、俺は「確かに」と頷く。

「キャリアウーマンっぽい人って、忙いそがしいからか、大体家事が出来なかったりする印象なんですけど、先生は家事全ぜん般ぱんが得意ですもんね。お味噌やぬか漬けも自分で作るくらいですし」

「ええ、そうよ。だから相手さえいれば、私はいつでも結けつ婚こん出来るのだけれど、今は仕事を優先したいの」

　そう言って、先生は赤い顔のまま、ご飯にどぼどぼとお醬しよう油ゆをかけ始めた。

　冷静を装よそおってはいるが、内心かなり動揺しているらしい。

　たぶん割とドジっ子なんだろうなぁ……、とそんなことを思った俺だった。
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　翌日。

　やはり美味しい朝ご飯をいただいた後、俺たちは昨日出来なかった掃除の続きを始める。

　とにもかくにも、このリビングに置かれた大量のゴミ袋ぶくろをどうにかするのが先決だということで、俺は先生に分ぶん別べつの仕方を教えてもらい、これを一つずつ分け直していく。

　何な故ぜスプレー缶かんを缶の日に出してはいけないのかなど、分別する理由も同時に教えてもらったので、俺はなるほどと納なつ得とくしてゴミを分けることが出来ていた。

　しかし改めて思ったのだが、先生は物事を教えるのがとても上手うまい気がする。

　授業では雰ふん囲い気きの剣けん吞のんさからか、あまり頭に入ってきていない感じがするのだが、先生が意外と可愛かわいらしい人だと知った今では、その緊きん張ちようが解けたらしく、彼女の言葉がすらすらと頭に入ってくるのだ。

「よし、これで最後っと」

　ともあれ、早々にゴミの再分別を終えた俺たちは、しっかりと袋の口を固結びし、収集日まで置いておいても臭においを発しないようにする。

　そして掃そう除じの邪じや魔まにならぬよう、全てのゴミ袋を庭の倉庫へと移動させておいた。

「なかなかいい手て際ぎわだったわ。あなた、意外と掃除の才能があるんじゃないかしら？」

「え、本当ですか？」

　そんなことを言われたのは生まれてはじめてである。

　将来はハウスクリーニング業界にでも勤めようかしら……、などと俺が考えていると、先生がこくりと首しゆ肯こうして言った。

「ええ、本当よ。だからこれからはきちんとお部屋を清潔に保つよう心がけなさい。最低でも三日に一度は掃除機をかけること。いいわね？」

「は、はいっ」

　大きく頷く俺に、先生も「よろしい」と満足げに頷く。

　すると、先生が何かを思いついたらしい。

「そうだわ。せっかくだし、これから実じつ践せんしてみましょうか」

「えっ？」

　そう言うと、先生は掃除機片手に階段を上り、やがて俺の部屋の前で足を止めた。

　ま、まさか……っ!?

「というわけで、これからあなたのお部屋を掃除するわ。前に掃除したのはいつ？」

「え、いや、あの……」

「掃除をしたのはいつかと聞いているの。早く答えなさい」

「え、えっと、たぶん一年以上前です……」

　俺がしぶしぶ答えると、先生は一言「そう」とだけ言って、

　──がちゃっ。

「ちょっ!?　先生!?」

　驚おどろく俺のことなどつゆ知らず、ずかずかと部屋の中へ入っていった。

　お、落ち着け、白しら瀬せ光太郎!?

　見られてやばいものは全部隠かくしてあるはずだし、若さに任せて書いたポエムなど、黒歴史のような代しろ物ものは一いつ切さい存在しないはずだ。

　だ、大だい丈じよう夫ぶ……大丈夫……。

「やっぱりちょっと埃ほこりっぽいわね。一度窓を開けましょうか」

「あ、はい……」

　先生にそう言われ、俺は部屋の窓を開ける。

　朝の冷れい涼りような空気が室内に広がる中、先生は俺にハンディタイプのモップを手て渡わたして言った。

「じゃあ白瀬くんはこれで上の方から埃を落としてもらえるかしら？　私はその間に布ふ団とんを干してくるわ」

「わ、分かりました」

「それと、掃除機は私がかけるから、あなたはそれを見ていてちょうだい。とくに細かいところのかけ方をね。そうすれば、今後は自分で出来るようになるでしょう？」

「そ、そうですね」

　ぐいぐい話を進めていく先生に、俺も頷うなずくことしか出来なかった。

　一応お年とし頃ごろの男子なので、出来れば部屋をあまりイジっては欲しくなかったのだが、彼女も善意で教えてくれているのだ。

　ならばここは素す直なおに従っておこうと思う。

〝今後は自分で〟と言っていた以上、たぶん先生も俺の気持ちを理解してくれているだろうしな。

「それじゃあお掃除を始めましょうか」

「はいっ」

　俺が頷くと、先生は俺のベッドから布団一式を運び始める。

　なので、俺も先生に言われたとおり、上の方から埃を丁てい寧ねいに落としていった。

「げほっ、ごほっ……」

　だがさすがに一年以上掃除をしていないと、埃もかなり溜たまっており、俺はあまりの埃っぽさに涙なみだ目めになる。

　しかし今さらながら、こんな汚きたない部屋で寝ねていたかと思うとぞっとするな。

　先生にも言われたとおり、今度からはなるべく頻ひん繁ぱんに部屋を掃除しておこうと思う。




　──数分後。




「どう？　ある程度は埃が払はらえたかしら？」

　俺の布団一式を干し終えたらしく、先生が戻もどってくる。

「ええ、細かいところはまだ残っているかもですけど、とりあえず大きなところは払えたんじゃないかと」

「そう。なら次は掃除機ね。で、それが終わったら床ゆかを水みず拭ぶきしましょう。時間がない時なら、使い捨ての水拭きシートを使ってもいいのだけれど、やっぱり床は直接拭いた方がいいと思うわ。汚よごれの取れ方も違ちがうしね」

「分かりました。なら俺はバケツに水を汲くんできますね」

　そう言って、俺は洗面所へと向かおうとする。

「ええ、お願いするわ。その間に私が床に掃除機をかけておくから。細かいところのやり方は、あなたが戻ってきてから教えるわね」

「はい、お願いします」

　俺が部屋を出てからすぐに、掃除機の音が響ひびき始めた。

　待たせても悪いので、早々に水を汲んでくるとしよう。

「あ、洗せん剤ざいも持っていった方がいいよな。確か昨日使ったのは……」

　洗面所へと着いた俺は、バケツに水を汲む傍かたわら、洗面台の下にしまってあった住居用洗剤を取り出す。

　そうして雑ぞう巾きんなどの水拭きセットとともに、自室へと戻ってきた俺だったが、

「うん？」

　そこで先生がこちらに背を向け、床に座り込んでいる姿を目にする。

　掃除機の音もいつの間にか止やんでいるし、一体どうしたのだろうか。

　もしかして昨日の疲つかれが残っているのでは……？　と先生の身を案じ、俺は控えめに声をかけた。

「あの、先生……？　って、はうあっ!?」

　が、そこで俺は見てしまった。




　無言で座る先生の──その両手に見覚えのある雑誌類が、がっしりと握にぎられているということを。




　セクシーな感じの女性が写っているそれらの本は、言わずもがな、エロ本である。

　何故このネット社会にアナログなエロ本なのか。

　それは俺の好みにどストライクなお姉さんが、そこに写っていたからである。

　ならまあ、買っちゃうよね……。

　って、それはこの際どうでもいいんだよ!?

　問題はそのエロ本を、何故か先生が手にしているということだ。

　こんなこともあろうかと、卒アルのケースを使って入念に擬ぎ装そうを施ほどこしていたというのに……。

「あ、あの!?　そ、それは友だちのものと言いますかなんと言いますか!?」

　そしてあまりの動どう揺ようから保身に走る俺……。

　もう死のう、今日死のう……。

　と。




「──白瀬くん」




「ひゃ、ひゃい!?」

　ふいに先生に名前を呼ばれ、俺は思わず素すっ頓とん狂きような声を上げる。

　どんなお𠮟しかりを受けるのかと戦せん々せん恐きよう々きようとしていた俺だったが、先生の口から出たのは意外な言葉だった。

「別にそんな噓うそを吐つかずとも、あなたくらいの年頃ならば当然のことでしょう？　何を恥はじることがあるのかしら？」

「え、あ、はい……。すみません……」

　もっと軽けい蔑べつされるかと思っていたのだが、さすが教師というべきだろうか。

　先生はきちんと理解してくれているようで、俺もほっと胸を撫なで下ろす。

　が。

「ただ、これはどういうことかしら？」

「えっ？」

　先生に言われ、なんのことだろうと俺が彼女の手もとを見やると、




『爆ばく乳にゆう女教師レイコの淫いん乱らん性指導』




「ほげぇーっ!?」

　とんでもないタイトルの雑誌がその手に握られており、堪たまらず俺の口から断だん末まつ魔まのような悲鳴が飛び出る。

　タイトルというか、ジャンルもそうだが、さらに最悪なのは、そこに写っているお姉さんが、微び妙みように学校での先生に似ているということであった。

「それと、これらについても詳くわしく聞きたいわ」

　──ばさっ。




『おっぱい先生とのえっちな特別授業』




『放課後の爆乳ティーチャー』




『先生のおっぱいが好き！』




「きゃあああああああああああああああああああああああああああっっ!?」

　も、もうやめてーっ!?　と悶もん絶ぜつする俺だが、当然、先生の追つい撃げきは終わらない。

「それで、何な故ぜあなたの持っている本には、胸の大きな女教師ばかりが出てくるのかしら？（じろりっ）」

「ち、ちち違うんです!?　こ、これはたまたま好みだったお姉さんが女教師ものに出ていただけで、べ、べべ別に先生のことを意識したとか、そういうわけではないんです!?」

「へえ、そうなの。じゃあこの〝爆乳女教師レイコ〟も、私とはまるで関係がないのね？　ちなみに私の名前は〝レイナ〟なのだけれど？」

「も、もももちろんです!?　た、確かに買う時ちょっと先生に似てるなぁと思ったりはしましたけど……って、やべっ!?　い、今のはそういうことじゃなくてですね!?」

　思わず本音がぽろりしてしまい、俺は慌あわてて弁解する。

「～～っ！」

　だが時すでに遅おそく、先生は何かを堪こらえるようにむうっと口をへの字に結んでいた。

　と。

「やっぱり意識してるんじゃない!?　ホント信じられない!?　これだから男の子はぁ～!?」

「ちょ、先生!?　お、落ち着いてください!?」

　両手でぽこぽこ殴なぐってくる先生を、俺は必死に宥なだめようとするのだが、彼女はまったく聞く耳を持たず、感情をぶつけてくる。

「だ、大体、見た目が好みだったからとか、そういうことを軽々しく言わないでちょうだい!?　勘かん違ちがいしたらどうするのよ!?」

「い、いや、だってしょうがないじゃないですか!?　好みは好みなんですから!?　そう簡単には変えられませんよ!?」

「はあ、はあ……。もういいわ……。どうやらあなたには少々荒あら療りよう治じが必要のようね」

「あ、荒療治……？」

　一体何をするつもりだろう……？　と困こん惑わくする俺に、先生は言う。

「だ、だってそうでしょう？　あなたは私を……せ、性の対象として意識しているんですもの。そんな状態で、日々の授業が頭に入るとでも思っているの？　どうせ私の胸ばかり見ていたに決まっているわ」

「い、いえ、そんなことは……ちょっとありますけど……」

「……」

　すっ、と先生が恥ずかしそうに胸むな元もとを隠かくす。

「いや、先生が確かく認にんしてきたんじゃないですか!?」

「だ、黙だまりなさい！　まったく、これだから思春期の男の子は……」

　ぶつぶつと赤い顔で不満を垂れ流す先生に、俺はなんと理り不ふ尽じんなと一人肩かたを落とす。

　すると、先生がこほんっと咳せき払ばらいをし、話を戻してきた。

「とにかく、あなたには私を性の対象として見ないようにしてもらうわ。厳密に言うと、同年代の彼女を作ってもらいます」

「ど、同年代の彼女!?」

「ええ、そうよ。ちょっと待っていなさい」

　そう言うと、先生は階段を下り、廊ろう下かに置かれていた段ボールの一つを手に取った後、洗面所へと向かっていった。

　と。

　──ごそごそっ。

『あったわ。まだ着れるかしら？』

　──ごそごそっ。

『やだ、ちょっと太った……？　いえ、これは成長よ、成長。ええ、そうですとも』

　──ごそごそっ。

『さすがに胸がキツいわね。仕方ないわ。上の方のボタンを外してっと……』

　──ごそごそっ。

『あら、意外と……。これなら一〇代でもいけるんじゃ……』

「……」

　なんか、聞こえるな……。

　しばらく洗面所の中でごそごそしていた先生だったが、どうやら準備が出来たらしい。

　がちゃりとドアノブが回され、「……待たせたわね」と出てきたのだが、

「ちょっ!?」

　俺は一いつ瞬しゆん目を疑ってしまった。

　当然だろう。




　──制服。




　そう、やや恥じらいながら出てきた先生の姿が、まさかのＪＫコスだったからだ。

　どこの制服かは分からないが、正しよう真しん正しよう銘めいのブレザーである。

　しかも胸元が収まりきらなかったのか、谷間ががっつり見えているというセクシー仕様だ。

　え、何考えてんの!?　と俺が驚きよう愕がくに目を見開いていると、先生はスカートの裾すそをきゅっと押さえながら言った。

「ど、どうかしら？」

「え、あ……す、凄すごく似合ってます！　め、めちゃくちゃ可愛いです！」

　これは本音である。

　正直、見み惚とれてしまったくらいだ。

「そ、そう？　ありがとう……」

　くそぅ！　可愛かわいいなぁ！

　でもなんなんだこれは!?

　溢あふれる興奮を必死に俺が抑おさえていると、先生はもじもじと身体からだを捩ねじらせながら言った。

「それで、どうかしら？　これなら同年代の彼女を作る練習にうってつけだと思うのだけれど……」

「……」

　どういう、ことなのでしょうか……。

　このめちゃくちゃ可愛い状態の先生を相手に練習とか、絶対気が散ってそれどころじゃない気がするんだけど……。

「！」

　だがそこで俺ははたと気づく。

　確かに今の段階では、ただＪＫコスの先生が可愛いだけなのだが、それはシチュエーションが不足しているからなのではなかろうか、と。

　つまり先生が完全に生徒になりきることさえ出来れば、彼女を練習相手として見られるようになるかもしれないのだ。

　そう、これは必要不可欠なことであって、断じて先生に同級生ないしは先せん輩ぱい後輩プレイをして欲しいわけではないのである。

　というわけで、俺は至し極ごく男らしい顔で先生に提案する。

「すみません、先生。今のままだと、やっぱりただ制服を着ているだけになってしまうので、ちょっと同級生風に喋しやべってもらってもいいでしょうか？　出来れば仕草もお願いします。シチュエーションは好きな男子に告白するような感じで」

「ず、随ずい分ぶん注文が多いわね。でも分かったわ。じゃあ……」

　こほんっ、と仕切り直すように咳払いした後、先生は両手を重ねるように胸の前に持ってくると、上目でこう言った。




「……あのね、白瀬くん。私、あなたのことが好き……。大好き……っ」




「ぐはあっ!?」

　その瞬間、俺のハートを稲いな妻ずまが貫つらぬいた。

　完全にオーバーキルである。

「え、ちょ、白瀬くん!?」

　慌てて先生が駆かけ寄ってきてくれるが、俺のダメージは深刻で、床ゆかに片かた膝ひざを突ついたまま、荒あらく呼吸を続ける。

　ああ、なんということであろうか……。

　俺のお馬ば鹿かな好こう奇き心しんが、この世に最悪の魔ま王おうを誕生させてしまうとは……。

　危あやうく意識が飛ぶかと思った……。

「白瀬くん!?　ちょっとしっかりして!?　いきなりどうしたの!?」

　先生が心配そうに声をかけてくれる中、俺はなんとか呼吸を整えつつ、彼女に告げる。

「せ、先生、一つだけ約束してください……」

「な、何？　一体何を約束しろと言うの？」

「そのＪＫコスは、本当に好きなやつの前でだけ着てください……」

「えっ？」

「それと、さっきの告白も、絶対にほかのやつにはしちゃダメです……」

「そ、それは一体どういうこと？　ちゃんと理由を説明して」

「いや、でも……」

「いいから言いなさい！　私にはそれを知る権利があるわ！」

　語気を強めにそう言われた俺は、仕方あるまいと恥はずかしさを堪えて口を開いた。

「……からです」

「何？　聞こえないわ。もう一度言って」

「先生が……からです」

「だから聞こえないと言ってるでしょう!?　もっとはっきり言いなさいな！」

　あーもう！

「ですから！　先生があまりにも可愛くて、ついノックアウトされかけてしまったんです！」

「は、はあっ!?　い、いきなり何を言っているの!?　わ、私がか、可愛かったからってそんな……。で、でたらめなことを言わないでちょうだい！」

　真っ赤な顔で声を荒らげる先生に、俺もこうなったら自棄やけだと声を張り上げて反論する。

「いや、でたらめなんかじゃないですよ！　元々先生は超ちよう美人なんですし、そりゃＪＫコスをしたら可愛いに決まってるじゃないですか！　しかもそんな先生に恥じらいながら好きだとか言われたら、あまりの可愛さに失神くらいしますよ！　だってめちゃくちゃ可愛かったんですもの！　ぶっちゃけ女め神がみかと思いましたよ、俺は！」

「な、ななななな……っ!?」

　ぷしゅ～、と文字通り先生が茹ゆで上がる。

　調子に乗ってちょっと言いすぎたかと俺が反省していると、先生は「う、う……」とそのまま後ずさり始め、

「うわぁ～んっ!?　白瀬くんの馬鹿ぁ～っ!?」

「え、ちょ、先生!?」

　両手で顔を押さえながら、ぴゅーっと和室の方へ走って行ってしまったではないか。

　しかも。

「ちょ、先生!?　いきなりどうしたんですか!?　先生!?」

『わあああああああああああああああああああああっ!?』

　枕まくらに顔でも押しつけているのか、何やらくぐもった声で叫さけびながら、ばたばたと布ふ団とんに足でも叩たたきつけているかのような音が室内から聞こえ、彼女はしばらくの間、部屋から出てきてはくれなかったのだった。




　　　　◇




　と、そんなアクシデントを挟はさみつつも、昼すぎくらいには、無事全すべての部屋の掃そう除じを終えることが出来た。

　もちろんまだ段ボールは開け終わっていないが、それはこれからゆっくりやっていけばいいだろう。

　ともあれ、俺たちはざっとシャワーを浴び、遅おそめの昼食をいただく。

　最中、先生がふとこんな提案をしてきた。

「さて、とりあえず一通りのお掃除は出来たわけだけれど、おかげで持ってきた洗せん剤ざいの類たぐいをほとんど使い切ってしまったわ」

「あー、結構汚よごれが酷ひどかったですもんね。なんかすみません」

　なお、うちの洗剤はばあちゃんが亡なくなってすぐ、俺がぶちまけたりしたせいか、容器だけが残っていた。

　やっぱり慣れないことはやるもんじゃないな……。

「いえ、気にしないでちょうだい。頑がん固こな汚れに使われたのだから、洗剤たちも本ほん望もうでしょう。と、まあそういうわけだから、新しく買い置きをしておきたいの。それと、昨日母から電話があって、同どう棲せいの準備は順調なのかの確かく認にんもされたから、それっぽい対策もしておきたいと思って。もちろん白瀬くんが疲つかれていなければの話なのだけれど、どうかしら？」

「ええ、大だい丈じよう夫ぶです。もちろん付き合いますよ。ここまで来てバレるわけにはいきませんしね」

「そう、助かるわ。じゃあせっかくだし、少し足を延のばして駅前のショッピングモールまで行きましょうか」

「了りよう解かいです」

　そうして昼食を終えた俺たちは、件くだんのショッピングモールへと足を運ぶ。

　さすがの先生も、外ではあのだるだるのＴシャツを着たりはせず、先日ファミレスで見た時と同様、清潔感のある涼すずしげな服装へと着き替がえていた。

　ファッションのことはよく分からないが、たぶんあのぴっちりとしたやつは、スキニーパンツというやつであろう。

　それを肩かたの出た上着と組み合わせているわけだが、もうモデルにしか見えない。

　通り過ぎる人たちにめっちゃ見られてるし……、とそんなことを俺が考えていると、

「さあ、時間もないしどんどん行くわよ」

「え、ちょっ、先生!?」

　先生がぐいっと腕うでを引っ張ってきて、俺はされるがまま彼女に連れていかれる。

　途と中ちゆう、大きめのカートを手に入れた俺たちは、そのまま生活雑貨が売られているお店へと、躊ちゆう躇ちよなく入っていった。

「まずは住居用の洗剤からよ。そこまでお掃除にこだわりがないのであれば、安価なもので揃そろえてもいいのだけれど、個人的におすすめしたい洗剤があるの。それでもいいかしら？」

「え、ええ、もちろんです。家事マスターの先生がおすすめするなら安心ですし」

　俺がそう頷うなずくと、先生も嬉うれしそうだった。

「助かるわ。やっぱり使い慣れているものが一番だしね。じゃあこれとこれ、それからこれにこれ、あとこれとこれも買っておきましょう。あ、全部最低三つは詰つめ替かえのを買っておくこと。いいわね？」

「え、あ、はい……」

　あれ？

　なんかおかしいことになってきたぞ？

「ほら、もたもたしていないで次に行くわよ」

「ちょ、ちょっと待ってください～!?」

　からからとカートを押し、俺は先生のあとをひいひい言いながらついていったのだった。







「ふい～」

　そうして先生のハイペースなお買い物をなんとか終えることが出来た俺は、ベンチに腰こしを下ろしつつ、よくもまあこんなに買ったものだとカートの袋ふくろ群を見やる。

　そこにはご両親の対策用に買われたペアものの食器や歯ブラシなども、こんもりと積まれていた。

　問題はこれらを家まで運ばなければならないことだが、そこはもう気合いを入れるしかあるまい。

「頑がん張ばれ、俺……」

[image: ]

　そう俺が肩を落としていると、ふと首から下がった紐ひもの先で、きらりと銀色に輝かがやくリングが目に入ってきた。

　先ほど買い物のついでに購こう入にゆうしたペアリングである。

　しかしまさかペアリングまで買う羽目になるとは思わなかった。

　それも担任の先生とお揃いな上、より恋こい人びと感を出すために、まさかのイニシャル（Ｋ＆Ｒ）入りである。

　バレたら一発アウトな気もするが、これも同棲生活を円えん滑かつに進めるためだ。

　ならば甘んじて受け入れるしかあるまい。

　正直、人生初のペアリングなので、微び妙みように嬉しかったりもするし。

　ただ刻印を頼たのむ際、「い、イニシャルを、お、お願いしましゅ……っ」といつもクールな先生が、ぶっ倒たおれそうなほどテンパっていたのだが、そんなに恥はずかしいならやらなきゃいいのにとちょっと思ったりはした。

　まああれはあれで可愛かわいかったからいいんだけどさ。

　ちなみに、先生は男避よけの効果も期待して日ひ頃ごろからつけておくらしく、俺はクラスのやつらに勘かんぐられても困るので、このように紐を通してネックレスのような感じにしておくことにした。

　母親の形見だとでも言っておけば、適当に誤ご魔ま化かせるだろうしな。

　しかしペアリングかぁ……。

　俺が内心にやにやしていると、先生が缶かんの飲み物を両手に労ねぎらいの言葉をかけてきた。

「お疲れさま。ココアでよかったかしら？」

「あ、どうも」

　先生から冷たいココアを受け取った俺は、これをありがたくいただく。

　うん、よく冷えていて美味うまい。

　疲れた身体からだに糖分が染しみ渡わたっていくのを感じる。

「さて、めぼしいものは大体買えたわね」

「そうですね。そろそろ帰りますか？」

　天窓の外もだいぶ夕焼けが濃こくなってきたしな。

「いえ、その前にもう一つやりたいことがあるの」

「やりたいこと？」

　不思議そうに小首を傾かしげている俺に、先生は「ええ」と頷いて言った。

「ずっと気になっていたのだけれど、あなた、ここのところ同じ服ばかり着回しているわよね？」

「えっ？　まあ……はい。正直、服とかあんまり興味がないんで、とりあえず着られればいいかなって」

　と。

「ダメよ」

「えっ？　や、やっぱダサいですかね……？」

　控ひかえめに確認する俺に、先生は当然だと言わんばかりにお𠮟しかりの言葉を授さずけてきた。

「ええ、とっても。そんなことじゃ異性になんてモテやしないわ。せっかくの学生時代を寂さびしく終えてもいいの？」

「そ、それはまあ、よくないですけど……」

「ならば身だしなみには最低限の気を遣つかっておきなさい。服装もそうだけど、眉まゆ毛げを整えたり、髪かみをセットするだけで、清潔感って全然変わってくるのよ？」

「な、なるほど」




　──清潔感。




　モテる男の必ひつ須す条件とも言われている謎なぞの感性だが、正直それが何を指しているのか、俺にはよく分かっていなかった。

　一度あおいに聞いたこともあったのだが、「え、清潔感？　そ、そりゃあれだよ！　清潔感だよ！」と無限ループにはまりそうな回答しか得られなかったしな。

　今思えば、本当になんだったんだろうな、あれ……。

　ともあれ、先生がそれを知っているというのであれば、こんな機会は滅めつ多たにない。

　是ぜ非ひ教えを請こいたいと思う。

　だって俺、彼女いたことないし……。

「じゃあえっと、どうすればいいですかね？」

「そこで私の出番というわけよ。幸い、ここには流行はやりの服がたくさん売っているし、私があなたの服を見み繕つくろってあげるわ」

「わ、分かりました。じゃあ、よろしくお願いします」

「ええ、任せなさい」

　というわけで、俺たちは再び歩き始める。

「とりあえずこのお店に入ってみましょうか」

「はい」

　そうして先生が選んだのは、なんだか色々とカジュアルな感じの洋服が並んでいる、とってもおしゃれなお店だった。

　正直、一人で来ていたら絶対に入らないタイプのお店である。

「いらっしゃいませ～」

　こういうお店なので当然だとは思うのだが、店員さんもザ・アパレルみたいな感じでやたらとおしゃれだった。

　慣れないから緊きん張ちようするなぁ……。

「そうね、白瀬くんだったらこういう感じの服が似合うんじゃないかしら？」

「そ、そうですかね？」

　先生が白いワイシャツを手に取り、俺の身体に重ねる。

　ほかにも七しち分ぶ袖そででゆったりとした感じのＴシャツなども重ね、「うーん」と悩なやみながら、次々に重ねていく。

「個人的な見解なのだけれど、やっぱりシンプルな組み合わせに勝まさるものはないと思うの。あんまりごちゃごちゃさせてもくどいだけだしね」

「なるほど」

「だからこういうＴシャツにこっちのズボンを合わせて、なんならもう一枚ワイシャツを羽織ってみても──」

「……」

　とても親身に俺の服を選んでくれる先生の姿に、俺は内心ありがたいと思いつつも、ふとこんなことを思っていた。




　──もしかしてこの状じよう況きようは、ほぼデートと言っても過言ではないのではなかろうか、と。




　先ほども言ったが、俺は女の子と付き合ったことがない。

　ゆえに、〝デート〟というものを今までに一度もしたことがないのである。

　確かにあおいと買い物に行くことはたまにあるが、あれは別にデートって感じじゃないからな。

　下校時に買い食いしたり、ゲーセン寄るのと同じくらいの感覚だし。

　だがこれは別だ。

　担任とはいえ、ペアリング（見えるか分からんけど）を身につけ、服装を選び合うほどの間あいだ柄がらである。

　傍はたから見れば、完全にカップルにしか見えないだろうし、このドキドキ感というか、適度な緊張感こそ、これがデートである何よりの証しよう拠こなのではなかろうか。

　うん、きっとそうに違ちがいない。

　でも先生とデートかぁ……、と俺がまんざらでもない気分に浸ひたっていると、

「何をにやにやしているの？　もっとしゃきっとしなさい」

「あ、いえ、その……俺たちって、デート中だと思われてるのかなって……」

「んなっ!?　い、いきなり何を言っているの!?　で、デートだなんてそんな……。ば、馬ば鹿かなことを言ってないで、服選びに集中しなさい」

「は、はい、すみませんでした……」

　なんとも気まずい空気が俺たちを包み、先生も頰ほおを桜色にしたまま、視線を逸そらしているので、余計話しづらいというかなんというか……。

　とりあえず話題を変えるべく、俺は早々に服を選んでもらおうとしたのだが、




「──いらっしゃいませー♪　今日はサービスデーでアイスが半額でーす♪」




「「えっ？」」

　ふいにどこからともなく聞き覚えのある声が響ひびき、揃そろって声のした方を見やる。

「げっ!?」

　恐おそらくはバイト中か何かであろう。

　そこにはアイス屋の制服を身につけ、笑え顔がおでチラシを配っているあおいの姿があった。

　なお、その距きよ離り僅わずか五メートルほどである。

「ど、どうして群ぐん青じようさんがここに!?」

　どうやら先生も、あれがあおいだということに気づいたらしい。

　一転して顔を真っ青にし、愕がく然ぜんとしている様子だ。

「そ、そういえば、あいつ日曜はアイス屋でバイトがあるとか言ってた気が……」

「え、そうなの？」

「ええ。でもまさかこんなところにいるなんて……」

　と。

「アイスはいかがですかー？　半額でーす♪　……うん？」

「あ、やべ!?」「──っ!?」

　一いつ瞬しゆんあおいと目が合ったような気がして、俺たちは慌あわてて身を屈かがめる。

　すると、先生が俺の腕うでを摑つかみ、「こ、こっち！」と引っ張り始めた。

「ちょ、先生!?」

「いいから！　見つかったら大変よ！」

　──ごそごそっ。

「あれ？　今光太郎がいたような気がしたんだけどなぁ……。光太郎ー？　いるのー？」

　あおいが俺のことを呼びながら、こちらへと向かってくる。

　だが聞いた感じ、はっきりと俺たちの姿を捉とらえたわけではなさそうだった。

　このままやり過ごせれば、なんとかなるとは思うのだが、

（ひゃうんっ!?　し、白瀬くん、変なところを触さわらないでくれるかしら!?）

（す、すみません!?　でもさすがにこの体勢だと辛つらくて……）

　一人用の更こう衣い室に無理矢理入り込んだため、俺たちはほとんどもつれるような感じになっていた。

　おかげで先生のいい匂においが鼻び腔こうに届き、同じシャンプーを使っているのに何な故ぜと俺は困こん惑わくする。

　が、それよりも問題なのは、このがんじがらめな状況である。

　身体を起こそうにも、下手に動くと先生に迷めい惑わくがかかる上、あおいにもバレる可能性があったからだ。

　なので、なるべく動かないようにはしたいものの、俺は俺で少々維い持じしづらい体勢なため、

（せ、先生、もう少し上に移動してもらえると……）

（む、無茶を言わないでちょうだい。それよりあなたの方こそ……はうんっ!?）

　──むぎゅっ。

（もごっ!?）

　突とつ如じよ目の前が真っ暗になり、何か妙みように柔やわらかいものが顔中を包み込んでくる。

　一体何が起こったのかと事態を把は握あくしようとする俺に、先生が少々焦あせったような声で言った。

（お、お願いだから動かないで……）

（そ、そんなことを言われましても……）

　先生に頭をホールドされているらしく、動こうにもまったく動けやしなかった。

「うーん、気のせいだったのかなぁ……。ここら辺にいた気がしたんだけどなぁ……」

「いらっしゃいませ～。何かお探しですか～？」

「あ、すみません。さっきここにモテなそうな顔をした、あたしと同い年くらいの男の子がいませんでしたか？」

　おい、誰だれがモテなそうな顔だ。

「モテなそうな男の子ですか？　う～ん、どうでしょう？　先ほどまでカップルの方がいらっしゃったような気はするのですが……」

「あ、じゃあやっぱり気のせいだったみたいです。ごめんなさい」

「いえいえ、お気になさらず～」

　店員さんがそう言うと、「おかしいなぁ……」という声とともに、あおいの足音が遠ざかっていき、また店員さんの足音も、向こうの方へと離はなれていった。

「「……はあ」」

　とりあえずなんとかなったと揃って安あん堵どする俺たちだったが、

「あ、あの、そろそろ離してもらえると……」

「え、ええ、そうね。ごめんなさい」

　未いまだにもつれたままだったことを思い出し、気まずさ全開で互たがいの身体を離したのだった。







　その後、まだあおいが近くにいるかもしれないということで、買い物を早々に切り上げた俺たちは、一いつ旦たん自宅へと戻もどり、大量に買った雑貨類をリビングへと運ぶ。

　すると、先生が夕食の買い出しに行くと言い出したので、俺は彼女にある提案をした。

　それは、大おお掃そう除じお疲つかれさま＆先生の歓かん迎げい会かいをしようというものだった。

　色々と事情があるとはいえ、これから一いつ緒しよに暮らしていく以上、仲良く出来たらと思い、以前から考えていたのだ。

　もちろん生徒との線引きはしっかりしようとする先生ゆえ、あまりいい顔はしないのではと若じやつ干かん不安ではあったのだが、意外にも彼女は「白瀬くんさえよければ……」と俺の提案を受け入れてくれた。

　なので、俺も食材の買い出しを手伝うべく、彼女に同行していたのだが、




　──ざーっ。




「「……」」

　まさかの雨である。

　さっきまで快晴もいいところだったはずなのに、スーパーを出ようとした瞬間、いきなり降り始めてきやがったのだ。

「くっ、誤算だったわ。まさか雨が降るなんて……」

「そうですね……。でもどうします？　ここで雨宿りして様子を見ますか？」

「そうね。さっきまで晴れていたわけだし、少し経たてば止やむ可能性も──」

　と言ったところで、先生がはっと俺の方を見やって言った。

「って、ダメよ！　洗せん濯たく物ものが干しっぱなしだったわ！」

「げっ!?　そういえばそうでした!?」

「急いで戻るわよ！　さあ、走って！」

「うおおっ!?」

　先生に言われたとおり、俺は駆かけ足で家へと戻る。

　が、地面がびちゃびちゃに濡ぬれているのだ。

「痛っ……」

「！」

　途と中ちゆうで足を挫くじいてしまったのか、先生の足が止まる。

「だ、大だい丈じよう夫ぶですか？」

「ええ、平気よ。でもちょっと走れそうにないから、私のことは気にせず先に戻ってちょうだい」

「いやいや、そういうわけにはいきませんよ。えっと……あ、とりあえずあそこまで行きましょう。肩かたを貸しますんで摑まってください」
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「え、ええ、ありがとう」

　頷うなずく先生に肩を貸し、俺はゆっくりと彼女をシャッターの閉まったお店の軒のき下したへと連れていく。

　これで先生が雨に濡れることはなくなったので、俺は荷物を地面に置いて言った。

「ちょっとだけここで待っていてください。今、傘かさを買ってきますんで」

「で、でも洗濯物が……」

「まあ、また洗えばいいじゃないですか。それより今は先生の足の方が心配ですしね」

　俺がそう笑いかけると、先生は恥はずかしそうに頰ほおを染めて言った。

「……そう。ありがとう」

「いえいえ。じゃあちょっと行ってきますんで」







「よし、到とう着ちやくっと」

「お疲れさま。本当に助かったわ。ありがとう」

「いえ、大したことじゃないですよ」

　そうして近くのコンビニで傘を買ってきた後、なんとか自宅の玄げん関かんまで辿たどり着いた俺たちは、買い物袋ぶくろを下ろしつつ、ほっと一息吐つく。

「ところで、足は大丈夫ですか？」

「ええ、おかげさまでね。あとで冷やしておけば、明日には腫はれも引いていると思うわ」

「それはよかったです。なら俺はさっさと洗濯物を取り込んできますんで、先生はもう少しここで休んでいてください」

「ありがとう。白瀬くんは優やさしいのね」

「あはは、そんなことはないですよ。でもありがとうございます」

　照れるように笑った後、俺は買い物袋を手に、リビング経由で庭へと向かい、すっかりぐしょぐしょになっていた洗濯物を急いで取り込む。

　確かに洗濯物はダメになってしまったが、まあ先生が無事なので結果オーライだ。

「これで全部だな」

　干してあった洗濯物を全すべてリビングへと移動させた俺は、引き戸をしっかりと施せ錠じようし、カーテンを閉める。

　すると、先生がリビングに姿を現して言った。

「お疲れさま。お風ふ呂ろの追い炊だきをしておいたから、風か邪ぜを引かないうちに身体からだを温めておきなさい」

「あ、ありがとうざいます」

　実にありがたい限りだが、ここは男の子として、もう少しだけ見み栄えを張らせてもらおうと思う。

　濡れたのは先生も同じだからな。

「でも、それなら先に先生が入ってきてください。その間に俺は夕食の準備をしておきますから」

「そ、そう？　白瀬くんがそれで構わないと言うのなら、ご厚こう意いに甘えさせてもらうのだけれど……」

「ええ、そうしてください」

「分かったわ。じゃあ悪いけど、先に入らせてもらうわね」

　そう言うと、先生はその場で上着を脱ぬぎ始めたのだが、

「──っ!?」

　どうやら雨水が思ったより浸しん透とうしていたらしい。

　キャミソールがばっちり肌はだに張りついていた。

　って、いかんいかん。

　せっかく男としての好感度が上がっているところなのだ。

　ここで心象が悪くなるようなことをしてどうする。

　堪こらえろ、俺……っ。

　内心そう拳こぶしを握にぎった俺は、呼吸を整えつつ、買い物袋の中身を漁あさる。

「やれやれ、まさか下着まで濡れるとは思わなかったわ。まったく……」

「……」

　でもちょっとくらいなら、大丈夫なんじゃないかな……？

　そんな甘い誘ゆう惑わくが俺の脳のう裏りを横切り、俺は先生に気づかれないよう最小限度の動きで、ちらりと横目を向ける。

　が。

「……」

「……」

　何な故ぜか、目が合ってるんですよね……。

　無言かつ真顔でこちらを見ている先生と、横目な俺の視線が重なること数秒ほど。

　色々な意味で耐たえ切れなくなった俺は、すうっと視線を前に戻して言った。

「失礼しました……」

「どういたしまして」







　それから俺も風呂に入り、さっぱりと汗あせを流す。

　今日は色々なことがあったので、お腹なかもぺこぺこだ。

「お待たせ。じゃあいただきましょうか」

「はい。それじゃあ大掃除お疲れさま＆先生との同居を祝し……ていいのかどうかはよく分からないんですけど、とにかく乾かん杯ぱいということで」

「ええ、ありがとう」

　かつんっ、とグラス同士の小気味よい音を響ひびかせ、お疲れさま歓迎会がスタートする。

　本日のメニューは、奮発してお寿す司しとオードブルにした上、食後のケーキまで用意してある。

　もちろん箸はし休やすめとして、先生のお漬つけ物もの類も健在だ。

　しかも今日は先生にも存分に楽しんでもらうべく、彼女が好きだという梅酒も用意しておいた。

「お、この春巻き結構美味おいしいですよ」

「あら、確かに。最近のはよく出来ているわね。こっちの煮に物ものも味が染しみていて美味しいわ」

「本当だ。意外と馬ば鹿かに出来ませんね」

　作りたてというわけではないが、温め直したオードブルはどれもなかなかに美味で、俺たちは互たがいに感想を言い合っては、交こう互ごに料理を勧すすめ合っていた。

　最中、先生がふと思い出したように言った。

「そうだ。今のうちに同どう棲せいのルールを決めておきましょうか」

「ルール？」

　と言われても、各おの々おのの部屋に無断で入らないくらいしか思いつかないのだが。

「ええ、そうよ。たとえばそうね、〝どんな時でも食事は必ず一いつ緒しよに食べる〟とか」

「ああ、いいですね。なんか新しん婚こんさんみたいですし」

「──っ!?」

　と、俺としては何気なしに言ったつもりだったのだが、

「けほっ、こほっ……。い、いきなり何を言っているの!?」

　何故か先生は咽むせるほど動どう揺ようしたらしい。

「す、すみません。なんかそんな感じがするなぁと思ったもので……。というか、大丈夫ですか？」

「え、ええ、大丈夫よ。まったく、おかしなことを言うのはやめなさい」

　そう言って、先生は赤い顔のまま口元を拭ふく。

　確かに言われてみたら、ちょっと恥ずかしいことだったかもしれない……。

　てか、普ふ通つうに恥ずかしいことだったわ……。

　何言ってんだ、俺……。

「と、とりあえず話を戻もどしましょう。それぞれの部屋に無断で入らないことは当然として、脱だつ衣い所じよやトイレなどは必ずノックをすること。いいわね？」

「わ、分かりました。まあ当然ですよね」

　そりゃそうだと頷く俺だったのだが、

「……」

　──じー。

「あ、あの、何か？」

　先生にジト目を向けられ、困こん惑わくする。

　俺としては当たり前のことだと思っていたのだが、何か思うところでもあるのだろうか。

　と。

「いえ、昨日ノックもなしに脱衣所に入ってきたのは、一体どこの誰だれだったかと思ってね」

「げっ!?」

　そういえばそうだった。

「で、でもあれはまだ同棲前というか、掃そう除じ中だと思ったからで……」

「黙らっしゃい。この家に着いた瞬しゆん間かんから、すでに同棲は始まっているの。従ってギルティ（有罪）よ」

「ギルティ!?」

「ええ。罰ばつとして、あとで一緒にお皿を洗ってもらうから」

「ひいっ!?」

　そんな理り不ふ尽じんな……って、いや、お皿くらいなら洗いますけど。

「というわけで、ノックは必ひつ須すとして、あとは何かしらね？　〝挨あい拶さつはきちんと交かわす〟とか？」

「そうですね。『おはよう』や『おやすみ』、『いただきます』に『ごちそうさま』は基本として、『行ってきます』と『ただいま』もきちんと言うに越こしたことはないかと」

「そうね。確かにあなたの言うとおりだわ。大体この辺りかしら？　ほかだと、〝一緒に家を出る〟とかもありだとは思うのだけれど、誰かに見られたら大変だしね」

「そうなんですよね……」

　と、俺はそこで「見られると言えば……」と日中のアクシデントを話題に出す。

「まさかあそこにあおいがいるとは思いませんでしたね……」

「ええ、そうね。モール自体、学校とは真逆の方向にあるから、うっかり油断していたのだけれど、普通にアルバイトをしている可能性もあるのよね」

「そうですね。とくにあおいは、バイトのヘルプとかをよく頼たのまれていたりするので、しょっちゅう色々な場所で出くわすんですよね……」

　さすがに母さんの墓参り（自宅から一〇〇キロほど先）に行った際、近くのコンビニで「あ、光太郎じゃん。やっほー」とかレジ打ちしていた時はどうしようかと思ったしな。

「へえ、そうなの。群青さんとは随ずい分ぶん親しいようだけれど？」

「はい。小さい頃ころからの馴な染じみなんで、悪友みたいな感じなんですよね」

　あはは、と苦笑いを浮うかべる俺に、先生は頷うなずきつつも、神しん妙みような面おも持もちで言った。

「なるほど。でもそういうことなら、外では少々気をつけないといけないわね。どこに人の目があるか分からないし」

「そうですね。一応周囲には家政婦さんってことになってますけど、俺たちが教師と生徒だってことがバレたら大変なことになりますし、少し対策を練る必要があるかなと。とりあえず家を出る際は十分気をつけるとして、呼び方も変えた方がいいかもしれませんね」

　俺がそう提案すると、先生は「そうね」と首しゆ肯こうして続けた。

「なら私はあなたのことを〝光太郎くん〟と呼ぶことにするわ。家政婦なのに仕事先の子を名字で呼ぶのは変でしょうし」

「確かに。じゃあ俺は……」

　どうしようかと頭を悩なやませる。

　普通に名字で〝桜さくら小こう路じさん〟と呼んでもいいのだが、あおいとかに聞かれた場合、十中八九バレるだろう。

　先生の名字は割と珍めずらしい類たぐいのものだからな。

　即そくバレ間ま違ちがいなしだと思う。

　だがそうなると、名前かあだ名、もしくは偽ぎ名めいで呼ばなければならなくなってしまう。

　ただあだ名はまだしも、偽名で呼んでいる最中、彼女のご両親にばったり出くわした時が最悪である。

　もちろんその時だけ本名で呼べばいいだけの話なのだが、常つね日ひ頃ごろから別の名前を使っていると、うっかり呼んでしまいそうだからな。

　あだ名にしてもそうだ。

　たとえば〝家政婦さん〟にしたとして、やはりご両親の前でその名前を出すリスクは避さけたいし、そもそも先生に相応ふさわしいあだ名がまるで思いつかない。

〝怜れいちゃん〟なんて呼んだ暁あかつきにはぶっ飛ばされそうだしな。

　となると──。

「怜奈さん、ですかね？」

　結局、その結論へと辿たどり着く。

　シンプル・イズ・ザ・ベストというやつだ。

　名字の時同様、あおいにバレる可能性はあるかもしれないが、先生の場合は名字の方のインパクトが強いため、誤ご魔ま化かしやすいはずだ。

「まあ、それが妥だ当とうでしょうね」

　どうやら先生……いや、怜奈さんも同じ結論に達したらしい。

　なので、俺は大きく頷いて言う。

「分かりました。じゃあこれからは先生のことを〝怜奈さん〟と呼びますね」

「ええ、分かったわ」

　怜奈さんが頷き返してくれたことを確かく認にんした俺は、試ためしに呼んでみることにする。

　練習は必要だからな。

「じゃあえっと……怜奈さん？」

「何かしら？　光太郎くん」

「……」

「……」

　え、何これ。

　めちゃくちゃ恥はずかしいんだけどどうしよう。

　内心気恥ずかしさで死にそうになっている俺とは裏腹に、怜奈さんは涼すずしげな顔をしていた。

　若じやつ干かん顔が赤っぽく見えるのは、たぶんお酒のせいだろう。

　だがいつまでも恥ずかしがっているわけにはいかないので、俺は反はん芻すうするように彼女の名を口にする。

「怜奈さん……怜奈さん……怜奈さん……」

「どう？　少しは慣れたかしら？」

「え、ええ、まあ……」

　では、と居住まいを正し、俺は静かに口を開く。

「──怜奈さん」

「～～っ!?」

　──すっ。

　あれ？

　何故か先生……ではなく怜奈さんが視線を逸そらしてしまった。

　意味もなく何度も呼んだから気を悪くしたのだろうか。

「あの、怜奈さん？」

「……ふう。なんだか暑いわね。久しぶりに美味しいお酒を飲んだからかしら？」

　ぱたぱたと怜奈さんが手で自らを扇あおぐ。

　どうやら別に気を悪くしたわけではないらしい。

「大だい丈じよう夫ぶですか？　なんならお水でも持ってきますけど？」

「いえ、大丈夫よ。ありがとう」

　そう言って、怜奈さんは両手でグラス内の梅酒をこくりと飲む。

　さっきよりもペースが上がっているように見えるのは、きっとお酒が美味しいからだろう。

「そうですか。じゃあもし必要になった時は遠えん慮りよなく言ってください。いつでも持ってきますんで」

「ええ、分かったわ。でも大丈夫よ。私、おしゃけにはつよいほうらから……」

　うん？

「あれ？　怜奈さん？」

「な～に～？　こ～たろく～ん……」

「……」

　あ、これあかんやつだ。

　ぽわぽわと目の焦しよう点てんが定まっていない怜奈さんに、俺はそんなに飲んでいないはずなんだけどなと彼女のグラスを見やる。

　見た感じ、まだ三割くらい残ってるし、これが一杯ぱい目めだったはずだ。

「えへへ、おちゅけものおいひ～……」

　なのに、怜奈さんは完全にろれつが回っていなかった。

　というか、キャラまで変わっていた。

　あのクールな怜奈さんが、ぽりぽりとお漬つけ物ものを咀そ嚼しやくしながら、にんまりと幸せそうな顔をしているのである。

「えへ、こ～たろ～くんもど～ぞ～……」

「あ、ど、どうも……」

　って、ちょっと待て!?

　これってもしかして間接キスというやつなのでは!?

「？」

　どうしたのかと可愛らしく小首を傾かしげている先生に、俺は「ええいままよ！」と覚かく悟ごを決めてお漬物をいただく。

　何気に人生初あーんだった。

「……もぐもぐ」

　くそっ、色々な意味で美味すぎる……っ。

「おいし～……？」

「あ、はい……」

　てか、何この可愛かわいい生き物。

　まるでゆるキャラみたいなんですけど。

　未いまだえへ～と顔を緩ゆるませている怜奈さんに、俺はなんとも言えない愛くるしさを覚える。

「わしゃびきらい……」

　何せ、さっきまで普ふ通つうに食べていたはずのお寿す司しですら、身をぺろんしてわさびを取っているくらいなのだ。

　そういえば、ブラックコーヒーなんかの苦いものも苦手だったな。

　プライベートくらい見み栄えを張らずともとは思うのだが、そうしないといつぼろが出るかも分からないので、彼女も必死なのだろう。

「はい、わしゃびたべて……」

「えぇ……」

　ただこれはどうかと思う。

　わさびってそのまま食うものじゃないんだけど。

「～～っ!?」

　さすがにわさびの直じか食いは鼻に効いたらしく、俺は涙なみだ目めになる。

「えへへ、ありがと～……」

　しかし怜奈さんがぱあっと顔を明るくさせ、やたらと可愛い顔でそうお礼を言ってくるものだから、

「ど、どういたしまして。ま、まああれです。わさびは俺に任せてください」

　などと、俺もそんな風に強がってしまったのだった。







　そうして歓かん迎げい会かいが終わりを告げると、怜奈さんはあっという間に眠ねむってしまった。

　酔よった時点で色々と危あやうかったが、終しゆう盤ばんではもうほとんど寝ねているような感じだったからな。

　度たび々たび首がかくんっとしては、「ね、ねてないよっ!?」の繰くり返しだったし。

　まあ問題は、

「すー……すー……」

「……」

　何な故ぜか俺も彼女と同じベッドで寝ているということである。

　しかもおっぱいハグ（頭を抱だきかかえられているの意）のままだ。

　もちろん食事中に距きよ離りが縮まったとか、そういうわけではない。

　寝落ちしかけていた彼女を部屋まで運んだ際、寝ね惚ぼけてそのままホールドされてしまったのである。

　当然、なんとか抜ぬけ出そうと色々試しはしたものの、「らめ、ぴよぷ～……」と俺をぴよぷーぬいぐるみと勘かん違ちがいしているらしく、まったく放してはくれなかった。

　てか、これどうするんだよ……。

　柔やわらかいのは言わずもがな、温かくていい匂においだし、吐と息いきの音がすげえエロいし……。

「……はあ」
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　俺、明日怜奈さんに殺されるんだろうな……、と黄昏たそがれつつ、当然のことながら、俺は理性を抑おさえるのに必死で、一いつ睡すいも出来なかったのだった。

　余談だが、翌朝目を覚ました怜奈さんは、開口一番、大絶ぜつ叫きようを轟とどろかせた後、色々と思い出したらしく、「う、う、うわぁ～んっ!?」とぴよぷーに抱きついて足をばたばたしていた。

　なので、俺は静かにその場を去り、何も見なかったことにしてあげたのだった。







[image: 四章　先生はお嫁さん]

「じゃあ先に行くわね」

「はい、俺も少し経たったら出ますんで」

　翌日の早朝。

　俺は怜れい奈なさんを見送るため、玄げん関かんで挨あい拶さつを交かわしていた。

　本当は向かう先も同じなので、二人一いつ緒しよに出た方が効率もいいのだが、今の怜奈さんはぱりっとしたスーツに身を包み、編み込んださらさらのストレートヘアに眼鏡をかけているという、いわゆる女教師モードなので、人目に十分警けい戒かいしなければならなかったのである。

　というわけで、怜奈さんがそろりと扉とびらを開け、周囲を見み渡わたす。

　どうやら問題はなかったらしい。

「それじゃ、後ほど学校で会いましょう」

「はい、行ってらっしゃいませ」

　俺が頷うなずくと、怜奈さんは忍しのび足で外へと出て行った。

「さてと、じゃあ俺も一〇分くらいしたら行くか」

　そう独りごち、俺はもう一杯コーヒーを飲むべくリビングへと向かう。

「行ってきまーす」

　それからまったり一〇分ほどくつろいだ俺は、きちんと玄関の扉を施せ錠じようし、怜奈さんのあとを追うように学校へと向かう。

　家を出る時間自体を少し早めたおかげか、通学路にそこまで生徒たちの姿はなく、これなら今後も問題なさそうだなと安心していたのだが、




　──すささっ。




「……」

　なんか、いるなぁ……。

　俺の前方──その電柱の陰かげに、見覚えのあるスーツ姿の女性が、忍にん者じやのごとく身を隠かくしているではないか。

　いや、何やってんのあの人……。

「……っ」

　──すささっ。

　俺がジト目を向けている間も、彼女は周囲を注意深く観察し、問題ないと知るや、次の電柱へと小走りで移動する。

　うん、どう見ても不ふ審しん者しやである。

　周りに人がいないのが不幸中の幸いだが、本当に何をやってるんだろうな……。

　恐おそらく警戒することに意識が向きすぎて、行こう為い自体の不自然さに気づいていないのだろう。

　とにかく早々にやめさせなければ。

「あの、先生」

「ひゃうっ!?」

　びくっと背筋を伸のばした後、怜奈さんが恐る恐るこちらを振ふり返る。

「え、光こう太た郎ろうくん……？」

　もちろん相手が俺だと知った怜奈さんは、きょとんと不思議そうな顔をしていたのだが、言わずもがな、ここは通学路である。

　なので、俺はもう一度怜奈さんにも分かりやすいように言った。

「あの、桜さくら小こう路じ先生。家から出たあとは、別に堂々としていればいいんですよ？」

「えっ？　あっ……」

　そこで彼女もようやく俺の言いたいことに気づいたらしい。

　こほんっ、と恥はずかしそうに咳せき払ばらいした後、怜奈さんは腕うでを組み、いつもの威い厳げんを全開にしながら言った。

「そんなことは百も承知よ、白しら瀬せくん」

　いや、今さら強がってもおせえよ。

「でもご忠告はありがたく受け取っておくわ。それじゃあなたも遅ち刻こくしないようにしなさい」

「はい、分かりました。先生もお気をつけて」

「ええ、ありがとう」

　頷き、怜奈さんがヒールの音を響ひびかせながら、凜りん然ぜんと歩き始める。

　その後ろ姿はとても堂々たるものだったのだが、さっきまで忍者になっていたのを知っている俺には、なんとも頼たよりなく見えていたのだった。







「つまりここでは助動詞を使うことによって──」

　そんなこんなで授業中。

　俺は相変わらずクールな面おも持もちで教きよう壇だんに立つ怜奈さんの姿を眺ながめつつ、昨日は色々と大変だったなと思い返していた。

　中でもやはり印象的だったのは、酔うと性格が一八〇度変わり、よく笑うようになるということだろう。

　怜奈さんには忘れろとキツく言われているが、なかなかそういうわけにもいかず……。

　というか、正直めちゃくちゃ可愛かわいいかったし、別に隠す必要もないと思うんだけどな。

　と。

「高たか橋はしくん、あなた、授業中に何を食べているの？」

「ぬっ!?　な、なんのことでしょう？　マドモアゼル」

　料理部の高橋が先生に注意を受ける。

　大方、昼飯前で腹が減っていたのだろう。

　気持ちは分からなくもないが、さすがに怜奈さんの授業で間食はやらかしたな。

　こつこつと乾かわいた足音を響かせ、怜奈さんが険しい顔をしながら高橋のもとへと近づく。

　最中、怜奈さんはチワワのように震ふるえる高橋を見下ろし、冷たい口調でこう言った。

「そんなに私の授業が聞きたくないのかし──」

　と。

　──かくんっ。

「！」

　そこで怜奈さんが躓つまずきかける。

　が。

「──らっ！」

　──ばんっ！

「ひいっ!?」

　怜奈さんは無理矢理スタイリッシュに決めやがったではないか。

　その動きたるや、さながら中国武術の震しん脚きやくを思わせるものであった。

　今から高橋の顔に発はつ勁けいでもぶち込もうかという感じだ。

　もちろんそんなことは出来ないわけだが、しかしと俺はそこで思う。

　たぶんああいう凡ぼんミスをよくやらかしては、今までなんとか誤ご魔ま化かしてきたのだろう。

　何せ、今朝も忍者になってたしな。

　そうまでして威厳を出す必要はないと思うのだが、怜奈さんの目指す先生像がクールビューティーな人らしいので、どうしようもないのだろう。

　ただ前にも言ったように、怜奈さんの場合はちょっとくらい抜ぬけてる先生だと思われていた方が、逆に人気が出る気がする。

　ギャップ萌もえとでも言うのだろうか。

　俺も以前とは違ちがって、怜奈さんが可愛く見える時が間々あるしな。

　基本的には生徒思いのいい先生だし、あんまり損をしているのは忍びないというか……。

　ただまあ、

「明日の朝までに反省文を五〇枚書いてきなさい（ぎろりっ）」

「ひえぇ～っ!?」

　こりゃ無理そうかなぁ……。







「で、どうだね？　例の同どう棲せい生活とやらは」

　もぐもぐと購こう買ばいの限定焼きそばパン（教師特権で販はん売ばい前にゲットしたらしい）を頰ほお張ばりながら言うのは、ご存じもっぴーこと養護教きよう諭ゆの榛はしばみ先生である。

　怜奈さんの授業後、以前と同じように保健室へ行くよう言われたので、再びここを訪おとずれていたのだ。

「ええ、まあなんとかやってますよ。それと、一緒に住んでみて分かったんですけど、怜奈さんって意外と子どもっぽい一面があるというか、正直可愛らしい人だなと」

「ふむ、確かにあいつは割と抜けているところがあるからな。私も可愛いとは思っているぞ。とくに酒を飲んだ時とかな、一気にＩＱが下がるんだ」

「あー、確かに」

　俺が昨日のぽわぽわしていた怜奈さんを思い出していると、榛先生は二つ目の焼きそばパンを取り出して言った。

　てか、ただでさえ限定品なのに、昼休み前に二つもゲットしているとは、一体どういう了りよう見けんだ。

「それはそうと、いつの間に怜奈を名前呼びするようになったんだ？　そういえば、あいつも珍めずらしく指輪までしていたしな。あれか？　まさかもう抜き挿さしするような仲になったのか？　おいおい、私というものがありながらなんという浮うわ気き者ものだ。もっぴーはがっかりだよ」

　はあ……、と肩かたを竦すくめるもっぴー。

　一度車にでも轢ひかれてくれねえかな、この人……。

　てか、抜き挿しって……。

「ああ、ちなみに〝もっぴー〟というのは私のあだ名でな？　生徒たちに食い物をやっていたら、いつの間にかつけられていたんだ」

　はぐっ、と焼きそばパンをかじるもっぴー。

「いや、あだ名のことは知ってますけど、いきなり何言ってるんですか……。先生も一応教師なんですから、もう少しお上品に言ってくださいよ……」

「はっはっはっ、すまないね。だがキミは私が医い療りよう従事者であることを忘れているようだ。そう、私はただ医療用語を口にしただけなのだよ」

「いや、なんでどや顔しているのかは知りませんけど、〝抜き挿し〟はたぶん医療用語じゃないです」

　俺の突つっ込こみに、もっぴーこと榛先生は「ふっ……」とニヒルな顔をしていた。

　何が〝ふっ……〟なのかはよく分からないが、追つい及きゆうすると面めん倒どうそうなのでやめておこうと思う。

「とにかく怜奈さんとは何もないですよ。ただバレないよう呼び方を変えただけですし、指輪も同じような理由です」

「なんだ、そういうことか。意外と普ふ通つうの理由だったな。もっぴーはがっかりだよ」

　なんでもいいけど、いつもがっかりしてるな、もっぴー。

「まあしかし、キミには期待しているのだぞ？　あいつはいいやつだが、少々生き真ま面じ目めすぎるからな。男の一人でも出来れば、少しは丸くなると思ったんだが……」

「いや、生徒に何させようとしてるんですか……」

　俺がジト目を向けると、榛先生は相変わらず淡たん々たんと笑って言った。

「はっはっはっ、まあそう言ってくれるな。あいつと仲良くなって欲しいというのは本当だしな」

「いえ、別に邪じや険けんにするつもりはありませんけど……」

「ああ、せいぜい仲良くしてやってくれ。そうしてくれると私も嬉うれしいからな。というわけで、何か進展がある度たびにお菓か子しをやるから頑がん張ばりたまえ」

　ほれ、と何な故ぜか胸むな元もとからあめ玉を取り出す榛先生。

「ど、どうも」

　ここで舐なめるとまたからかわれそうなので、これはあとで大切にいただこうと思う。

「もちろんミッションをコンプリートして、キミがあいつの男になった暁あかつきには、最上級のデザートが待っていたりもするぞ？」

　そう言って、榛先生がたゆんっと胸元を寄せる。

　相変わらずやたらとエロいから困る。

　だがその手には乗らんぞ。

「ふ、俺がそんな誘ゆう惑わくに釣つられるとでも？」

「ほう？　ではデザートはなしということでいいのかな？」

「──っ!?」

　すっと胸元を隠かくし始める榛先生だが、ここで屈くつしては男の名折れ。

　俺は死ぬほど拳こぶしを握にぎり締しめた後、彼女に対してこう告げたのだった。

「……それはありの方向で」

「ふふ、承知した」

　ちきしょう！







　そうして迎むかえた昼休み。

　男として大切な何かを失ったことはさておき。

　俺が怜奈さんの用意してくれたお弁当を広げていると、あおいが不思議そうに声をかけてきた。

「あれ？　今日もお弁当？　また家政婦さんが作ってくれたの？」

「あ、ああ、まあな。面めん倒どう見みのいい人だからさ」

　ちなみに、ハートマークに関しては、怜奈さんにもきちんと事情を説明済みだ。

　なので、今日は普通の海苔のりご飯である。

「ふーん、まあいいや。あたしもお弁当食べよっと」

　いつも通りあおいもお弁当を広げ、ぱくっと唐から揚あげを頰張る。

「うーん、おいしー♪」

　相変わらず美味うまそうに食うなと俺が微笑ほほえましい気持ちでいると、




「ところでさ──昨日誰だれかと駅前のショッピングモールにいなかった？」




「ぶーっ!?」

　なんの前まえ触ぶれもなく核かく心しんに触れる問いをしてきて、俺は思わずお茶を噴ふき出してしまった。

「え、ちょ、大だい丈じよう夫ぶ!?」

「あ、ああ……」

　口元を手で拭ぬぐいつつ頷うなずく。

　弁当に関して何も突っ込んでこなかったから、つい油断してしまったではないか。

「い、いや、お前の勘かん違ちがいじゃないか？　昨日はずっと家の掃そう除じをしていたしな」

「そうなの？　じゃあやっぱり見間違いだったのかなぁ……」

　うーん、と眉み間けんにしわを寄せるあおいに、俺は尋たずねる。

「そんなに似てたのか？」

「うん、光太郎がいつも着てるような服を着てたから、てっきりそうなのかなって。あ、でもなんか隣となりにゆるふわ系の綺き麗れいなお姉さんも一いつ緒しよにいたし、やっぱり見間違いかも。光太郎、そういう知り合いとかいないもんね」

「そ、そうだね」

　思わず声が上うわ擦ずる俺。

　思ったよりがっつり見られてるし……。

　とりあえず帰ったら昨日着ていた服は処分しておこう……。

「それにしても、あのお姉さん綺麗だったなぁ。おっぱいも桜小路先生くらい大きかったし」

「へ、へえ、そうなのか。そんな人と一緒にいるなんて羨うらやましいな」

「ねー。あたしももう少し大きかったらよかったのになぁ」

　そう言って、あおいが自分の胸を両手で揉もむ。

　さすがに怜奈さんや榛先生には及およばないが、あおいだってそれなりにあるし、別に悲観せずともいいと思う。

　むしろあおいの場合、今くらいの方がいいのではなかろうか。

　似合っているというか、バランス的にも合っている気がする。

　と。

「も、もうそんなに見ないでよ。……光太郎のえっち」

　あおいが恥はずかしそうに胸元を隠す。

　どうやら気づかないうちにガン見していたらしい。

「す、すまん!?　つい……」

「……別にいいけどさ。でもそんなに気になったの……？」

「えっ？」

　そう上目で尋ねてくるあおいに、俺も少々言い淀よどむ。

「ま、まあお前も女だし、そりゃ気になるっていうか……」

　俺が視線を逸そらしながら答えると、あおいは「そっか」とどこか嬉しそうに笑って言った。

「にしし♪　なんなら触さわらせてあげよっか？」

「なっ!?　お、おま、何言ってんだ!?」

「わあ、赤くなった～♪　光太郎可愛かわいい～♪」

「ぐぬぬ……っ」

　男の純情を弄もてあそびおってからに……っ。

　唇くちびるを嚙かみ締め、これ見よがしに悔くやしさを滲にじませる俺に、あおいはこほんっと咳せき払ばらいして言った。

「まあでも、本当に触りたかったら、あたしの彼氏になるしかないんじゃないかなぁ？」

「おま、散々からかってそれか……。けど安心したよ」

「えっ？」

「いや、世の中好きでもないやつに触らせて、思わせぶりな態度をとる人もいるからな」

　誰とは言わんけど、もっぴーとか。

「だからお前がそういう感じのやつじゃなくてよかったなって。ちゃんと自分を大事にしろよ」

「う、うん。分かった……」

「よし、じゃあ飯食おうぜ」

　話が一段落したことを確かく認にんした俺は、食事を再開する。

「ねえ、光太郎」

　すると、あおいが再び声をかけてきた。

「うん？　どうした？」

「さっきの話なんだけどさ、その、好きな人になら触らせてもいいの……？」

「まあ、そりゃお前がいいならな。でも相手がどんなやつか分からないし、ちゃんと付き合って、そいつの人となりが分かってからの方がいいんじゃないか？　万が一のことがあった際、その方が傷つかないっていうかさ」

　身体からだ目当てのやつとか結構いるからな。

　あおいにはそんなやつらの毒どく牙がになんてかかって欲しくないし。

「えへへ、そうだね。うん、分かったよ。じゃあ最後に一つだけ。もし人となりとか、そういうのを全部知ってる優やさしい人が相手だったら、あたし、ちょっとくらい大だい胆たんになってもいいのかな……？」

「おう、その時はどんどん行けばいいさ。俺が言うのもなんだが、お前ならいい線行くだろうし、そもそも女の子に好意を向けられて喜ばない男はいないからな」

　俺がそうアドバイスを送ると、あおいはとても嬉しそうに笑って言った。

「えへへ、そっか♪　うん、ありがとう！　あたし、頑張ってみるね！」

「おう」

　と。

「というわけで、このタコさんウインナーいただきー！」

　──がばっ。

「何ーっ!?」

　いきなりあおいが俺のタコさんウインナーを強ごう奪だつしてきて、俺はすこぶるショックを受ける。

「おいこら!?　それが相談ごとを聞いてやった恩人に対してすることか!?」

「にしし、油断する光太郎が悪いんだよ～だ♪」

　ぱくり、とタコさんウインナーがあおいの口の中へと消えていく。

　何気に楽しみにしていたというのに……。

「おのれ……っ」

「まあまあ、そんなに怒おこらないでよ。ほら、代わりにあたしの唐揚げあげるからさ。はい、どーぞ」

「え、いや……」

　ずいっと唐揚げを目の前に差し出してくるあおいに、俺は少々困こん惑わくする。

　この位置だと、まるであーんみたいな感じになるのだが……。

「ほ、ほら、早くー。唐揚げ落ちちゃうよー？」

「あ、うん……。じゃあ……」

　あー、と大きく口を開ける。

　すると、唐揚げが俺の口の中へと押し込まれてきた。

「んっ……もぐもぐ……」

「ど、どう？　美味おいしいでしょ？」

　あおいが頰ほおに朱しゆを散らしながら感想を求めてくる。

　確かにめちゃくちゃ美味い。

　これはおばさん……あおいのお母さんが作ったのだろうか。

「お、おう。ごちそうさま」

「え、えへへ、また交こう換かんしようね♪」

　さっきよりも赤くなった顔でそう笑うあおいに、俺が「う、うん」と辿たど々たどしく頷いていると、

「……や」

「や？」




「──やっぱ無理ぃ～!?　うわぁ～ん!?」




　突とつ如じよあおいが喚わめきながら走り出したではないか。

「お、おい!?　ちょ、どこ行くんだ、あおいー!?」

　慌あわてて呼び止めようとするも、あおいの健けん脚きやくになど到とう底てい追いつけるはずもなく、彼女はぴゅーっと風のような速さで教室を出て行った。

「えぇ……」

　当然、いきなりのことに呆ぼう然ぜんとする俺だが、

「ふっ、青春とは美しいな」

「！」

　ふとぽっちゃり系貴族こと料理部の高橋が、そんなことを口にしながら近づいてきて言った。

「ところで、マドモアゼルのお弁当は、この私がいただいてもよろしいですかな？（じゅるり）」

「いや、いいわけねえだろ……」

「──っ!?」

　いや、なんで意外そうなんだよ。

　ちなみに、あおいは昼休みが終わるぎりぎりに戻もどってきたかと思うと、残りのお弁当をかっ込んでいた。

　結局、彼女が暴走した原因は分からずじまいだった。







　そんなこんなで本日の授業が終わり、帰宅した俺が風ふ呂ろ掃そう除じを終えると、タイミングよく怜奈さんも帰ってきた。

　彼女曰いわく、出来れば湯船は毎日か、少なくとも二日に一度は洗い、お湯を入れ替かえた方がいいらしい。

　なんでも雑ざつ菌きんがえらく繁はん殖しよくするのだとか。

　バスタオルに関しても同じで、一度身体を拭ふいたら干すよりきちんと洗うべきだという。

「お疲つかれさまです。お風呂は今沸わかしてますんで」

「ええ、ありがとう。すぐに夕食の準備をするわね」

　そう言って上着を脱ぬいだ怜奈さんは、愛用のエプロンを身につけ、キッチンに立つ。

　今日の買い出しは怜奈さんの担当なので、夕食のメニューが何かはまだ知らないのだが、鶏とり肉にくや玉ねぎ、卵などを用意しているところを見る限り、オムライス的なものではないかと思われる。

　もちろん男の子はオムライスが大好きなので、俺もワクワクしながら食器類やお漬つけ物ものなどを用意する。

「～～♪」

「！」

　最中、ふと怜奈さんが鼻歌を口ずさんでいることに気づき、俺は思わず手を止める。

　料理の邪じや魔まにならぬよう髪かみをポニーテールにし、余った食材をぱくりと摘つまみ食いしつつ、エプロン姿でキッチンに立つ彼女はまるで──。

「お嫁よめさんみたいだなぁ」

「──っ!?」

　──がらがらごしゃーんっ！

「ええっ!?　ちょ、大だい丈じよう夫ぶですか!?」

　突如色々なものを盛せい大だいにひっくり返した怜奈さんに、俺はどうしたのかと駆かけ足で近づく。

　すると、彼女は「あ、あなたねぇ!?」と真っ赤な顔でこう声を荒あららげてきた。

「だ、だからそういう勘かん違ちがいをしそうになるようなことを言うのはやめなさいと言ったでしょ!?」

「えっ？　あ、ああ、すみません!?　で、でも別に意識して言おうとしたわけじゃなくて、なんか怜奈さんが料理している姿を見ていたら、いつの間にやらそう呟つぶやいてまして……。あ、あはは、ホント何言ってるんでしょうね」

　と、空笑い気味に返答しつつ、俺は怜奈さんがひっくり返した食材を片づけようとしたのだが、




　──ぴとっ。




「「～～っ!?」」

　ふいに手と手が触ふれ合ってしまい、俺たちは慌ててそれらを引っ込める。

「す、すみません……」

「い、いえ、こちらこそ……」

　おかげでなんとも気まずい空気が俺たちを包み込み、それからしばらくの間、俺たちは口数も少なく、ぎこちない雰ふん囲い気きを漂ただよわせ続けていたのだった。







　その後、相変わらず家庭的かつ美味な夕食（やっぱりオムライスだった）をいただいて至福の時間を味わった俺は、怜奈さんの勧すすめで先にお風呂へと入っていた。

　彼女のおかげで、ここ最近は毎日湯船に浸つかっているわけだが、やはり疲ひ労ろうの取れ具合が違う気がする。

　朝もスッキリ起きられてるからな。

　部屋の中も綺き麗れいに片づいていて気分も爽そう快かいだし、なんで今までこうしてこなかったのだろうと不思議に思うくらいだ。

「いや、まあやろうとはしたんだけどな……」

　問題はやり方が壊かい滅めつ的だっただけで。

　とにもかくにも、怜奈さんのおかげでなんの不自由もない生活を送れているので、彼女には感謝しかない。

　出来ればこのまま本当に家政婦さんにでもなっていただきたいところであるが、そういうわけにもいかないだろう。

　一体いつまでこの生活を続けられるのだろうか。

　というか、彼女がいなくなった後、俺はこの生活を維い持じ出来るのか……？

「ふ、不安だ……」

　がっくりと肩かたを落とす俺だったが、ふと湯面に映った自分の顔に、先ほどのやり取りを思い出す。

「しかしまたなんで〝お嫁さん〟なんて言っちゃったんだろうな……。〝新しん婚こんさん〟の時に怒らせちゃったから、変なことを言わないよう気をつけていたはずなんだけど……」

　しかも怜奈さんと手が触れ合った瞬しゆん間かん、なんだか無む性しように恥はずかしくなっちまったし。

　あれかな。

　やっぱり自分で思っている以上に、彼女を女性として意識してしまっているのかもしれない。

　一いつ緒しよに住んでいるせいか、ここのところ怜奈さんのことばかり考えてるし。

　なんか、可愛かわいいんだよな……。

　そりゃ見た目も俺好みの綺麗なお姉さんなんだけど、たまに見せる子どもっぽさが妙みようにぐっとくるというかなんというか……。

　その上、無防備にああいうお嫁さんスタイルをされるともうね……。

　ふう……、と黄昏たそがれつつ、俺はキッチンに立つ怜奈さんの姿に思いを馳はせる。

　家庭的だったのは言うまでもないが、何より印象に残っていたのは、やはりポニーテールの隙すき間まからちらちら見え隠かくれする──そう、〝うなじ〟であった。

　それがあのお嫁さんスタイルと相まって、それはもう俺の嗜し好こうにドストライクだったのである。

「てか、俺ってそんなにうなじフェチだったのか……」

　改めてその事実に嘆たん息そくする俺だが、判明してしまった以上は仕方あるまい。

　これからはうなじフェチの名に恥じぬよう生きていきたいと思う。

　と、そんなことを考えつつ、お風呂から出た俺がリビングへと向かうと、怜奈さんが洗せん濯たく物ものを畳たたんでいる最中だったのだが、

「……」

　そこでふとばあちゃんの姿が彼女と重なり、思わず見入ってしまう。

　そういえば、よくばあちゃんもああやって洗濯物を畳んでいた気がするな。

　そしていつも帰宅した俺にこう言うんだ。




　──〝おかえり、こーちゃん〟って。




「──っ!?　あ、あとは俺がやりますよ」

　もう二度とそう言ってはもらえないんだと改めて実感し、不覚にも涙なみだぐみそうになってしまった俺は、ごしごしと目元を拭ぬぐって、努めて明るく怜奈さんに声をかける。

「あら、そう？　じゃあお願いしようかしら」

「ええ、任せてください──」

　期待に応こたえようと大きく頷うなずいた俺だったのだが、




「──ばあちゃん」




「……」

「……」

　どうやら未いまだに払ふつ拭しよく出来ていなかったらしい。

　互たがいに固まること数秒ほど。

「……あなた、今なんて言ったのかしら？」

「ひいっ!?」

　ごごごごごっ、と威い圧あつ感を全開に問うてくる怜奈さんに、俺は悲鳴を上げる。

　お嫁さんどころか、お母さんを通り越こして、まさかのばあちゃんである。

　よもやこの短期間に三世代の時を越えようとは、怜奈さん自身、思いもしなかったことだろう。

　たまに担任の先生のことを親と間違って呼ぶ人がいるが、二〇代半ばの担任を祖母と間違うのはなかなかにレアケースだと思う。

　てか、そんなやついねえよ……。

　ともあれ、俺は懸けん命めいに弁解する。

「ち、違うんです!?　せ、洗濯物を畳んでいる怜奈さんを見ていたら、なんか祖母と重なっちゃって!?」

「へえ、おばあさまと？　それは光栄ね。ところで、私はまだ二五なのだけれど？」

　ひえぇっ!?

　そんな両目をがっつり開いて言わなくても!?

「で、ですよね!?　まったく何言ってるんでしょうね、このうなじボーイは!?」

「……うなじ？」

「あっ……」

　そこでまたもややらかしたことに気づいた俺は、視線をつーっと逸そらしながら釈しやく明めいする。

「う、うなぎの間違いです……。あはは……」

「なるほど。どうりで視線がいつもよりいやらしいと思ったわ」

　そう言って、怜奈さんが髪を結ゆっていたリボンを取る。

「ああっ……」

「（じろっ）」

「な、なんでもないです……」

　しょんぼりと小さくなる俺を、当然、怜奈さんは𠮟しかりつけてきた。

「あのね、確かに男の子だし、女性に興味を持つのも分かります。でも私は教師なの。教師をその……え、えっちな目で見るのはよくないことだと思うわ！」

　怜奈さんが両手を胸むな元もとでぐっと握にぎり、真っ赤な顔でそう勢い込んでくる。

　別に最初からえっちな目でみようと思ったわけではないのだが、怜奈さんは俺のことをびしっと指差してこう続けた。

「というわけで、光太郎くんには罰ばつとして二日分の予習をしてもらいます！」

「ええっ!?」

　そんな理り不ふ尽じんな!?　と驚おどろく俺の訴うつたえなどもちろん聞いてくれるはずもなく、怜奈さんは早々に二階へ上がると、愛用の鞄かばんを手に、再び一階まで下りてきた。

　そして鞄の中から英語の教科書を取り出して言う。

「範はん囲いはここからここまでよ。洗濯物はやっぱり私がやるから、あなたは勉強の方に集中すること。いいわね？」

「は、はい。分かりました……」

「よろしい。じゃあ今すぐ筆箱とノートを持ってらっしゃい。今日は終わるまで寝ねかさないから」

「……はい」

　がっくりと肩を落とし、俺は消しよう沈ちんしたまま勉強道具を取りに、自室へと向かったのだった。







　そうして怜奈さんの言いつけ通り、英語の予習に励はげんでいた俺だったが、

「つまりここは現在進行形ということになるの。だからこれに対する返答も──」

「……」

　しゅ、集中出来ない……、と内心滝たきのような汗あせを流していた。

　が、それも当然だろう。

　湯上がりで火ほ照てった身体からだの怜奈さんが、隣となりで無防備なエロスを振ふり撒まき続けていたのだから。

　確かに責任感が強いのは分かるのだが、せめてだるティーを着てから教えてもらえると助かる。

　だって……、と俺が少し視線を横にずらすと、そこにはキャミソールに包まれた、弾はじけんばかりのおっぱいがあった。

　しかもほんのり赤みを帯びている上、しっとり汗ばんでいるというオプション付きだ。

　そんな彼女が勉強を教えるためとはいえ、俺に身を寄せているのだから、そりゃ集中出来るはずもあるまい。

　だが先ほど〝えっちな目で見るな〟と注意されたばかりである。

　ゆえに、俺は死ぬほど目を見開き、受験日前日の浪ろう人にん生せいのような顔で、真まっ直すぐ前だけを見つめ続けていたのだった。




　──二時間後。




「お、終わった～……」

　ぽてり、と俺はテーブルに突つっ伏ぷす。

　すると、怜奈さんが勉強道具を片づけつつ、労ねぎらいの言葉をかけてくれた。

「お疲つかれさま。よく頑がん張ばったわね」

「いえ、わざわざありがとうございました。おかげで授業で当てられても、なんとかなりそうです」

「そう、それはよかったわ。じゃあ明日は光太郎くんに答えてもらいましょうかしら？」

「えっ!?」

　マジで!?　と俺が自分の発言を心底後こう悔かいしていると、怜奈さんはおかしそうに笑って言った。

「ふふ、冗じよう談だんよ。だってあなたが一生懸命勉強していたのは、私が一番よく知っているもの」

「怜奈さん……」

　俺の胸に温かいものが広がる中、彼女は壁かべ掛かけの時計を見やって言う。

「じゃあそろそろ布ふ団とんに入りなさい。明日も早いのだから、間違ってもゲームなんかで夜よ更ふかししちゃダメよ？」

「分かりました。じゃあおやすみなさい、怜奈さん」

「ええ、おやすみ、光太郎くん」

　そう挨あい拶さつし、俺は勉強道具を手に、自室へと戻もどろうとしたのだが、

「って、あれ？　怜奈さんは寝ないんですか？」

　そこでふと怜奈さんが、プリント類などをテーブルの上に広げる姿が目に入り、思わず足を止める。

　すると、怜奈さんは「ええ」と頷いて言った。

「ほら、もうすぐ期末試験があるでしょ？　だから少しでも皆みんなの対策に使えたらと思って、重要な部分を一からまとめているの」

「あ、そうだったんですね。そんな忙いそがしい時になんかすみません……」

　申し訳なさそうに頭を下げる俺だが、しかし怜奈さんはかぶりを振って言った。

「いいえ、構わないわ。だってあなたも私の大切な生徒の一人だもの。だからいつでも頼たよってちょうだい。私に出来ることならなんでも協力するから」

「はい、分かりました」

　やっぱいい先生だよな、怜奈さん。

　きっといつもこんな感じで、夜遅おそくまで俺たちのことを考えてくれてるんだろうし。

「じゃあおやすみなさい。また明日会いましょう」

「はい。怜奈さんも無理をしないようにしてください」

「ええ、ありがとう」

　そう微笑ほほえむ怜奈さんに今一度頭を下げ、俺は自室へと戻っていったのだった。




　　　　◇




「ねえ、今日久しぶりに光太郎のお家行ってもいい？」

「へっ？」

　翌日の昼休み。

　ふとあおいがそんなことを言ってきて、俺は思わず素すっ頓とん狂きような声を上げてしまった。

　が、もちろん彼女が家に来ると、怜奈さんとの同居がバレる可能性が大である。

　ゆえに、俺は申し訳ないと思いつつも、全力でお断りを申し上げる。

「あ、いや、今日はちょっと都合が悪いかなぁ……」

「そうなの？　じゃあ明日は？」

「あー、明日もちょっと都合が悪い気が……」

「ふーん。じゃあ明後日あさつては？」

「あ、明後日もちょっと……」

　と。

「もう！　さっきから都合が悪いばっかじゃん！　じゃあいつならいいのさ!?」

　痺しびれを切らしたらしく、あおいがぷんすこと声を荒あららげてくる。

　そうは言われても、怜奈さんがいつまで家にいるかは分からないのだ。

　なので、あおいには悪いが、今は諦あきらめてもらうしかあるまい。

「お、落ち着けって。てか、なんでそんなに家に来たいんだよ？」

「えっ？　だ、だって最近行ってないし……」

「？」

　両手の人差し指同士をつんつんするあおいに、俺も小首を傾かしげる。

　すると、どこからともなくぽっちゃり系紳しん士しこと料理部の高橋が姿を現し、何な故ぜか言葉に怒ど気きを込こめて言った。

「まったく、君は女性をなんだと思っているんだ！」

「おん？」

　いきなりどうした。

「レディが恥はじらいを堪こらえながら、男子の家に行きたいと言っているのだぞ！　その意味をとくと理解したまえ！」

「ちょ、ちょっと高橋くん!?」

　慌あわててあおいが高橋を止めに入るが、俺は眉まゆ根ねを寄せて言う。

「いや、意味と言われてもなぁ……。あおいは昔からちょくちょくうちに来てたし……」

　うーん、と俺が首を捻ひねっていると、高橋が「笑しよう止し！」と鼻息荒く言った。

「とにかく！　君は今すぐミス群ぐん青じようを家に招くべきだ！　ほら、ミス群青も！」

「え、えっと……か、開国しろー！」

　高橋に促うながされたあおいが、両目を〝[image: かお]〟にして拳こぶしを突き上げる。

　なんでペリーみたいなこと言ってるんだろう……、と俺が呆ほうけていると、高橋がさらにあおいを煽あおり始める。

「そうだとも！　こういう鈍にぶい男には、もっと思いをぶつけてやるべきだ！　レッツＳＡＹ！」

「開国しろー！」

「開国しろー！」

「年ねん貢ぐを減らせー！」

「年貢を減らせー！」

「購こう買ばいの限定パンを増産しろー！」

「増産しろー！」

「……」

　え、何これ。

　てか、年貢の辺りからもう俺関係ないだろ。

　しかも購買のパンに関しては、余分に手に入れてるの、お前の大好きなもっぴーだからな？

　いえーい、と真顔でピースしているもっぴーを思い浮うかべつつ、俺は未いまだ声を上げ続けている二人に対して言った。

「とにかく今は色々と都合が悪いんだ。だからまた今度な」

「え～、光太郎のケチぃ～」

「いや、ケチって……」

　ぶーぶー、と不満げに頰ほおを膨ふくらませるあおいに、俺がジト目を向けていると、高橋がキザっぽく髪かみを払はらって言った。

「やれやれ、ならばミスター白瀬の代わりにうちにご招待しよう、マドモアゼル」

「あ、それは大だい丈じよう夫ぶかなぁ」

「ふっ」

　いや、泣くなよ。







　そんなこんなで帰宅後、俺は昼休みの一件を怜奈さんに話し、突とつ然ぜんの来訪などに備え、細心の注意を払って欲しい旨むねを彼女に伝えた。

　すると、夕食後のティータイムに、怜奈さんがこんな提案をしてきた。

「ところでさっきの話だけれど、両親の件もあるし、何か不測の事態が起こった時のことを考えて、二人でエマージェンシー対策的なものをしましょう」

「エマージェンシー対策ですか？」

「ええ、そうよ。これは群青さんたちのような、ほかの人たちにも当てはまるのだけれど、たとえばまったく警けい戒かいしていない時に遭そう遇ぐうした場合や、核かく心しんに触ふれるような鋭するどい突っ込みをされた場合などね」

「なるほど。確かにそろそろご両親さんもいらっしゃりそうですし、そういう対策は必要かもしれませんね」

「ええ。というわけで、ちょっと練習してみましょうか」

　頷うなずき、怜奈さんがことりと湯飲みをテーブルの上に置く。

　と。




「──あなた、好きな人はいるの？」




「えっ!?　い、いきなりなんですか!?」

　突とつ如じよ怜奈さんがそんな質問をしてきて、思わず俺も声が大きくなってしまう。

　が。

「ほら、それじゃダメよ。どんな場合でも冷静に話を合わせなくちゃ」

「あ、ああ、そういうことですか……」

　その質問自体がただの練習だったらしく、俺はほっと胸を撫なで下ろす。

　なるほど、確かにこんなことで動どう揺ようしていては、ご両親やあおいの来訪に耐たえられるはずもないだろう。

　これは練習の甲か斐いがありそうだ。

　というわけで、俺も怜奈さんに何か動揺させるようなことを尋たずねようとする。

　女性にこんなことを聞くのは正直どうかと思うが、大事な練習なので、きっと怜奈さんも許してくれることだろう。

「ところで、怜奈さんの胸は何カップなんですか？」

「は、はあ!?　あ、あなた一体何を考えているの!?　せ、セクハラよ、セクハラ!?」

　ばっと両りよう腕うでで胸むな元もとを隠かくし、怜奈さんが真っ赤な顔でそう声を荒らげてくる。

　なので、俺もどうどうと怜奈さんを宥なだめつつ、「あ、あの、練習ですから……」と趣しゆ旨しを説明したのだが、

「だ、だからって言っていいことと悪いことがあるわ!?　どうせ女教師レイコと照らし合わせようとしてるんでしょ!?　光太郎くんのえっち!?」

「い、いや、そんなことしませんよ!?　てか、なんでレイコ先生のことを覚えてるんですか!?」

　というように、まったく聞く耳を持ってはくれなかったのだった。







　ともあれ、そんな感じで練習を続けた俺たちは、最初こそ互たがいにあたふたしていたものの、徐じよ々じよにそれも落ち着き、やがていつでも来いと胸を張れるくらいには、自信がつくようになっていた。

　目下の問題であるあおいに関しても、突然の来訪に備え、念のため歯ブラシの場所を分かりづらいところにしたり、帰宅時は靴くつをしまったり、庭に干した洗せん濯たく物ものがリビングから見えないよう、色々と工く夫ふうをしたりもした。

　とにかく彼女がいつ来てもバレないよう、翌日から注意を払い続けたのである。

　しかしそれからあおいが家を訪れるどころか、学校でも何かを言ってくることはなく、極きわめて平へい穏おんな日々が続いた。

　警戒しているこっちが首を傾げたくなるほど、本当に平和な時間が過ぎていったのである。

　どうやらちょっと過か敏びんになりすぎていたのかもしれない。

　ならばこれ以上疑うのも気が引けるし、怜奈さんのご両親が来た時のため、俺たちは一時的に警戒を解き、全すべてを元の形へと戻もどすことにした。

　そうして迎むかえた週末。

「おはよう、光太郎くん」

「ええ、おはようござ……えぇ……」

　俺は朝から目を疑ってしまった。

　だがそれも当然であろう。

　何せ、怜奈さんがだるだるＴシャツではなく、まさかのブレザー──つまりは〝制服〟に身を包んでいたからだ。

　え、この人朝から何やってんの……？

　いや、普ふ通つうに似合ってるんだけどさ……。

「あの、どうしたんですか？　その恰かつ好こう……」

「どうやら気づいたようね」

　ことり、とテーブルの上に俺のコーヒーを用意しながら言う怜奈さん。

　むしろ気づかん方がおかしいわ。

「ほら、以前言ったでしょ？　同年代の彼女を作る練習をしましょうって」

「は、はあ……。確かに言ってましたけど……」

　てか、あれまだ続いてたのか。

「ええ。でも前回は結局うやむやになってしまったし、きちんと練習させてあげようと思って」

「だからそれを着たと……？」

「イグザクトリー。そのとおりよ」

「……」

　何がイグザクトリーなんだろう……。

　というか、休日の朝っぱらからどや顔でＪＫコスしてる教師って一体……。

「というわけで、今日はだるティーの代わりに制服を着ることにしたわ。なので、私のことは同級生だとでも思っておきなさい」

「えぇ……」

　んな無茶な。

「なんなら先せん輩ぱいでもいいわ。いわゆる〝憧あこがれの先輩〟というやつね」

「憧れの先輩……」

　いや、自分で〝憧れ〟とか言っちゃったよ。

「ええ、そうよ。さあ、私を先輩だと思って接してみなさい」

「いや、そう言われても……」

　酷ひどい無茶振ぶりを見た気がするが、あんなにどや顔でお胸を張っているのだ。

　とりあえず言うとおりにしておこうと思う。

「え、えっと、おはようございます、先輩」

「ええ、おはよう。後輩くんはよく眠ねむれたかしら？」

「え、ええ、まあ」

「そう、それはよかったわ。じゃあ冷めないうちにコーヒーを飲みなさい」

「あ、はい。じゃあ……」

　頷き、俺はずずずとコーヒーをいただく。

「……ふう」

「どう？　美味おいしい？」

「ええ、相変わらず怜奈さ……先輩の入れるコーヒーは美味しいです」

「ふふ、ありがとう。私も後輩くんの入れてくれるコーヒーが好きよ」

「そ、それはどうも」

　何これ超ちよう恥はずかしい!?

　顔真っ赤になるわ!?

　俺が今すぐこの場から逃にげ出したい衝しよう動どうに駆かられていると、怜奈さんがふふっと笑って言った。

「こういうのも案外悪くないわね。実は私、高校が女子校だったから、あなたのような男の子の後輩がいなかったの」

「ああ、なるほど。だからちょっと楽しそうだったんですね」

「べ、別に楽しんでいたわけではないわ。ただ同どう棲せい生活もだいぶ慣れてきたし、少しくらい遊び心があってもいいんじゃないかと思っただけよ」

　ぷいっと赤い顔でそっぽを向く怜奈さん。

「はは、いいじゃないんですか？　そりゃ偽ぎ装そう工作ではありますけど、別に楽しんじゃいけないなんてことはありませんし」

「まあ、そうね。確かにあなたの言うとおりかもしれないわ。なら適度に楽しみながらやりましょうか」

「ええ、その方が気持ち的にも楽だと思うんで」

「そうね。じゃあ私は朝食の準備をするから」

「あ、その前に制服……」

　俺の制止が聞こえなかったのか、そう言うと、怜奈さんは制服の上にエプロンを身につけ、ポニーテールを揺ゆらしながら朝食の準備を始める。

　とりあえず制服をなんとかしてもらいたかったのだが……ちきしょう、可愛かわいいなぁ。

　そして相変わらず素す敵てきなうなじである。

「あの、怜奈さん……じゃなかった。先輩……？」

「何かしら？」

　こちらを振ふり向き、小首を傾かしげる怜奈さんの口元には、やはり摘つまみ食いをしていたであろうウインナーが咥くわえられていた。

　こんな可愛い先輩だったら大だい歓かん迎げいなのだが、これを今日一日ずっと続けられるのは、さすがに俺の身が保もたない気がする。

　それにもし誰だれかに見られたらどうするつもりなのだろうか。

「いえ、その、万が一にもご両親さんが来られたらまずいのではないかと……」

「大だい丈じよう夫ぶよ。確かに近いうちに顔を見せるとは言っていたけれど、さすがの両親も、同棲先になんの断りもなく訪おとずれたりはしないわ。最低でも数日前には連れん絡らくしてくるはずよ」

「まあ、確かに……」

「でしょう？　そんなことより、もうすぐ朝食が出来るから待っていなさい。あ、食器を出しておいてもらえるかしら？」

「あ、はい……」

　怜奈さんに言われたとおり、俺はお茶ちや碗わんなどの食器類をテーブルに並べる。

　本当は今すぐにでもあの恰好をやめさせたかったのだが、憧れの先輩とか自分で言っちゃうくらい乗り気なので、なかなかそういうわけにもいかず……。

「ごちそうさまでした」

「ええ、お粗そ末まつさま」

　どうしたものかと悩なやんでいるうちに、朝食が終わってしまった。

「うーむ……」

　眉み間けんに深いしわを刻みつつ、俺は洗い終わった洗濯物を庭に干す。

　やはりいい案が思いつかないし、ここは素直に自分の気持ちを伝えた方がよいのではなかろうか。

　──ピンポーン。

「あら、誰かしら？　はーい」

　いや、でもなぁ……って、うん？

「今ピンポーンって……。ちょ、怜奈さん!?」

　すっかり頭から抜ぬけ落ちているのか、制服のまま応対しようとしている怜奈さんを、俺は慌あわてて止めようとするのだが、

　──がちゃっ。

「どちらさまかしら？」

　あと一歩のところで間に合わず、俺の目の前で怜奈さんは扉とびらを開けてしまう。

　せっかく周囲には家政婦で通しているのだ。

　頼たのむから郵便の人であってくれ！　と俺は一いち縷るの希望を胸に抱いだく。

　が。




「──あ、光太郎ー。実は宿題で分からないところが……って、あれ？　女の人……？」




　郵便の人どころか、最悪だと思われていた周辺住民を通り越こし、まさかのあおいが立っていたではないか。

「──」

　当然、怜奈さんも事態の深刻さに気づいたのだろう。

　彼女はわなわなと泣きそうな顔でこちらを振り向きながら言った。

「こ、光太郎く～ん……」

「……」

　思わぬところで制服を着ない方がいい理由が見つかった俺なのであった。







[image: 五章　白瀬家の修羅場]

　まさかの来訪者に、俺たちは現在進行形で血の気が引く思いだった。

　しかも怜れい奈なさんは制服を着たままである。

　教師と生徒が同棲していた上、制服コスまでさせていたなど、もう全国ニュースどころの話ではない。

　きっと海外の掲けい示じ板ばんとかでも、〝うらやまけしからん！〟とか、〝誰も不幸になってないだろ！〟とか、色々書かれまくるんだろうなと現実逃とう避ひな思考に陥おちいっていた俺だったが、




「──あ、あなた、この前光こう太た郎ろうと一いつ緒しよにいた人ですよね!?　こ、光太郎とは一体どういう関係なんですか!?」




「「！」」

　幸か不幸か、あおいはまだ目の前にいるのが、あの桜さくら小こう路じ先生だということに気づいていなかったらしい。

　だがまあ頷うなずける話ではある。

　いつも厳しいあの桜小路先生が、生徒の家でＪＫコスをしているなんて、うちの学校のやつらの誰に言ったところで絶対に信じやしないだろう。

　俺だって未いまだに信じたくないし。

　ともあれ、この機を逃のがすわけにはいかないと、俺は努めて冷静に口を開く。

「え、えっと、この人はだな、父さんが雇やとった住み込みの家政婦さんなんだ。ほら、前に話しただろ？」

「……住み込みの家政婦さん？　え、家政婦さんってこんな若い人だったの!?」

　驚おどろいたような顔をするあおいに、怜奈さんも頷いて言う。

「え、ええ、そうなの。驚かせてしまってごめんなさい。私は家政婦の桜小──」

「──っ!?」

「……さくらこう？」

「そ、そう、桜さくら子こよ。気軽に名前で呼んでくれると嬉うれしいわ」

　あ、危ねえ……。

　危あやうく本名を名乗るところだったぞ、この人……、と俺が額の汗あせを拭ぬぐっていると、あおいも自分の名を怜奈さんに告げる。

「え、えっと、あたしは光太郎のクラスメイトで、群ぐん青じようあおいです。よろしくお願いします、桜子さん」

「ええ、こちらこそよろしくね、群青さん」

「あ、あたしも名前で大丈夫です」

「そう。じゃあよろしくね、あおいさん」

「はい」

　互たがいに微笑ほほえみ合う両者に、俺もひとまず安あん堵どする。

　玄げん関かん先さきではなんだということで、あおいをリビングへと案内した後、俺たちは揃そろって怜奈さんの用意してくれたお茶をずずずとすする。

「「「……ふう」」」

　なんだか和なごやかな雰ふん囲い気きになってきたし、このまま丸く収まってくれないものかと俺が思っていると、あおいが「ところで」と怜奈さんを指差して言った。




「──どうして制服を着てるんですか？」




「「……」」

　うん、そうだよね。

　そりゃ気になるよね。

　住み込みの家政婦が制服着てるなんて、言った俺でもびっくりしてるわ。

　だがそこは散々練習したエマージェンシー対策の出番である。

　こういう時こそ冷静に呼吸を整え、不自然にならぬよう話を合わせなければ。

　そうですよね？　怜奈さん。

　が。




「──ど、どどどうしてかしらね？（滝たき汗あせ）」




　れ、怜奈さーんっ!?

　青い顔でめちゃくちゃ動どう揺ようしている怜奈さんの姿に、俺は愕がく然ぜんと白目をむきそうになる。

（ちょ、怜奈さん!?　エマージェンシー対策ですよ、エマージェンシー対策!?）

（え、エマージェンシー対策……？）

（そうです！　いっぱい練習したでしょ!?）

　なんとか思い出してもらえるよう、俺は懸けん命めいに訴うつたえかけるのだが、

（そ、そうなんだけど今頭が真っ白になってて……）

　おいーっ!?

　動揺からか、怜奈さんの頭からは完全に抜け落ちているようだった。

　ちきしょう、あの練習の日々はなんだったんだよ!?

「まだまだね。私のようにどんな時でも冷静でいられるようにしなさい」とかどや顔でお姉さんぶってたんだぞ、この人!?

　それが今やずーんっと青い顔でぷるぷるしているのだから目も当てられやしない。

　だが文句ばかり言っていても仕方あるまい。

　こうなったら俺がなんとかしなければ！

　内心そう勢い込み、俺は脳をフル回転させて言葉を紡つむぐ。

「は、はは、何言ってるんですか。桜子さんは女優を目指してるんでしょう？」

「え、そうなんですか？」

　そこで怜奈さんもようやく糸口が摑つかめたらしい。

　はっと正気に戻もどり、普ふ段だんの声のトーンで言った。

「え、ええ、そうなの。だからとある劇団に所属していて、家政婦として働きながら、いつもお芝しば居いのお稽けい古こをしているの。これもその衣い装しようの一つでね。現げん役えきの高校生である光太郎くんに、女子高生役としておかしくないかを見てもらっていたの。でもやっぱり私の年ねん齢れいじゃおかしいわよね」

　そう苦笑いを浮うかべる怜奈さんに、あおいは全力で首を横に振ふって言った。

「い、いえ、そんなことないです！　桜子さん、とっても似合っていて可愛かわいいと思います！　現役女子高生のあたしが言うんだから間ま違ちがいないです！」

「あら、それはありがとう。嬉しいわ」

　うふふ、と嫋たおやかに笑う怜奈さんに、俺は人知れず愕然としていた。

　え、誰だれこれ？

　そんな笑い方、今までに一度も見たことないんだけど。

　はじめてのキャラなのに演技上手うますぎない？

　むしろ本当に女優を目指してみては……？　と怜奈さんの新たな才能に俺が恐おそれ戦おののいていると、彼女は続けて言った。

「でも白瀬家の方々には本当に感謝しているの。正直、今まではお仕事と両立してお芝居を続けていくことが難しくて、お家賃とかも払はらえない状じよう況きようが続いていたのだけれど、そこを光太郎くんのお父さまが、住み込みで構わないとお部屋まで貸してくださって……」

　くすんっ、と怜奈さんがハンカチで涙なみだを拭うと、あおいもまた洟はなをすすって言った。

「さすがだよ、光太郎のお父さん！　いつも光太郎をほったらかしてる酷ひどい人だと思ってたけど、本当はこんなにも温かい人だったんだね！」

「……」

　なんだこれ。

　てか、お前は父さんのことをそんな風に思ってたのかよ。

　いや、まあ今もほとんどほったらかしなんで、当たらずとも遠からずなんだけど。

「というわけで、私はただ白瀬家の方々に恩があるだけの家政婦だから、先日光太郎くんとショッピングモールに行ったのも、せめて何か恩返しが出来たらと、劇団員のセンスでお洋服を選んであげていただけなの」

「そうだったんですね……。ごめんなさい、あたしなんか勘かん違ちがいしちゃって……」

「いえ、気にしないでちょうだい。じゃあ私、ちょっと着き替がえてくるわね。さすがにこの恰かつ好こうのままだと恥はずかしいから」

「あ、はい」

　そう言って、怜奈さんが腰こしを上げる。

　俺としても、なるべく早めに不安の種（制服）を取り除いて欲しかったので、実にありがたい限りだ。

　怜奈さんが自室へと向かった後、あおいが頰ほおを膨ふくらませて言った。

「もう！　そういうことなら先に言ってよ！　桜子さんに悪いことしちゃったじゃん！」

「あ、ああ、すまん。ほら、割と特とく殊しゆな事情だし、若い家政婦さんだから変に噂うわさされても面めん倒どうだろ？　だから言わない方がいいかなって」

「ぶー！　あたし、別に言いふらしたりなんてしないもん！」

「だから悪かったって。ほら、お茶菓が子しでも食べて機き嫌げん直してくれよ」

　俺が包装を剝むいてお菓子を差し出すと、あおいは一いつ瞬しゆん驚おどろいたような顔をしたものの、それをぱくりと頰ほお張ばって言った。

「し、仕方ないなぁ。このお菓子に免めんじて許してあげる」

「おう、ありがとな」

　赤い顔でもぐもぐと口を動かすあおいに、俺もふっと口元を和やわらげる。

　ともあれ、怜奈さん改め桜子さんのおかげで、あおいの疑いもなんとか晴れたっぽいし、それだけは本当に不幸中の幸いであった。

　怜奈さんが制服で出た時は、マジで肝きもが冷えたからな。

　正直、寿じゆ命みようが一〇年は縮まったんじゃないかって感じだったし。

　やれやれと俺が一息吐ついていると、




　──ピンポーン。




「あ、お客さんだ」

「随ずい分ぶん来訪の多い日だな……。悪い、ちょっと出てくるわ」

「うん」

　再びチャイムが鳴り、俺は玄関へと向かう。

　怜奈さんは着替え中だし、あおいもお菓子にありついている以上、あとはせいぜい郵便関係か町内の人くらいだろう。

「はーい。どちらさまですかー？」

　ならば適当にやり過ごせばいいやと気軽な気持ちでドアを開けた俺だったが、




「──やあ、光太郎くん。久しぶりだね」




「お、お義父とうさん!?」

　そこにいたのは、まさかのお義父さまであった。

「こんにちは、光太郎さん」

「ど、どうも……」

　もちろんお義か母あさまも同どう伴はんだ。

　え、何な故ぜここにご両親が、しかもこのタイミングで!?

　てか、数日前に連れん絡らくが来るんじゃなかったの!?　と卒そつ倒とうしそうになる俺だが、そこは気合いで踏ふん張り、愛あい想そ笑いを浮かべて言う。

「ちょ、ちょっと待ってくださいね」

　ぱたり、と一度ドアを閉めた後、俺は即そつ行こうで階段を駆かけ上がり、そのまま怜奈さんの部屋へと飛び込んだ。

　が。

（れ、怜奈さん！　って、うおおっ!?）

「きゃあっ!?　な、何をしてるの!?」

　怜奈さんはスカートを穿はいている途と中ちゆうで、薄うす紫むらさき色のセクシーな下着が丸見えだった。

　何気に紐ひもである。

　って、そんなことを冷静に観察している場合じゃねえよ!?

　俺は口元に人差し指を立て、小声で状況を説明する。

（す、すみません！　でも緊きん急きゆう事態なんです！）

（……緊急事態？）

　下半身をスカートで隠かくしつつ、怜奈さんが眉まゆを顰ひそめる。

　この状況がすでに緊急事態ではあるが、怒おこられるのはあとだ。

（そうです！　実は怜奈さんのご両親さんがいらっしゃったみたいで!?）

（はあっ!?　ど、どうしてパパたちが来ているの!?　私、何も聞いていないんだけど!?）

　当然、驚きよう愕がくに目を見開く怜奈さんだが、悠ゆう長ちように驚おどろいている時間はない。

（と、とにかく外で待たせているので、着替えが終わり次し第だい、出で迎むかえをお願いします！　俺はその間にあおいをなんとかしますんで！）

（わ、分かったわ！　一応出直すよう言ってみるわね！）

（お願いします！　では！）

　怜奈さんが頷うなずいたことを確かく認にんした俺は、急ぎリビングへと戻る。

「あ、おかえりー。誰だったの？」

「あー、ちょっと桜子さんの知り合いがな？」

　そして適当に答えをはぐらかしつつ、俺は彼女に言った。

「なあ、あおい。ちょっと場所を移動しないか？」

「え、どゆこと？」

　不思議そうにあおいが小首を傾かしげる中、玄関の方から声が聞こえてくる。

『ちょ、だから今は教え子に勉強を……』

『何、時間はとらせん。邪じや魔まするぞ』

「げっ!?」

「なんか騒さわがしいね。桜子さん、大だい丈じよう夫ぶかな？」

　どうやら説得に失敗したらしく、足音が近づいてくる。

　こうなったら仕方あるまい！

「えっ？」

　俺はぐいっとあおいの手を引いて言う。

「すまん、あおい！　お前に大事な話があるんだ！」

「え、ちょっ!?　光太郎!?」

　驚くあおいを連れ、俺は隣となりの和室へと急ぎ赴おもむく。

『ほう、ここがお前たちの愛の巣というわけか』

『ちょ、ちょっとパパ!?』

　ほぼ同じタイミングで怜奈さんたちもリビングへと入ってきたらしい。

　あ、危ないところだった……。

「……ふう」

　俺が安あん堵どの息を漏もらしていると、あおいが控ひかえめに声をかけてきた。

「あ、あのさ、光太郎……」

「うん？　あ、ああ、悪い」

　未いまだに腕うでを摑つかんでいたことに気づき、俺は慌あわてて手を離はなす。

　すると、あおいがほのかに顔を赤らめながら尋たずねてきた。

「それで、大事な話って何かな……？」

「えっ？」

　そ、そうだった!?

　あおいをあの場から連れ出す適当な口実として、そんなことを言ってたんだった!?

　ひえぇ!?　と心中穏おだやかではない俺だが、これで実はなんでもなかったなんて言ったら、あおいはふて腐くされながらリビングへと戻もどるか、そのまま帰ってしまうことだろう。

　今はとにかくご両親さんとあおいを会わせないことが最優先事じ項こうだし、なんとか彼女をここに引き留めなければ。

　そう、出来るだけ会話を引き延ばすんだ！

「あ、ああ、そのことなんだけどさ、ちょっと言いづらくて……」

「そ、そうなんだ。じゃあ光太郎が言えるようになってからでいいよ？　あたし、待ってるから……」

「う、うん」

「……」

「……」

　はい、会話終しゆう了りようー！

　どうすんだよ、これ……。

　こういう時の間の持たせ方なんてしらねえよ……、と内心滝たきのような汗あせを流していると、室内が静まり返ったことで、リビングの声が鮮せん明めいに聞こえてきた。

『それで、その後調子はどうなんだ？　怜奈』

「……れいな？」

　ちょっ!?

「れ、〝レイナール桜子〟っていう芸名なんだよ！　お、おしゃれだろ？」

「あ、そうなんだ。もしかして劇団の人が来たの？」

「そ、そうそう！　座長さんとその奥さんがな、将来有望な劇団員の様子を見に来た的なやつみたいでさ！」

　あははははっ！　と不器用な笑えみを浮うかべる俺に、あおいは感心した様子だった。

「へえ、桜子さんって期待されてるんだね。凄すごいなぁ」

「だ、だろ？　だから俺も応おう援えんしてあげられたらって思ってさ」

「うん、そうだね。あたしも応援するよ！」

　そう言って、あおいがぐっと両手を胸の前で握にぎる。

　こういう性格だからこそ、あおいは皆みんなから好かれるんだろうな。

　我が友ながら誇ほこらしいと思う。

　と。

「でも桜子さん、凄く綺き麗れいな人だし、本当は下心とかあるんじゃないの？」

「いや、下心って……」

　一転してにやにやといやらしい笑みを浮かべるあおいに、俺はジト目を向ける。

　まったくないかと言われれば、そりゃあるのが男の性さがというものだが……って、その話は今はいい。

　とにかく何か会話を続けないと、迂う闊かつな話が隣から飛び込んで来かねない。

　どうしたものかと唇くちびるを嚙かみ締しめる俺だったが、

「！」

　そこでふと気づく。

　そもそもこの和室にいるからそういう危険性があるわけで、あおいを俺の部屋へと連れていけばいいのではなかろうか、と。

　さっきの会話を聞く限り、怜奈さんはあおいに勉強を教えている的な体ていで話していたと思うし、適当に会え釈しやくでもしながら通り過ぎれば、俺も同どう僚りようの教師設定なわけだし、意外といけるんじゃないだろうか。

　あおいにしてもそうだ。

　こそこそしているから逆に怪あやしまれるのであって、堂々としていればいいだけの話なのだ。

　ならばと頷き、俺はあおいに言う。

「あおい、ちょっと俺の部屋に行かないか？」

「えっ!?　い、いきなりどうしたの？」

「いや、ここだと怜奈……ールさんたちの邪魔になりそうだし、俺の部屋の方が色々とゆっくり出来るだろ？」

「あ、うん、そうだね……。今の桜子さんはレイナールさんだもんね……」

「……」

　うん、まあ普ふ通つうに間ま違ちがっただけなんだけど、なんか納なつ得とくしてくれたようでよかった。

　危ない危ない。

　内心胸むねを撫なで下ろしつつ、俺は言う。

「じゃあ行こうか。適当に会釈でもしてくれればいいからさ」

「う、うん、分かった」

　あおいが頷いたことを確認した俺は、意を決して襖ふすまを開ける。

「「「！」」」

　当然、怜奈さんたちが俺たちに気づくも、俺は努めて冷静に会釈をする。

「こ、こんにちは」

　次いであおいもやや緊きん張ちよう気味だが頭を下げ、ご両親さんもとくに気にした様子を見せず、

「ああ、どうも」

「こんにちは」

　と挨あい拶さつを返してくれる。

　もちろん怜奈さんは何をしているのかと驚いている様子だったが、途中で俺の意図を理解してくれたのだろう。

　視線が合った瞬しゆん間かん、小さく頷いていた。

　そうして当初の予定通り、俺たちはリビングを離れ、俺の部屋へと向かい始めていたのだが、




「──あ、あの！」




「「──っ!?」」

　そこでまさかの事態が起こる。

　そう、あおいのやつがご両親さんに話しかけやがったのだ。

　あれほど適当に会釈をしておけと言ったのに何な故ぜ!?　と俺の心しん拍ぱく数すうが急きゆう上じよう昇しようする中、あおいは再びぐっと両手を胸の前で握って言った。

「あたし、応援してますから！」

「「……」」

　終わった……、と俺たちは揃そろって白目をむく。

　何故ならここから話が飛ひ躍やくすれば、ほぼ間違いなく劇団員ではないことがバレるからだ。

　そうなると、じゃあこの人は誰だれなのかという話になり、レイナールさんが桜小路先生だということが発覚する。

　俺も同僚の教師ではなく生徒だということが知られ、押し通せば婚こん約やくの話自体は続けられるかもしれないが、怜奈さんはうちの学校にいられなくなるだろう。

　それどころか、淫いん行こう教師として教師生命自体が終わってしまうかもしれない。

　俺が迂闊に部屋を移動しようとしたばかりに……、と怜奈さんへの申し訳なさで押し潰つぶされかけていると、

「おお、それはありがとう。いやぁ、いい生徒さんを持ったな」

「ええ、本当に。あなた、お名前はなんて言うのかしら？」

「あ、群青あおいです。よろしくお願いします」

「ああ、こちらこそよろしく。なんだ、ちゃんと（結婚に）理解を示してくれている子もいるじゃないか」

「え、ええ、そう、ね……」

　不思議と会話が嚙み合っており、死にかけの怜奈さんが辿たど々たどしく頷うなずく。

　すると、お義父とうさんがこう切り出した。

「そうだ。彼女も（結婚式に）呼ぶのはどうだ？　これだけ応援してくれているんだ。是ぜ非ひ晴れ舞ぶ台たいを見てもらうべきだろう？」

「ええ、いいわね。私も大賛成よ」

「え、いいんですか!?　あたし、そういうの（舞台）を見るのはじめてなんですけど」

「もちろんだとも。はじめてならなおさら来てもらわないとな。盛せい大だいにやるから楽しみにしていなさい」

「わあ、ありがとうございます！」

「「……」」

　ぱあっと嬉うれしそうに笑うあおいとご両親に、俺たちは揃ってどういう奇き跡せきが起こっているのかと目をぱちくりさせる。

　だが天はまだ俺たちを見放したわけではないと思い、俺が怜奈さんに目配せすると、彼女もこくりと頷いてくれた。

　ここからはもう賭かけである。

　何故か話が嚙み合っているのであれば、そこを徹てつ底てい的に補うしかあるまい。

　そしてなるべく早くこの場から離り脱だつしなければ。

「しかしこうして（お前の生徒に）会うのははじめてだが、いっちょ前に頑がん張ばっているじゃないか」

「うん？　はじめて？」

（い、家に来て会うのがってことだろ？）

（ああ、なるほど。家政婦さんを始めてまだそんなに経たってないもんね）

「え、ええ、そうなの。忙いそがしいけど充じゆう実じつしてるわ」

「それは何よりだ。ところであおいさんから見て、この子はどういう感じかな？　忌き憚たんのない意見を聞かせてくれ」

「えっと、桜子さんは──」

「……さくらこ？」

　ひいっ!?

「わ、私がそう呼んで欲しいって言ったの。気軽な感じの方が仲良くなれるでしょう？」

「なるほど、そういうことか。ああ、すまない。続けてくれ」

「あ、はい。えっと、あたしから見た桜子さんは、綺麗で優やさしくて、とても素す敵てきな人だと思います！　だから（女優さんとか）絶対お似合いです！」

「まあ、そんなに褒ほめてくれるなんて嬉しいわ」

　我が子を褒められて喜ばない母親はおらず、お義か母あさんも嬉しそうだ。

「はは、そうだな。私もお似合いだとは思っていたんだ。こう言ってはなんだが、妻もそう（年上）でね。いつも尻しりに敷しかれているよ」

　そうだったのか。

　よもやあのお姉さんにしか見えないお義母さんの方が年上だったとは……。

「あ、そうなんですね。お綺麗な方だなとは思っていましたけど」

「あらあら、お上手ですこと」

「いやいや、そういうあおいさんもとっても可愛かわいらしいじゃないか。どうだい？　卒業後にでも私たちのところに来ないかい？」

「あはは、ありがとうございます。でもあたし、そういう経験がないですし……」

「何、心配はいらないさ。うちのは皆素そ朴ぼくなやつらばかりだからな。きっとすぐ馴な染じめるようになると思う」

「な、なるほど。じゃあちょっと考えてみますね」

「ああ、そうしてくれるとありがたい。いやはや、まさか顔を見にきたついでに、こんないい子を見つけられるとはな」

「ふふ、そうね」

　上じよう機き嫌げんのご両親とは別に、あおいもテンション高めに話しかけてくる。

（ど、どうしよう!?　あたし、スカウトされちゃった!?）

（あ、うん、そうだね……）

　問題はそのスカウトが、〝劇団員〟ではなくて〝嫁よめ〟の方だということなんだけどな。

　とはいえ、そろそろ本気であおいをこの場から離はなれさせないと、ぼろが出るのは時間の問題だ。

　というわけで、俺も少々強ごう引いんな手に打って出る。

「えっと、じゃあ俺……じゃなく自分たちは二階にいますので、何かあったら声をかけてください」

「おお、そうか。ではまたあとで」

「はい。失礼します」

「失礼します」

　ぺこり、と揃って頭を下げ、俺たちはなんとかリビングを抜ぬけ出すことに成功する。

　去り際ぎわに怜奈さんの様子をちらりと一いち瞥べつしてみたところ、彼女は疲ひ労ろうを滲にじませた顔で、ほっと一息吐ついているようだった。

　本当にお疲つかれさまです……。

　ともあれ、そうして自室へとあおいを連れていった俺は、

「わあ、なんか懐なつかしいー♪」

「そ、そうか？」

　だはーっ!?　と緊張の糸が切れ、陰かげながら大おお仰ぎように嘆たん息そくする。

　ま、マジで危なかった……。

　いや、もう本当に奇跡の部類である。

　良くも悪くも、細かいことを気にしないあおいが相手じゃなかったら、疾とうの昔むかしにジ・エンドだったことだろう。

　本当にここにいたのがあおいでよかった。

「あおい」

「うん？　なーにー？　──きゃっ!?」

　ゆえに、俺はこの溢あふれる思いを我が慢まん出来ず、がっしりとあおいの両りよう肩かたを摑つかんで気持ちをぶつけた。

「やっぱりお前じゃなきゃダメだ」

「えっ!?　そ、それってさっきのこと……？」

　うん？　さっきの？

　ああ、そういえば、〝大事な話〟をうやむやにしていたんだっけか。

　ちょうどいい。

　これが大事な話ということにしておこう。

「ああ。お前とはそれなりに長い付き合いだったけど、こうも側そばにいてくれて嬉しいと思ったことはないよ。本当にありがとな」

「う、うん、どういたしまして……」

　すっと俺が手を離すと、あおいは何やら頰ほおに朱しゆを散らし、恥はずかしそうにしていた。

　まあいくら昔からの友だちとはいえ、あおいも女の子だからな。

　勢いで肩を摑んではしまったが、今度からは自重しないと。

「と、まあそれを伝えたかったんだ」

「そ、そうなんだ。ふーん……」

　視線を逸そらしつつ、納なつ得とくしたような素そ振ぶりを見せるあおいだが、彼女はふとこんなことを尋たずねてきた。

「い、一応聞くけどさ、それってこれからもあたしに側にいて欲しいってことでいいのかな……？」

「おう、当たり前だろ？」

　今までだって色々と馬ば鹿かやってきたんだ。

　いなくなったらつまらんだろうに。

　俺が当然だと言わんばかりに頷くと、あおいはことさら顔を赤くさせて言った。

「そ、そっかぁ～」

　──ちらっ。

「そ、そうなんだぁ～」

　──ちらっちらっ。

「？」

　何やら嬉しそうなのは分かるのだが、挙動が些いささかおかしいのは気のせいだろうか。

　俺が不思議そうに小首を傾かしげていると、あおいはこっちを見たり視線を逸らしたりを何度か繰くり返した後、

「も、もう！　やだなぁ～！」

「い、いてえいてえ!?　いきなりどうした!?」

　ばんばんと俺の肩というか、背中を叩たたき始めやがったではないか。

「え、えへへ～♪」

「？？？」

　しかもなんかにんまり笑ってるし。

　そんなにお礼を言われたのが嬉しかったのだろうか。

　分からん……、と俺が眉まゆ根ねを寄せる中、あおいはやはり嬉しそうに笑いながら言った。

「よし、じゃああたしそろそろ帰るよ！」

「えっ？　あ、ああ、そうか？　なんか悪かったな。まさか怜奈……ールさんとこの人が来るとは思わなかったから……」

「ううん、全然大だい丈じよう夫ぶ！　二人ともとってもいい人そうだったし、何よりスカウトされちゃったからね！」

　どや顔でぐっと親指を立てるあおいだが、その件に関しては口を噤つぐんでおこうと思う。

「でもあれだよ？　いくら桜子さんが綺き麗れいだからって、変な気を起こしちゃダメだからね？」

「お、起こすわけないだろ!?」

「ホントかなぁ～？」

　じーっと疑いの眼まな差ざしを向けてくるあおいの視線から逃にげるように、俺はそっぽを向く。

　そうしてしばらく俺にジト目を向けていたあおいだったが、ふいに「なんちゃって♪」と歯を見せて笑った。

　なんか随ずい分ぶんテンションが高いな。

　俺の気のせいか？

「じゃあまた学校でね！　桜子さんたちによろしく～！」

　そう言った後、あおいが浮うき足立って階段を下り、玄げん関かんへと向かっていく。

「お、おう、分かった。気をつけて帰れよ」

「うん、またね～♪」

　ふりふりと手を振ふりながら去っていくあおいに、俺も手を上げて応こたえておいた。

　──ぱたんっ。

　よく分からんが、とりあえずあおいの方はなんとかなったらしい。

　ふう……、と小さく息を吐き、俺はリビングへと歩を進める。

　先ほどは割と和なごやかな感じだったし、適当に話を合わせておけば、ご両親の方もなんとかなるはずだ。

　そう思い、俺は「よしっ」と気合いを入れ直して扉とびらを開ける。

「おや？　もしかしてあおいさんが帰ったのかな？」

「はい。お二人とお話が出来て嬉うれしかったと言っていました」

「それは何よりだ。ああいう明るい子にこそ、是ぜ非ひ嫁よめに来て欲しいものだからな」

「ふふ、そうね。きっと町の人たちも喜ぶと思うわ」

「そうだな」

　うふふあははとご両親が笑い合う中、俺はやっぱり早々にあおいを遠ざけておいてよかったと思いつつ、怜奈さんの隣となりに腰こしを下ろす。

「お疲れさま、光太郎くん」

「いえ、怜奈さんこそ」

　俺たちが互たがいの健けん闘とうを称たたえ合っていると、お義父とうさんが本題に入ってきた。

「さて、やっと落ち着いて話が出来るな。実は光太郎くんにどうしても尋ねたいことがあってね」

「俺……あ、いえ、僕にですか？」

　なんだろう？　と俺が小首を傾げていると、お義父さんは一度お義か母あさんと目配せした後、神しん妙みような面おも持もちでこう言った。




「改めて聞くが──君は本当に本気で怜奈を愛しているのかね？」




「えっ？」

「ちょ、パパ!?」

　驚おどろく怜奈さんを手で制し、お義父さんは続ける。

「前回はばたばたしていて、簡単にしか君の意思を確かく認にん出来ていなかったからな。改めて怜奈のことを本気なのか確かめておきたいんだ」

「……」

「確かに私たちは、出来るだけ早く怜奈を結けつ婚こんさせたいと考えている。古ふる臭くさい思考だとは思うが、幸せな家庭を持たせてやるのが、親の責務だと信じているからだ。だがだからと言って、誰だれでもいいわけではない。怜奈のことを心から愛し、彼女とともに、これからの人生を歩んでいける人であって欲しいと思っている」

「そう、ですよね……」

「ああ。だから君に問いたいんだ。一体この子のどこに惚ほれたのかをね。もちろん誰かを好きになるのに理由はいらないと思うが、私たちはそれでも、親として〝彼女でなければならなかった理由〟を聞きたいんだよ」

「怜奈さんでなければならなかった理由……」

「そうだ。君がもし本当に怜奈を愛しているのであれば答えられるはずだ。何、そんなに難しく考える必要はない。ただ素す直なおに自分の気持ちを言えばいいんだよ」

「自分の気持ちを素直に……」

「光太郎くん……」

　心配そうな表情の怜奈さんと一度視線を交かわした後、俺は再び正面を向いて俯うつむく。

　そうは言われても、怜奈さんでなければならない理由なんて、俺に言えるはずないではないか。




　だって俺たちは──ただの〝フェイク〟なのだから。




　そんな俺に、ご両親を納得させられるようなことなんて言えるわけがない。

　ならば前回みたいに適当に繕つくろうか？

　結婚相手を選ぶ理由なんて、優やさしいとか家庭的だとか、一いつ緒しよにいて落ち着くくらいのものだろうし。

　少なくとも、ほかの理由なんて思いつかないし、ご両親も誰かを好きになるのに理由はいらないと言っていた。

　だったら上手うまく説明は出来ないけれど、彼女の温かいところに惚れたのだとでも言っておけば、彼らも納得してくれるのではなかろうか。

　うん、そうしよう。

　それが俺の素直な気持ちで──。

「……」

　素直な気持ち、か……。

　俺の怜奈さんに対する素直な気持ちって、一体なんなのだろう。

　俺は彼女のことをどう思っているのだろうか。

「俺は……」

　こう言おうと意図したわけではない。

　けれど、本当に何な故ぜなのかはよく分からないのだけれど、俺の口からは勝手に言葉が紡つむがれていった。

　わざわざ繕った一いち人にん称しようまで忘れて、俺は語り始めていたのだ。

「……最初に会った時、彼女のことを怖こわい人だと思いました」

「「「！」」」

「キツめの表情もそうですけど、口調は冷たいし、まったく笑わないし、お小言ばかり言ってくるしで、正直苦手意識しかありませんでした」

「「「……」」」

「でもあることがきっかけで話すようになって、彼女がただしっかりしようとしているだけだと気づいてから、よくは分からないんですけど、苦手だっていう意識が薄うすれていったんです」

　俺は、なんでこんなことを口にしているんだろうな。

　こんなの、本人やご両親の前で言うようなことじゃないのに。

「それからは、彼女のことを知る度たびに楽しかった覚えがあります。いつもビシッとしているのに、部屋着が意外とだらしなかったり、怖いものなんてないんだろうなと思えば、ゴキブリを見て腰を抜ぬかしたり。しかもこんなに綺麗で家事も万ばん能のうなお姉さんなのに、お漬つけ物ものを自分で漬つけたり、おやつには煮に干ぼしを出してきたりと、なんかおばあちゃんっぽいなってところがあったり」

　そういえば、間ま違ちがって〝ばあちゃん〟って呼んだこともあったな。

「でも同時に、彼女が生徒のことを本当に考えているんだということも知りました。本人も疲つかれているだろうに、夜遅おそくまで生徒たちのためにプリントを作ったり、生徒思いだからこそ、怖い先生として、線引きをしっかりしているんだろうなって。まあ、もう少し柔やわらかくなったりすると、生徒たちともコミュニケーションが取りやすいのになぁとは思うんですけど」

「よ、余計なお世話ですっ」

　ぷいっと赤い顔でそっぽを向く怜奈さんが妙みように可愛かわいらしくて、俺もつい頰ほおを緩ゆるめてしまう。
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「あはは、本人の前で言うのも凄すごく気き恥はずかしいんですけど、こういう素直じゃない感じで照れるところとか、めちゃくちゃ可愛いんですよね」

「なっ!?」

　怜奈さんの顔がことさら真っ赤に染まる。

　あなた、あとで覚えておきなさい……っ、ともの凄い顔で睨にらんでくる怜奈さんからつーっと視線を逸そらしつつ、俺は最後に言う。

「なので、本当に愛しているかという質問の答えになるかは分からないんですけど、俺は怜奈さんのことを、本当は誰よりも優しくて可愛らしい、素敵な人だと思っています」

「～～っ!?」

　その瞬しゆん間かん、ぼんっと怜奈さんの顔から湯気が噴ふん出しゆつし、彼女は「もうやめて……」と両手で顔を覆おおっていた。

　だ、大だい丈じよう夫ぶかな……？

　俺が心配そうにしていると、お義父さんが神妙に頷うなずいて言った。

「なるほど。君の気持ちはよく分かった。君は、本当に怜奈のことが好きなんだな」

「えっ？　そ、そうですかね？」

　意外と可愛らしい人だなとは思うけど。

「ああ。君の話からは、怜奈に対する温かさしか感じなかった。いいところだけでなく、この子の悪いところも認め、それでいて一人の人間としても尊敬している──そういう風に私は見えた」

「そ、そうでしょうか……？」

　そんな大層な感じではないと思うのだが……。

　と。




「──すまなかった」




「えっ？」

　突とつ然ぜんお義父さんが深々と頭を下げ始め、俺は一瞬呆ぼう然ぜんとするも、慌あわてて彼に言う。

「あ、あの、頭を上げてください。別に謝られるようなことなんてしていませんし」

「いや、正直私は君を疑っていたんだ。結婚を先延ばしにしたいがために、怜奈が適当な相手を連れてきたのではないかと。だから同どう棲せいの話を持ち出せば、すぐにでもぼろが出ると思っていた。今日だってそうだ。なんの前まえ振ふりもなく現れれば、必ずや尻尾しつぽを出すのではないかと。だってそうだろう？　所しよ詮せんはただの偽ぎ装そう工作にしか過ぎないのだから」

「「……」」

　ば、バレてる……。

　揃そろって青黒い顔になる俺たちのことなどつゆ知らず、「だが」とお義父とうさんは続ける。

「全すべては私の勘かん違ちがいだった。君は怜奈のことを心から愛し、怜奈もまた、光太郎くんのことを姉あねさん女によう房ぼうらしくしっかりと尻しりに敷しいている。まさにお似合いの二人だ」

「あ、あはは、それはどうも……」

　問題はそのお似合いの二人が、がっつり偽装工作だったってことなんですけどね……。

　が。

「うむ、今までのやり取りで私は確信した。光太郎くんこそ怜奈の相手に相応ふさわしい男だと。君になら、私たちは大事な娘むすめを任せられるとな」

「え、あ、いや……」

　あ、あれ？

　なんかこの流れやばくない……？

「で、でも俺よりいい男なんてたくさんいますし……」

「いいや、君以外上に怜奈のことを理解し、ともに歩んでいける男はそうはいない。怜奈のことをよろしく頼たのむぞ」

「え、えっと、その……はい」

　怜奈さん譲ゆずりというか、父親らしいめちゃくちゃ真ま面じ目めな（怖い）顔で言われたものだから、俺も思わず頷いてしまった。

「うむ」

　おかげでお義父さんも至し極ごく満足げだ。

「ふふ、よかったわね、怜奈。こんなにいい人に出会えて」

「え、ええ、そうね」

　怜奈さんも色々と危機感を覚えたのだろう。

　声がちょっと上うわ擦ずっていた。

「さて、少々長くなってしまったが、私たちはお暇いとまするとしようか。これだけ確かく認にん出来れば十分だ」

　そう言って、お義父さんが腰こしを上げる。

「ふふ、そうね。じゃあまた顔を見せるから、その時は是ぜ非ひお孫ちゃんのお話を聞かせてちょうだいね」

「「ええっ!?」」

　お孫ちゃん!?

「ま、ママ、それはちょっと早すぎじゃないかしら!?」

「あら、そうかしら？　でもママたちが結けつ婚こんした時には、すでに怜奈がお腹なかの中にいたのよ？」

「そ、そうかもしれないけど……。で、でも私にはまだ教師としての仕事があるし……」

「ふふ、大丈夫よ。そういう時には産休を取ればいいし、ママたちも全力で協力するから。だって待望のお孫ちゃんだもの」

「で、でも……」

　ほんわかと微笑ほほえむお義か母あさんに、怜奈さんも言葉が出てこない様子だ。

「いやぁ～、孫かぁ～。きっと可愛いんだろうなぁ～」

　そしてお義父さんはもう孫愛めでる気満々だし。

　え、これどうすんの……？

　俺が内心白目をむきかけていると、お義父さんが俺の肩かたにぽんっと手を置いて言った。

「頼んだぞ、息子むすこよ」

「ええっ!?」

　すでに息子扱あつかいされてるーっ!?

　がーんっ、とショックを受ける俺とは裏腹に、ご両親はにこやかな感じで玄げん関かんへと向かっていった。

「ではまたな」

「お邪じや魔ましました～」

　──ばたんっ。

「「……」」

　そうしてあれよあれよという間に彼らは去り、残された俺たちは、互たがいに無言で顔を引き攣つらせる。

　最中、怜奈さんがぽつりと呟つぶやくようにこう言ってきた。

「ねえ、光太郎くん……。非常に申し訳ないのだけれど、同棲期間を延長してもらってもいいかしら……？」

「ええ、もちろんです……」

　当然、俺は二つ返事で了りよう承しようしたのだった。
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「それにしても、今日はよくあの状じよう況きようを乗り越こえられましたよね……」

　その日の夜。

　リビング横の縁えん側がわでスイカを堪たん能のうしていた俺に、同じく隣となりでくつろいでいた怜れい奈なさんが「そうね」と頷いて言った。

「あれはもう奇き跡せきと言うほかないでしょう」

　ちなみに、このスイカはご両親からいただいたお土産みやげ品ひんである。

　初夏ということもあり、サイズ的には少々小こ振ぶりなのだが、それでも瑞みず々みずしくて美味おいしい。

「とりあえずあおいにしろご両親にしろ、一応はなんとかなりましたけど、これからどうしましょうか？」

　はぐっ、とスイカを一ひと齧かじりする俺。

「どうもこうも、あなたのおかげで両親も随ずい分ぶん安心したみたいだし、当面は現状維い持じでいいんじゃないかしら？」

　いつもの調子でそう言う怜奈さんは、本日もあのだるだるＴシャツに身を包んでいた。

　とはいえ、問題はそのご両親が、俺を無む駄だに気に入ってしまったということだ。

　そもそもこの同棲生活の目的は、なんとか結婚を先延ばしにしつつ、あわよくばその間に、誰だれか怜奈さんのいい人を見つけようというものである。

　だから俺は、ご両親にとって「ふーん、あの男とは別れたのか」程度の認識でいようとしていたのだ。

　にもかかわらず、俺はいつの間にやら息子扱いされてるし、お孫ちゃんもめちゃくちゃ期待されてるしで、完全に家族の仲間入りをしてしまっているではないか。

　はっきり言ってこれはまずい。

　ご両親にとっての好感度が増せば増すほど、結婚に対する期待値も高くなってくるし、接点も多くなってきてしまう。

　偽装工作をする身としては、あまりよろしくない展開なのである。

　ゆえにこれを解決するためには、怜奈さんになるべく早くいい人を見つけてもらうしかないのだが、こういうのって簡単に見つかるものでもないからなぁ……。

　いや、まあ怜奈さんは美人だし、見つけるだけなら簡単だろうが、恋こい人びとと結婚相手はまた別の話だろうし、そもそもあのご両親を納なつ得とくさせられる人物なのかどうかも怪あやしい……。

　はあ……、と小さく息を吐はく俺だが、悪いことばかり考えていても仕方あるまい。

　前向きに事態の解決法を探さぐっていかなければ。

「ところで、怜奈さんってどういう人が好みなんですか？」

「あら、いきなり何かしら？　セクハラ？」

「違ちがいますよ。てか、なんでもかんでもセクハラにしないでください。そうじゃなくて、これから相手を見つけるとして、どういう感じの人がいいのかなって」

　俺の問いに、怜奈さんはスイカを食べる手を止めて考えを巡めぐらせる。

「そうねぇ……。まず私のやりたいことを理解して、応おう援えんしてくれる人かしら？」

「なるほど。確か教師になるのが夢でしたもんね」

「ええ、そうよ。だから教師として頑がん張ばる私を応援して欲しいと思うわ」

「ふむふむ」

「それと、出来る範はん囲いで構わないから、家事の分担をお願いしたいわ。さすがに仕事と両立は大変だし」

「なるほど。まあ共働きなら当然ですよね」

「ええ、そう思ってくれる人だと嬉うれしいわ。ほかには……そうね。やっぱり両親と仲良くしてくれる人かしら？」

「まあ、そうですよね。たとえば子どもが出来たとしても、おじいちゃんおばあちゃんと仲が悪いなんて可哀かわい想そうですし」

「ええ、私もそう思うわ。やっぱり肉親だし、良好な関係を築いていきたいもの。自分の好きな人を親が嫌きらっているなんて嫌いやでしょう？」

　うん、確かにそれは嫌だなぁ……。

「そうですよね……。性格面ではどうですか？」

「もちろん優やさしい人がいいわ。子ども好きの優しい人。暴力を振ふるうなんて論外よ。でも優しいだけじゃダメだと思うの。時には自分の意見をしっかりと相手に伝える男らしさも必要ね」

「な、なるほど」

　自分で聞いといてなんだけど、結構注文多いな……。

「ほかには何かあったりしますか？　イケメンがいいとか」

「イケメンはすぐ浮うわ気きするから普ふ通つうくらいでいいわ」

「なんか今凄すごい偏へん見けんを聞いた気がする……」

「何か言ったかしら？」

「い、いえ……」

　俺に睨にらみを利きかせた後、怜奈さんはさらに条件を口にしてきた。

「あと、出来れば年下がいいわ。私、どちらかと言うとお姉さん気質だし」

「確かに。怜奈さん、面めん倒どう見みいいですもんね」

「あら、褒ほめてもお漬つけ物ものくらいしか出ないわよ？」

「あはは、十分ですよ。怜奈さんのお漬物、俺大好きですし」

　俺がそう笑いかけると、怜奈さんは「そう」と少々恥はずかしそうにしていた。

「ともあれ、あとは収入面くらいかしらね。もちろん正社員がベストよ。色々な手当てもつくしね」

「なるほど」

　やっと全すべての条件が出で揃そろったわけだが、こんなに多くの条件に当てはまる男が、果たして存在するのだろうか。

　とりあえずまとめてみるとしよう。

「えっと、今までの話を要約すると、教師の仕事を応援してくれて、家事の分担もしてくれる、年下で子ども好きかつご両親とも仲良くやれるような感じの、いざという時は男らしいフツメンな正社員さんですね」

「ええ、まさしくそれよ」

　こくり、と頷うなずく怜奈さんだが、そんなてんこ盛りの条件に当てはまるやつなんて、さすがにいないと思うんだけど……。

　と。

「あなた、今条件が多すぎるとか思ったでしょ？」

「えっ!?」

　どうやら顔に出ていたらしい。

　やべえ……、と思いつつも、しかし後々苦労するのは怜奈さんの方なので、ここは素す直なおな意見を言わせてもらうことにする。

「す、すみません。でもそれだけ多い条件だと、なかなか当てはまる人はいないんじゃないかなって……」

「まあ、そうかもしれないわね」

「ええ、運よく当てはまっても三つか四つくらいが限度かと。たとえば俺で当てはめてみると、お仕事のことはもちろん応援しますし、家事の分担も全然やります。年下なのは言うまでもないですが、子ども好きではありますし、ご両親にも何故か気に入られてるっぽいので、やろうと思えば上手うまくやれる気も……って、あれ？」

　なんか意外と当てはまってない？

　気のせいか？

「でもいざという時の男らしさなんて……」

「あら、そうかしら？」

「えっ？」

　やべ、声に出てたっぽい。

　だが怜奈さんは気にせずこう言ってくれた。

「これは私の個人的な意見なのだけれど、日中両親に自分の意見を言っていたあなたは、少なくとも普ふ段だんよりかなり男らしかったと思うわ」

「そ、そうですかね？」

「ええ。でなければ、あんな恥ずかしいことを真顔でなんて言えないでしょう？」

「うっ……」

　今さらながらに恥ずかしさが込み上げてきて、俺は思わず顔を伏ふせる。

　黒歴史ってのは、こうやって積み上げられていくんだろうな……。

「ま、まあそれは嬉しいご意見ということで……。あとはなんでしたっけ？」

「フツメンの正社員ね」

「あ、そうでした。えっと、俺は……フツメンですね」

「ええ、フツメンね」

　そんな真顔で肯こう定ていされても悲しいだけなのだが……。

「で、正社員……はさすがに無理ですね。だって俺まだ学生ですし」

「そうね。でもこう考えてみると、光こう太た郎ろうくんでさえ、九割ほど当てはまっているのだから、意外といけるんじゃないかしら？」

「ええ、そうかもですね。あとはそんな感じの人が近場にいてくれればいいんですけど」

　というか、と俺は続ける。

「もしかして、俺が働けば万ばん事じ解決なんじゃ……」

「あら、私を本当のお嫁よめさんにしてくれるのかしら？」

　そう言って、試ためすような視線を向けてくる怜奈さんに、俺はジト目を向ける。

「いや、からかわないでくださいよ……。大体、俺なんて怜奈さんの守しゆ備び範囲外じゃないですか……」

　はあ……、と嘆たん息そくする俺だったのだが、




「──あら、私そんなことを言った覚えは一度もないのだけれど？」




「えっ……？」

　ふいに怜奈さんがそう言い出し、俺は思わず呆ほうけてしまう。

「あ、あの、それは一体どういう意味で……」

「さて、そんなことより今は反省会でしょう？　今日は奇き跡せきが重なってなんとかなったけれど、あんなことは二度と起こらないと思うし」

「そ、そうですね」

　まあ、とりあえず制服で応対だけはやめてくれると助かる。

　おかげであおいには〝レイナール桜さくら子こ〟だと思われてるしな。

　てか、今さらだけど誰だよ、レイナール桜子って。

　女子プロレスラーか？

「ええ、私も出来るだけ平和にこの生活を続けたいもの。だからお互たがい今日の反省は必ず次回に活いかしましょう」

「そうですね。俺もそう出来るよう頑張ります」

　俺が頷くと、怜奈さんはそうだと思いついたように言った。

「なら一つ〝約束〟をしましょうか」

「約束？」

[image: ]




「ええ、そうよ。あなた、前に言ったわよね？　どうせならこの生活を楽しもうって」

「え、ええ、まあ」

「だから楽しみを約束にするの。たとえばそうね、今はこうやってスイカを楽しんでいるわけだけれど、これが秋になったら、必ず七しち輪りんを使ってお庭でサンマを焼くとか。そういう楽しみを約束にして、一いつ緒しよにするために頑張るの。どうかしら？」

「あはは、いいですね。じゃあさしずめ、次は〝一緒に海に行く〟とかですか？」

「ええ、それでもいいわ。楽しみが待っていたら頑張れるでしょう？」

「もちろんです！　怜奈さんの水着姿、凄く楽しみにしてますんで！」

　ぐっと男らしい顔で拳こぶしを握にぎる俺に、怜奈さんは顔を赤くして言った。

「あ、あなたはまたそういう!?　……やっぱり前言を撤てつ回かいしようかしら？」

　ぷいっとそっぽを向いてしまった怜奈さんが可愛かわいらしいなと思いつつ、俺は苦笑い気味に頭を下げる。

「あはは、すみません。でも楽しみなのは本当です。これからも一緒に色々なことが出来たらいいなって」

「まあ、そうね。私もこの生活が嫌きらいじゃないもの。だからいつまで続けられるかは分からないのだけれど、これからも平和に続いてくれたら嬉うれしいわ」

「そうですね」

「ええ。というわけで、約束よ。色々と大変なことがあるとは思うけれど、一緒に楽しみながら乗り越こえていきましょう」

　そう言って、怜奈さんが俺に小指を差し出してくる。

　指切りをしようということらしい。

　なので、俺も彼女の小指に自分の小指を絡からめて頷いた。

「了りよう解かいです。じゃあまずは最初の約束として、二人で海に行きましょう。もちろん水着はビキニでお願いします」

「あなたねぇ……」

　やれやれと嘆息した後、怜奈さんはきりっといつもの表情で言った。

「分かったわ。あなたがそのつもりなら私にも考えがあります。意地でも学校指定の水着を着るから覚かく悟ごしておきなさい」

「ええっ!?」

　制服の反省が何も活かされてない気がするんですけど!?

　でもそれはそれでかなり興味があるという矛む盾じゆん!?

「ただし、あなたが今度の期末試験で、英語の成績が学年首位だったなら、お望み通りビキニを着てあげてもいいわ」

「え、マジっすか!?　って、学年首位!?」

　んな無茶な!?

　俺、英語の成績中の下なんだけど!?

「と、当然でしょう？　私だって恥はずかしいのだから……。というわけで、はい、約束完かん了りようよ。一緒に海に行くために頑がん張ばりましょう」

「えぇ……」

　マジか……、と一人ショックを受ける俺だったが、




「──ふふっ」




「！」

　その時、ふと怜奈さんの楽しそうな声が聞こえ、まあ楽しんでくれたならいいかと、俺も諦あきらめることにしたのだった。

　いや、でもさすがに学年首位はなぁ……。








あとがき






　まず本作をお手に取ってくださったこと、本当にありがとうございます！

　はじめましての方ははじめまして、お久しぶりの方はお久しぶりです、草くさ薙なぎです。

　今回はファンタジー色強めだった過去三シリーズとは違ちがい、現代ラブコメをお届けすることになりました。

　しかもまさかの女教師ものです。

　いいですよね、年上の綺き麗れいなお姉さん……（遠い目）。




　ともあれ、この物語は、ひょんなことから怖こわくて苦手だった先生と同どう棲せいすることになってしまった主人公が、彼女の恋こい人びと役を演じつつ、それに伴ともなう困難の数々に立ち向かっていくお話です！

　もちろん大変なことばかりではなく、怖いと思っていた先生が、意外とおちゃめで可愛かわいらしい人であることを知ったり、そんな彼女のギャップにドキドキしたりと、ヒロイン先生の可愛らしさが詰つまった一作にもなっておりますので、是ぜ非ひ楽しんでいただけたらと思います！

　同棲ならではのうらやまけしからんサービスシーンもがっつり収録してますので！

　むしろそれらのイラストだけでも購こう入にゆうする価値は十分にあるかと！

　ほかにも新作情報などは私のツイッターでも随ずい時じお知らせしていきますので、よろしければ是非チェックしてみてくださいませ！

　本のご感想などもお待ちしておりますので、是非是非ファンタジア文庫さまの編集部までお送りいただけたら幸いです！




　さて、というような感じで恒こう例れいの謝辞の方へと移らせていただけたらと思います。

　至し極ごく美び麗れいなイラストの数々で本作を彩いろどってくださいました、イラストレーターのマッパニナッタさま。

　今回も辛しん抱ぼう強づよく作業にお付き合いしてくださいました、担当編集のＹさま。

　並びにこの作品づくりに携たずさわってくださいました、全すべての皆みなさま。

　そして今このあとがきを読んでくださっているあなたさまに、心よりの御お礼れいを申し上げます。


二〇一九年九月吉きち日じつ　ツチノコ印の草薙アキ
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